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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　朝起きたら、鏡の中に見知らぬ女がいた。




　なにごとだ、というのが俺おれの感想だった。目覚ましに起こされた朝。朝食の前に洗顔すっかと蛇口をひねって顔を上げると、女がのぞきこんでいた。

　多分年は十六、七。真っ黒な髪の毛にきりっと引き締まった唇。すっと通った鼻び梁りように日本人らしからぬ白い肌。年齢から判断するに美少女と美女の中間あたりとするのが妥当だが、綺き麗れいという事実の前にはどうでもいい。少年漫画誌のグラビアに載せても、平気でトップが取れるだけの外見をしている。

　ただその表情だけは、なんだか戸惑っているように見えた。

　戸惑っているのは当たり前だろう。なにしろ俺だって驚いたままなのだから。

　そもそも今は早朝。しかも平日。俺はしがない高校生なので、これから学校に行かねばならぬ。なのに、鏡越しとはいえ、美少女と接近遭遇である。これはなにかの奇跡なのか。

　あまりバラしたくないが、俺は癖毛な上に寝ぐせがつくので、朝は大抵とんでもない髪型になっている。両親はいつも俺おれを指さして、大声で遠慮なく笑っていた。いくら産みの親とはいえそれはないだろうと反論の機会を狙ねらっていたのだが、転勤で遠くに行ってしまい、家に一人だけ残されてしまった。髪型を笑う人間はいなくなったが、鏡をのぞくのは習慣になった。今日も洗面所で、確認しようとしていたところなのだ。

（なにが起こったんだ……）

　朝なので頭の動きは鈍い。目の前の美少女が現実のものとは、まだ信じられなかった。

（鏡の世界って実在するのか……？）

　俺はぼんやりと、そんなことを考えた。疑わしいことは確かだが、どうも実在するらしい。でなければいきなり女が現れるなんてことないはずだ。

　思うに、これは誰だれもが夢見る「朝起きたら枕まくら元もとにかわいい女の子が」というシチュエーションなのだろうか。ありうる。いつぞや、友達と冗談交じりに「いつか机の中から美少女がやってくるはずだ」と話していたことはあるが、本当に遭遇するとは思わなかった。

　さすがはニッポン。言こと霊だまの国。

　しかしだな、実際にこんな目にあうと、やはり驚きが先にくる。かなり綺き麗れいで俺好みではあるのだが、前触れもなく不意に現れたのだ。これはひょっとすると、不法侵入ではなかろうか。

　女の子はなにも喋しやべっていない。不法侵入者だからとか、日本語が話せないからではなさそうだ。無口というか驚いているらしい。さっきから目を丸くしている。

　無理もない。朝から男と鉢合わせすれば、驚きもするだろう。すこしだけ同情しながら、俺はなんとか落ち着こうと、水流に手を伸ばした。顔を濡ぬらして冷静になるつもりだった。

　鏡の向こうでも同じ動作をしていた。

「は!?」

　なんだこいつは。俺と同じで顔を洗おうとしやがった。ただの偶然か、それとも嫌がらせなのか。

　鏡を見つめ、俺はさらに驚いた。女の子も口を「は」の形に開けていたのである。

　悪い予感が心に広がる。

　俺はたまに勘が鋭くなる。この感触は前にも味わっていた。ゼニガメの「たっくん」が死ぬ寸前と、四教科連続で赤点を喰くらう直前だ。悲しかったのは当然後者。カメなんか知るか。

　俺はじっとしたまま、恐る恐る頰ほおに手を伸ばした。

　女の子も、頰に手を伸ばしている。

　パニックになりそうな心臓を抑えながら、今度は右手で頰をつまむ。

　やはり女の子もつまんでいた。

　予感は黒雲となって、心を覆いつくした。もしかしてもしかして。これはあれか、あれなのか。

　気を落ち着かせようと、顔を万力みたいにつまんだまま、大きく深呼吸をした。一回、二回。とりあえず、激しくステップを踏んでいた俺おれの心臓は、酔っぱらいの千鳥足くらいまでにはなった。

　今度は気合いを入れるために息を止める。そして力一杯、右の人差し指と親指を回転させた。

　頰ほおにとんでもない激痛が走った。

「いてててててて!!」

　絶叫して転がり回る。鏡の向こうの女の子も、同じように転がっていた。

　もう間違いない。俺は起きあがって、鏡ではなく自分の胸を見下ろした。

　そこには、男にはまずないはずの豊かな双丘が、見事に存在していた。

「うわあ!!」

　俺は恐らく、生涯最大の絶叫をあげた。

「……なんで女になってんだ!!」

　鏡の中の自分も、やはり同じことを叫んでいた。




　まずは落ち着こうじゃないか。どうしてこんなことになったんだ。

　俺こと瀬せ能のうナツルは十七歳高校二年生。中背のやせ形。成績は、あるときは上から数えた方が早く、あるときは下から数えた方が早い。つまりど真ん中。運動神経も人並み。

　自分でいうのもなんだが、どこにでもいる平均野郎だ。唯一の自慢は視力が両目とも１・２を超えていること。裏を返せば、他に誇れるようなものはない。悲しいね。












　ないといえば彼女がいたこともない。小学中学と共学だったが、女の子は全すべて「友達」を上限にして自分の前を素通りした。こればっかりは胸を張って「女に縁がない」と言える。

　そのはずなのに。

　女に縁ができた。それはいい。喜ぶべきことと言える。しかし俺おれは「彼女が欲しい」のであって、「男を捨てたかった」わけではないのだ。

「うわあああ！」

　もう一度絶叫してみるが、状況が変わるわけでもない。

　冷静に、冷静になろう。俺はひたすら自分に言い聞かせた。

　二回ほど大声を出したので、あとは心を鎮めようと努力していた。喉のど痛いし。もう何時間も懊おう悩のうしているような気がしていたが、実際は十分足らずだ。だが今の俺には、それだけで悟りが開けそうだった。

　そもそもなんだって女になっているのか。

　まるで心当たりがない。ホルモン注射をしたことも、モロッコに行ったこともない。最近ではインターネットで検索すると、手軽に女に整形してくれる医者が見つかるそうだが、そこまでＩＴ化の恩恵を受けたこともない。

　じゃあこれはなんだ。復活したどっきりカメラなのか。

　鏡をのぞきこむ。美少女こと自分自身は、実に不景気な顔をしていた。

「……そんな顔をしちゃあ、美人がだいなしだぜ」

　直後に深く落ちこんだ。アホ。俺は自分になにを言ってる。

　それにしても綺き麗れいだな。つらつらと、そんなことを考えた。男は好みのタイプの女性を、漠然と頭に想い描いているものだが、かなりいい線いっていた。「ドンピシャ」ではなく「いい線」なのには理由があるが、今は横に置いておく。

　町で会ったり、話しかけられでもしたら惚ほれてしまうかもしれない。自分でなければな。

　なんとなく身体からだを見下ろした。やけにでかい胸はさっき見たとおり。しかし俺は、他のことに目を奪われていた。

「……セーラー服!?」

　女の子が着る、世のいい年した男どもによからぬ妄想を引き起こしてしまうセーラー服を身につけていたのだ。

　俺は起きるとすぐ、制服に着替える癖がある。朝食が終わったあとに慌てることがなくなるからだ。寝坊していてはパーだが、とりあえずうまくいっている。しかし女の子向けを着た覚えなんかない。むろん、所有したこともない。セーラー服に欲情するなんてのは、三十をすぎてからで十分だ。

「これ、うちの学校の制服だな……」

　通っている高校の制服にそっくり、というかそのものだった。

　それにしても奇っ怪な。自分が女になったのは、よくはないがいいとして、服まで替わったのである。誰だれかが忍びこんで着替えさせやがったのか？　だったらもう一度やってきて、男子用を返してもらいたい。制服って安くないんだ。

　なにしろセーラー服なのだ。男子が着る、あのダサいブレザーはどこにいった。しかもスカートだぞ。

（……スカート……）

　嫌な予感というか奇妙な期待感が、頭の中で回りはじめた。

　誰もいないことはわかっているが、きょろきょろとあたりを見回す。自分だけなのを確認すると、スカートの裾すそにゆっくり手をかけた。

　めくりあげて、のぞく。

「……女物だ！」

　なんてこった。予想通りの結果だ。このあいだイトーヨーカドーの特売で買った、三枚千円のブリーフではなく、女の子がはくパンツ。おっさん風に言うとパンティ。ばっちり腿ももに食いこんでいる。おまけに水色の縞しま々しまだった。なんで縞しまなんだ。

　胸元も見てみようかと思ったが、やめておいた。絶対ブラジャーをしているに決まっている。

　あまりの結果に絶望しつつ、俺おれはのろのろと自室に戻った。身だけではなく服まで女になっている。表現上は「服だけではなく身も」の方がいいかもしれないが、いずれにせよ結果は同じ。

　部屋に入り、ぺたんと尻しり餅もちをつく。

　綺き麗れいな女の子が足をハの字にして座っている。客観視すればかなりそそられる光景だが、しょせん己自身だ。客観なんてとんでもない。

　ゆっくりと、机の上の時計を眺める。デジタルの数字が、「そろそろ学校に行かないと遅刻しちゃうよ？」と告げていた。

　わかってるよそんなこと。俺は時計に返事をした。この格好で学校に行けと。女のままで行けと。世間じゃ瀬せ能のうナツルは男子だと思われているのだ。これで登校した日には、担任教師の心臓が停止する。それはそれで痛快だが、三秒後にはこっちが殺人犯だ。

　それだけじゃない。クラスメートも仰天する。いや、何人かは心臓に毛が生えているから、驚かないかもしれない。代わりにどこかに売り飛ばされるだろう。具体的にはキャバクラとか泡の国とか。未成年なので人権問題だが、女に変身した男に人権はあるんだろうか。

　頭を抱えた。ろくなことを思いつかない。どうすりゃいいんだこれから。

　ふと、違和感を感じる。

（……？）

　右腕を見た。腕輪がはまっている。薄く青色に発光していた。こんなものをした記憶がない。

　触ってみると、ひんやりとしている。金属製だ。ただ、なんという金属か見当もつかなかった。

「なんだこれ……」

「それは証あかしです」

「わっ！」

　どこからか声が聞こえてきて、俺おれは座ったまま跳びあがった。

　首を振って室内を見回す。一人暮らしのはずなのに、誰だれがいるんだ？

「こっちです。こっち」

　声のした方角には、ぬいぐるみがあった。

　男の部屋にぬいぐるみとはずいぶんな趣味だが、あるのだから仕方がない。しかもこいつは一風変わっている。

　顔のあちこちにヤクザみたいな傷があって、片目はアイパッチでふさがれている。口からはサーベルタイガーみたいな牙きばが生えており、妙に硬い。腹からはリアルに再現された内臓がはみ出ていた。

　これは「臓物アニマル」というキャラクター商品である。どこかのメーカーが商品化したもので、全すべての商品は、はらわたをぶちまけた面つら構がまえの悪い動物をコンセプトに作られている。

　製品にしたメーカーは発表直後から株価が急降下、いまだに回復のきざしがない。株主から突きあげを食っているらしいが、意地で出し続けているそうだ。俺も正直いらないが、大事なもらいものなので、捨てるわけにはいかなかった。

　臓物アニマルシリーズの五番目「ハラキリトラ」のぬいぐるみは、さっきからパカパカ口を開けていた。

「ようやく気づきましたか」

　女性の声だ。なんだかしずかちゃんっぽい。しかも前のバージョン。臓物アニマルの姿なので強烈な違和感があった。

「あなたの腕にあるのは誓約の腕輪ブレスレツトです」

「……誓約？」

「腕につけることによって、あなたの力は保証されます。戦いにおいて最大の力を発揮するでしょう」

「待て待てちょっと待て」

　俺は急いで手を振った。ハラキリトラが、意味不明な台詞せりふを喋しやべっていた。

「わけがわからない。なんでぬいぐるみが喋ってんだ。なんで誓約なんだ。そもそも俺はどうして女なんだ」

　女になったショックが大きくて、危うく言葉を発するぬいぐるみを受け入れてしまいそうになった。よく考えろよ俺。口を利いているのはおもちゃだろ。

　ハラキリトラが、アイパッチをこりこり搔かいた。

「わかりませんか」

「わかるか」

「世界創世から話します？」

「聖書に興味はない。なんだこれは」

「えーとですね」

　ハラキリトラは、しずかちゃんの声で話す。

「あなたは戦士ケンプフアーになったのです」

「はあ？」

　なに言ってんだこのぬいぐるみは。

「ケンプファーは戦うためのエリートです。誓約の腕輪によって強大なパワーを保証され、敵を打ち破ります。そんな感じ」

「……よくわからないな」

　俺おれは手を抜いたゲームのマニュアルを読まされた気分になった。

「ケンプファーってのは、戦うための人間なんだな」

「そうです」

「俺はそのケンプファーになったと」

「はい」

「敵と戦うのか」

「もちろん」

「わけもわからずに？」

「ええまあ」

　俺は無言でハラキリトラを摑つかむと、ゴミ箱に叩たたきこんだ。

「わあ、なにするんですか」

「うるせえ！　そんな説明で、はいそうですかと納得できるか！　寝ぼけんな！」

　いきなりすぎる。突然百円渡されて、「これで世界を救うように」と命じられた気分だった。

　女になったのも、ぬいぐるみが喋しやべるのも、全すべて悪夢ってことにしておこう。ケンプファーとやらも聞かなかったことにする。

「そうなんだからしょうがないですよ」

　ゴミ箱から声がしていた。

「だって選ばれたんだから」

「信じられるか」

　不覚にも、返事をしてしまった。

「信じられるはずです。今、女の子になってるでしょ？」

　そう言われ、あらためて自分自身を見る。セーラー服に女の身体からだ。

「ほらほら。納得できたでしょう」

「……まだだ」

　俺おれはゴミ箱の前で腕を組む。

「女の身体からだが、どうして納得に繫つながるんだ」

「ケンプファーはですね、女じゃなきゃなれないんですよ」

「俺は男だぞ」

「だから身体が女の子になったんです。選ばれた以上、男の子は女の子になります」

「……選ばれないって選択肢はなかったのか」

「なかったんですねえ」

　ゴミ箱（の中のハラキリトラ）は、他人事のように喋しやべった。

　俺は手を伸ばすと、ゴミ箱からぬいぐるみを取り出した。どのみち、捨てるわけにはいかない。机の上に戻した。

「どーも。ゴミ箱って狭いですね」

　お前にはお似合いだがな。

「んで、この腕輪はなんだ」

「誓約の腕輪はケンプファーに選ばれた証あかしです。光ると、ケンプファーになれます」

　あらためて腕輪を観察した。どこにも継ぎ目がなく、どうやってはめられたのかまったく分からん。

「あー、取れませんので」

　ハラキリトラが心中を見透かしたように言う。

「滅多なことでは取れません。ケンプファーじゃなくなっちゃいます」

「どうしたら外れるんだ」

「死ぬとか」

「おい」

　ろくでもないこと言いやがる。

「アクセサリーだと思ってください。重くないでしょ」

　確かに、手首に負担を感じさせないくらい軽かった。

「なんで青いんだよ」

「気に入りませんか」

「赤がいい。三倍早くなるかもしれない」

「意味はあります。教えないけど」

　含み笑いをしてやがる。しずかちゃんの声で言われると、腹立ちもひとしおだ。

「話を戻すぞ。なんでケンプファーは戦うんだ。誰だれと」

「戦うための存在だからです。いやこれ本当」

　俺がもう一度ゴミ箱に放ほうり込もうとしたことを察したか、ハラキリトラは急いで付け加えていた。

「ケンプファーは戦いだけが存在理由なんです。戦闘に特化してるんですって。あなたはそれに最適な人材だった。だから選ばれたんです」

「……自分でいうのもなんだけどさ、俺おれは誰だれが見ても地味人間だぞ。なにが最適なんだ」

「選んだ人間に訊きいてくださいよ」

「お前じゃないの？」

「モデレーターがあなたを選びました」

　調停者モデレーター。誰だそいつは。

「素質のある人をピックアップするのが役目です。あなたがぴったりだったと」

「お前はなにもの？」

「わたしは調停者のメッセンジャーです。神話っぽく言えば御使い。いわば天使」

「臓物見せびらかした天使なんかいねえよ」

　ひどい趣味である。敬けい虔けんなキリスト教徒が見たら怒るだろう。

　なんとか話は見えてきた。つまり自分は、モデレーターによってケンプファーに選ばれた。腕輪がその証あかしであり、女の姿で戦うことになる。

「わかったようですね」

　ぬいぐるみは教師みたいな口調になっていた。俺は憎々しげに見つめる。

「で、さっきから訊いてんだけど、なんのために戦うんだ」

「……」

「ここにきてぬいぐるみのまねか」

　俺は机の中を漁った。百円ライターがあるはずだ。たばこは吸わないが、あるとなにかと便利なのである。化学繊維に火をつけるとか。

「火はなしです。ビニール燃したような匂においがしますよ」

「喋しやべれるんじゃないか」

　奥からライターが出てきた。ガスもある。

「だからやめてくださいってば」

「前のしずかちゃんの声で懇願されてもなあ」

　大きい声では言えないが、今の方が好きなのだ。

「わたしも知らないんですよ実は。なんで戦うのか」

「そんな話があるか」

「モデレーター、ケチだから教えてくれないんです。興味もないし」

「しょうがない奴だ。腹から内臓出しやがって」

「ぬいぐるみですから」

　俺はライターを、スカートのポケットにしまった。どうでもいいがスカートって最悪だな。すーすーするぞ。

「しかしなあ、戦うってんだから、相手はいるんだろ」

「それはそうです」

「誰なんだよ」

「内緒」

「この野郎」

　男かどうかわからないが、とりあえずそう罵ののしった。

「今にわかります。ケンプファーなんですから」

　理解できそうな、できなさそうな理由であった。

　俺おれは再び頭を抱えた。なんだこれは。いきなりケンプファーだの戦えだの言われて、なにがなにやら。どうやって納得しろってんだこら。

「はっはっは。現実が受け入れられないようですね」

　あたりまえだ。なに吞のん気きに笑ってやがる。そもそもぬいぐるみと話していることだって、本当は信じたくないんだ。

「でもこれは本当です。あなたはケンプファーでわたしは喋しやべる。全部噓うそ偽りなしの真実」

「…………」

「受け入れられませんか」

　まあな。

「いずれ納得するようになりますって。だってケンプファーなんですから」

　俺はハラキリトラをじと眼で見つめた。どうもこいつの語りはインチキくさい。なにかとんでもない裏があるのではなかろうか。

　こいつの言葉を信じるとすると、自分は選ばれた存在ということになる。女になっているのがその証拠。しかもこの姿で戦えと言われている。

　じゃあってんで戦うのも気持ちが悪い。理由もわからないのに戦闘をしろというつもりなのかこいつは。

「これが戦うことになるんですよ」

　とハラキリトラ。

「ケンプファーに選ばれた以上、絶対に戦うんですね」

「なんで戦うんだよ」

「今にわかります」

　こういうときだけ、このぬいぐるみは自信満々になる。しずかちゃんのくせに。

　これ以上の質問は無意味な気がして、俺は喋るのをやめた。追及しても、言いそうになかったからだ。またぬいぐるみのふりをするというのもありうる。

　時計を眺める。遅刻寸前だ。

「あー、肝心なことがあった！」

「いい加減、質問はひかえてください」

「燃すぞ。俺は女のままなのか!?」

　もう学校に行かなければならない。今からだと、朝食を食べずに走って、ようやく間に合うかどうか。女の子のまま＋セーラー服で登校するのは、かなりの罰ゲームだった。

「女のままでいたいですか」

「誤解されるわ！」

「男に戻れますけど」

　瞬時に目の前が明るくなった源みなもと静しず香か様、俺おれは普通の男の子に戻れるのですか。

「おいどうやるんだ」

「それには戦わなくてはなりません」

「なんだと？」

「簡単な理屈です。戦い続けて勝利し続ければ、いずれ敵はいなくなり、女性に変身する理由もなくなります。そうすればずっと男のまま」

「なるほど……って、ずいぶん先の話じゃねえか！」

「でも希望が出たでしょ」

「馬ば鹿か野郎！　今が大事なんだ。学校行かなきゃならねえんだぞ！」

「ふむ」

　ハラキリトラはしばし黙考していた。

「仕方ありません。すぐに元に戻る方法を教えましょう」

「それだ、教えてくれ。いや、教えてください」

　ぬいぐるみを鷲わしづかみにした。今の俺は、しずか声のハラキリトラに、いくらでも頭を下げる用意があった。

「せっかちですね」

「江戸っ子なんだ。さっさと教えろ。早く」

「じゃあ目を閉じてください」

「わかった」

　言われたとおり、俺は両目を閉じた。ハラキリトラの声だけが聞こえてくる。

「では、いきます」

　いく？　いくってなんだ。

　疑問に感じた次の瞬間、腹部に強烈な打撃を受けた。

　腹の底から痛みがどんどんせり上がってくる。畜生このぬいぐるみ、俺を殴りやがった。次は絶対に燃やしてやる。その思考を最後に、俺の頭の中は真っ暗になった。




「はっ！」

　俺は目を覚ました。

　反射的に跳ね起きる。勢いあまって布団を蹴け飛とばし、おまけにベッドから落ちかけた。

　ベッド？　室内を見回す。見慣れた部屋。朝の風景。

　恐る恐る自分を眺める。胸が大きくない。

　俺は急いでベッドから降りると、電源の入っていないテレビをのぞきこんだ。部屋に鏡がないので、代用にするのだ。

　そこにはまぎれもなく自分自身、男の顔があった。

　心の底から歓喜がこみ上げてくる。

「い……やったあ！」

　万歳しながら歓声をあげる。女ではなく男。元通りになっている。ケンプファーとかいう存在ではないのだ。

　飛び跳ねながら机の前まで来る。

「お前、噓うそついてなかったんだな。元に戻ってるぞ」

　ハラキリトラに言った。しかし、返事がない。

「おい……？」

　顔を近づける。ぴくりとも動かなかった。シェイクしようが振り回そうが、反応なし。牙きばの生えた口をつかんでも、きちんと縫われていて動きようがない。どう見てもただのぬいぐるみであった。

　考えを巡らせる。ハラキリトラはぬいぐるみで自分は寝ていた。さっきまでのできごとを示すものはない。ひょっとしたら、あれは全部夢だったのでは。

「そうか……夢なんだ」

　喜びがじわじわとやってくる。

「やったぜ！　あれは夢だ、夢だったんだ！」

　独り言になってしまったが気にしない。跳びあがって喜んだ。いきなり女になってそれがケンプファーで、わけもわからないまま戦わされるとか、そんな理不尽がなくなるのだ。

「やったやった、これで一般人。戦闘とか関係ない！」

　俺おれは小躍りしながら室内を走り回った。年間の祝日が同時にやってきても、こんなに嬉うれしくないだろう。さんざん小躍りしたあと、学校でも行くかと思い、ふと腕を見る。

　目を疑った。そこには薄いブルーの腕輪があった。これってもしや……。

「夢じゃないんですねえ」

　ハラキリトラは、ため息をついて首を振った。





　　○






　無情にも登校時間となったので、俺はどんよりした気分で外に出た。見上げてみると天気は曇り。いい感じに最悪である。

　ハラキリトラは「夢でもなんでもありません。全部現実」と身も蓋ふたもないことを告げた。聞かなかったことにしたいが、受け入れないといけないらしい。頭に来たので「なんで黙ってやがった」と非難したが、「とても嬉しそうでしたから」と気の毒そうに答えやがった。

「でもいいじゃないですか。男の姿に戻ったでしょ」

　ハラキリトラは諭すような言い方をして、俺の血圧を上げる。

「よくない。ぶん殴られて戻るなんて最悪だ。もっとマシなやり方はなかったのか」

「本当は自動で戻るんです。お茶目な方法でやってみました」

「やるんじゃない」

　腹のあたりが、まだずきずきしていた。

「そうそう。服を買っておくといいですよ」

「ファッションに興味ねえんだ」

　布きれに金をかける発想がどうにも理解できない。ファション雑誌を読んだところで、全部似たような服に見える。流行はころころ変わるし。

「男物じゃないです。女物の服ですよ。変身したら必要でしょう」

　はあ？　女物を買えってのかおい。

　俺おれの疑問に、ハラキリトラは当然だとうなずいた。

「変身は学校の男子用制服を、女子用に変えます。でもそれだけです。他の服は変化しませんから」

「そのまま着りゃあいいじゃねえか」

「きっとサイズあいませんよ」

　そういや、胸とかでかくなるんだったな。

　でも女物の服とかどうするんだ。男が一人で店に入ったら、変態扱いされないか。それに下着……のことは考えない。

「で、女にはどうやったらなるんだ」

「やっぱりなりたいんですね」

「嬉うれしそうにするな。訊きいてみただけだ」

「さっきはわたしが変身させたんですが、実は自動でなります。今のところ」

「条件は？」

「それも今にわかりますから」

　ぬいぐるみは、あくまでもったいつけるらしい。くそ。覚えてろよ。

　ここでタイムアップ。俺は朝食抜きで学校に行く羽目になった。ハラキリトラは、「ご飯は途中で買って、歩きながら食べてすませちゃいましょう。わたしのことは気にしないでください」と言っていた。あたりまえだ。誰だれが気にするか。

　遅刻寸前だったが、途中でコンビニに寄った。おにぎりを買って走る。言われたとおり、食べながら行こうかとも考えたが、みっともなかったのでやめておいた。最初の休み時間ですませればいい。

　遅れを取り戻そうと、ひたすら走る。いくつか角を曲がった。

「うおっ！」

「きゃっ！」

　誰かと衝突しそうになり、俺はたたらを踏んだ。相手も転びかけていた。

「ご……ごめん。あれ？」

　反射的にあやまってから、顔を見る。なんとまあ、知っている人間だった。

「わたしこそごめんなさい。よそ見してて……やだ、ナツルさん？」

　ぶつかりそうになった相手は女の子であった。

「よかった……なんて言っちゃいけませんよね。でも知ってる人でほっとしちゃいました」

　沙さ倉くら楓かえでは照れ隠しに笑っていた。

　さわやかな表情につややかな髪。若干低めの身長と優美なボディライン。沙倉さんは、うちの高校のアイドルである。簡単に言えば、学校でも五指に入る美少女であり、性格のよさはずば抜けてトップだった。女になった俺おれが「いい線」どまりなのは、彼女がいるからだ。

　彼女は校内男子生徒の憧あこがれの的であり、もちろん俺も憧れている。しかも俺は中学から同級生。自分で言うのもなんだが、筋金入りの信奉者である。

　俺は沙倉さんに「気にしないで」と手を振った。

「平気平気。転んだわけじゃないから」

「そうですか？　ナツルさんは優しいんですね」

　これがたまらん。中学の時に同じクラスだった利点として、彼女は下の名前で呼んでくれる。俺は鼓動が速くなった心臓をどやしつけながら、平静を装った。

「一緒に学校まで行かない？」

「いいですよ。もう遅刻ですから」

　沙倉さんはにこりとしながら承知してくれた。

　俺は今朝のできごとも忘れ、内心で驚喜していた。沙倉さんと二人だけで学校に行けるなんて、ラッキーどころの話ではない。お近づきになろうと狙ねらっている男子は、量り売りできるくらいいる。出し抜けただけでも、一生分の幸運を使ったようなものだ。きっともう宝くじに当たることはないだろう。

　二人で並び、学校まで歩く。ちょっとしたデート気分だった。

「ナツルさん、楽しそうですね。なにかいいことありました？」

「あったよ。沙倉さんに会えた」

　ダサいというか外した台詞せりふだったが、沙倉さんは馬ば鹿かにしたりはしなかった。

「あは。わたしもナツルさんに会えてよかったと思ってます。たまには寝坊もいいものですね」

　にこにこしながらそう返事してくれるのが、彼女の利点だった。でも沙倉さん、それでは男は誤解してしまいますよ。

　あいにく俺は誤解しなかった。彼女にはありがちな、どこの誰だれ君と付き合っている、という噂うわさがまったくない。どんなにいい男が声をかけても揺らがず、「楓を落とせば東大だって受かる」との伝説があるくらいだ。俺だって隙すきあらば沙倉さんとあんなことやこんなこと、と思うが、口に出しても玉砕するに決まっている。だから今の状況を楽しむことにしていた。

「朝からよくないことが起こったからね。沙倉さんに会えて嬉うれしい」

「そうなんですか？」

　心配そうに聞いてくれる。

「ちょっとね。もういいというか、あきらめたんだけど」

　思い出すと気分がずっしり重くなる。忘れたくても忘れられないので、極力頭の隅に追いやることにした。

「そうだ。わたしがあげたぬいぐるみ、どうですか？」

「あ……あれね。机の上に飾ってある」

「よかった。わたしあのシリーズ大好きなんですよ。もうたまっちゃって、でも捨てたくないから里子に出しているんです」

　沙さ倉くらさんは無邪気に喜んでいた。

　そう、あの臓物アニマルシリーズのぬいぐるみは、沙倉さんにもらったものなのである。そのため捨てたくても捨てられないのだ。

　彼女にはちょっとだけ変わった趣味がある。「かわいい」の基準が他人と違うのだ。それも「キモかわいい」のではなく、本心からかわいいと思っている。なので、あのようなグロいシリーズを、躊ちゆう躇ちよなく受け入れていた。いやもちろん、俺おれはそんな趣味もコミで彼女に憧あこがれてますよ？

　噂うわさによると、沙倉さんの自室は臓物アニマルのグッズで足の踏み場もないらしい。左前のメーカーが潰つぶれずにすんでいるのは、きっと彼女のおかげだろう。

「ハラキリトラって、かわいいですよね」

　答えにくい質問である。

「そ……そうだね。特徴的かも」

「喋しやべったりしたら、もっと嬉うれしいんですけど」

「しずかちゃんみたいな声でなければね」

　苦しくなった俺を、沙倉さんは不思議そうに見ていた。

　通学路には、他に誰だれもいない。こんな時間に余裕で歩いているのは、無職か遅刻を覚悟した学生だけである。あたりまえだが俺と沙倉さんは後者。

　俺たちは他愛もない話を続けていた。というか、沙倉さんが臓物アニマルの話題をしたがるので、俺は必死で話をそらそうとしていた。彼女が不満を覚えないように、巧みに誘導しなければならず、意外と大変。毎朝続けていれば、会話のスキルが上達するかもしれぬ。

　沙倉さんは話をしながら、ちらちらと俺の右腕を見ていた。

「……それ、ブレスレットですか？」

　例の腕輪のことである。俺は触りながら、

「いや、よくわかないんだけど、腕輪」

「どこのブランドですか？」

「さあ。なんというか、ケンプファー？」

「……ドイツのブランド？」

　とりあえずそうではない。そもそも、ファッションアクセサリーではなかった。

　当然だが、俺おれはずっと、誓約の腕輪をつけっぱなしだった。継ぎ目がないので、はずしたくてもはずせないのだ。もう気にならないが、今みたいに説明を求められたときが困る。

　どう言おうか。そう考えた瞬間だった。

「あら、光っている」

　急いで確認。沙さ倉くらさんの言ったとおり、腕輪が発光している。

　薄く青く光っていた。一定の間隔で点ついたり消えたりしている。こんな反応ははじめてだ。もしかしたら変身の合図じゃないのか？

「やっ……やば」

　ここで女になるのは最悪だ。外だし隣に沙倉さんがいる。見られたら変態呼ばわりされてしまう。それくらいならまだましで、どこかの研究所で検体になってしまうかも。

　悪い想像が脳内を駆けめぐる。というか、なんでこのタイミングなんだ。

「えーっとね、沙倉さん。悪いけど、俺はちょっと先に」

「あ、ナツルさんずるい。一緒に行こうって言ったじゃないですか」

　かわいらしく頰ほおをふくらませている。惚ほれメーターが上昇したが、ぼやっとしている余裕がない。俺は平静になろうと努力しつつ、

「用を思い出したんだ。いや、用ができたのか。とにかく早くここを離れないと」

「走るんならわたしも走ります」

　すいませんごめんなさい。どうか一人で行かせてください。

　腕輪の明滅が速くなる。悪い予感はどんどん現実のものとなっていく。本格的にやばい事態だ。

　逃げ出したいが逃げられない。沙倉さんはついてくる気満々である。俺が覚悟を決めたその時。

　ぬっと、銃口が突きだされた。

「……銃口？」

　俺は思わず口に出した。

　しみじみと見つめてしまった。人間とは面白いもので、突発的かつ信じられないことが起こると、妙に心が落ちつくらしい。拳けん銃じゆうを突きつけられている今がそうだった。

「なんだあ、女とくっちゃべってるおめえがあたしの敵なのか？」

　銃の持ち主は、女だが大変なダミ声でそう言った。

　俺より少しだけ低い背丈。口調はひどいが女の子。肌は白くてスタイルもよく、どう考えても「綺き麗れい」に分類される容姿だ。ただ目つきだけはやたらと鋭く、「猛犬注意」と張り紙されてもおかしくなさそうな代物であった。

「こんな眠そうな、なよっとしたヤツが敵とはつまらねえ話だな。男だとは聞いてなかったが、おめえはこれで最後ってこった」

　彼女はうんざりした顔つきで、引き金を引こうとする。

「ちょ……待ってくれ！」

　殺されてはかなわんので、慌てて両手をあげた。

「なんだいきなり！　路上強盗か!?」

「馬ば鹿か言ってんじゃねえ。こんな美しい強盗がいるか」

　自分で自分のことを美しいと称するのも珍しいな。

「見かけじゃない！」

「じゃあ名前か。美み嶋しま紅あか音ねってんだ」

「俺おれは瀬せ能のうナツル……じゃなくて、その銃だ！」

「これか？」

　彼女は少しだけ、銃口をぶらぶらさせる。

「こいつぁあたしの武器だ。トリガー引けば弾が出て、お前をぶち抜く。おつむに当たれば呼吸用の穴をも一つ開ける。文学的だろ」

　どこが文学なんだ。

　女の子は相変わらず、飛びかかる寸前の犬みたいな眼でにらんでいる。寄ってらっしゃい見てらっしゃい。敵意満載殺意満載。

「だからなんでここでホールドアップなんだ！」

「うるせえ男だな。かてえこと言うな」

　固いとかそういう問題ではない。こっちは命がかかってるんだ。

「いきなり殺されそうになったら誰だれだって……！」

　俺の懇願を聞き流し、彼女の目線が動いた。そこには状況を理解できないままでいる沙さ倉くらさんの姿が。

「はン？　こいつはおめえの女か」

　だったら非常に嬉うれしいが、あいにくそうではない。赤ではないが、まあまあ他人。

　彼女は沙倉さんをじろじろ眺めていた。

「なんだ沙倉じゃねえか。同級生か」

　言われてみると、この女の子も学校の制服を着ている。ただしカスタマイズされていて、裾すそが短く半はん袖そでである。それにしても沙倉さんの同級生ということは、俺とも同じ高校じゃないか。

「おい。同じ学校ならやめろよ」

「そうはいくか」

　紅音は銃口を戻した。

「あたしは戦わなきゃならねえんだ。そういうもんだと言われている。逆らうつもりはねえよ。家で寝っ転がって股またぐらかいてるより、いくらか建設的だからな」

　なにが建設的なのか。俺にとっては破壊である。しかも再建の見込みゼロ。

　彼女はにやりとして、

「なんだっていいんだ。おめえがあたしの敵らしいからな。ぶっ殺す」

　敵？　敵ってことは、もしや。

　いきなり、俺おれの腕輪が目にもとまらぬ速さで明滅する。身体からだが勝手に動き出した。

「どわっ!?」

「あ、この野郎」

　まるでなにかに引っ張られているみたいだった。俺は走る。とはいえたいした距離ではなく、角を一つだけ曲がった。

　猛犬女が追いかけてくるのがわかる。銃も持ったまま。だけど俺の方は、それどころじゃなかった。

　腕輪が点滅から常時発光になる。青白い光が身体全体を包みこむ。小さな輝きが広がり、全身が洗い流されるような感触があった。

　不意に光が消える。

「……あっ！」

　俺は身体を見下ろした。セーラー服に大きな胸。丈の短くなったスカート。今朝の女に変わっていた。

　光がなくなってほっとすると同時に、首を吊つりたくなった。畜生め、やっぱり今朝のことは現実か。おまけに沙さ倉くらさんと出会ったことに続き、口の悪い女がホールドアップ。ただでさえややこしいのに女に変身である。沙倉さんから見えない場所にいるのが不幸中の幸いだが、どうなってんだ。

「はっ……あははははっ！」

　馬ば鹿か笑いが聞こえた。いつの間にかさっきの女が銃を片手に、爆笑していた。

「こりゃいい！　やっぱおめえもケンプファーだったのか！」

　ぎょっとしたのは俺。

「お前、ケンプファーを知ってるのか」

「あたりめえだ。なんてったって、このあたしもケンプファーだからな」

　自慢げに自分自身を指さしている。よく見ると、彼女の右腕にも腕輪がはまっていた。

「そんなわけだ。たっぷりと戦やろうじゃねえか」

　また銃を突きつけてくる。

「は!?　なんでお前と戦うんだ？」

「なんだ知らねえのか。ケンプファーってのは戦うために存在してるんだ。あたしはおめえの頭を木星まで吹っ飛ばす」

「それは聞いた。だからってお前と……」

「ケンプファーの敵はケンプファーなんだ」

　初耳だよ。ハラキリトラが戦う相手を「内緒」と言っていたが、もしかしてこのことだったのか。

　しかし戦うといってもどうやるんだ。この女は武装しているが、こっちは手ぶらだ。相手は武器がないからって、手加減してくれそうにない。むしろ、げらげら笑いながら発砲しそうだ。

「早くしろよ。逃げなきゃ撃つぜ」

「逃げたら撃たない!?」

「いいや。撃つ」

　引き金が絞られた。

　銃口から弾丸が飛び出す寸前、また俺おれの身体からだは動いた。

　紅あか音ねから見て右側──彼女が銃を持つ腕の外側に向かって、自然とジャンプしていた。文字通り勝手に。意思とは関係なく。

　今まで俺が立っていたところを弾丸が通過していく。

　紅音はいまいましそうに眼を細めた。「この野郎……」とのつぶやきが漏れるが、それも一瞬だった。

　猛犬女は立て続けに引き金を引いた。

　なんというか、指が痙けい攣れんしてるようだった。ひっきりなしに人差し指は往復し、銃口は大おお晦日みそかの酔っぱらいみたいに鉛弾を吐き出す。

　もう通学路は工事現場より騒がしかった。確か拳けん銃じゆうには装弾数ってのがあり、弾には限りがあるはずだが、紅音は無限に撃ち続けていた。

　ところで俺がこんなに余裕なのは理由がある。

　飛んでくる弾を全部かわしたのだ。やはり俺の意思とは無関係に、全身が自動的に動いて、具体的には電柱と塀へいの向こうに飛びこんで難を逃れた。

　陰から恐る恐るのぞくと、紅音の表情は、ますます険しいものになっていた。

「なかなかやるじゃねーか」

　褒めてくれてどうも。逃げてばかりだけどな。

「だけどなあ知ってるか。あたしの銃ゲヴエアーは、ちょいと気合いを入れると、壁なんざぶち抜くんだ。おめえのケツに何発でも喰くらわせてやっからよ」

　冗談じゃない。お前はそうやって壁を貫通する便利な道具で、俺のおしりに素敵なことをしようとしてるが、こっちは手ぶらも同然なんだ。不公平だと思わんのか。

「別に思わねえな」

　聞こえてやがった。口に出す癖、改めないとな。

　しかし改められる暇があるのかどうか。あの猛犬女は、本気で俺を殺そうとしている。

　とその時。

　沙さ倉くらさんがひょっこり顔を出した。

「ナツル……さん？」

　そう言ってから、硬直していた。俺がいきなり走り出したので、様子を見に来たのかもしれない。ぽかんとしているのは、女になったからだろう。

「え……ナツルさん……は……？」

　猛犬女が素早く銃を向ける。

「まだいやがったのか。おとなしく学校行きゃあいいものを」

　その瞳は獲物を見つけた猟犬そのもの。あるいは映画館でくしゃみを連発するオヤジをにらみつける観客だった。

「クソ女、邪魔すんじゃねえよ」

　引き金の指が外れていない。沙さ倉くらさんが危ない。とっさに俺おれは声を出す。

「おい！」

　同時に、手のひらが熱くなった。

　あっと思った瞬間、手先から紅ぐ蓮れんの炎が飛んだ。

　炎は大型の火球となって、紅あか音ねへと突き進む。そのままかすめると、反対側の塀へいに直撃した。

　爆発音がして、ブロック塀が粉々に砕け散った。

「……!?」

　言葉も発せずに驚く俺と沙倉さん。

　拳けん銃じゆうを持っている女の子だけは、ショックを受けてはいなかった。

「てめえ……魔法ツアウバーか」

「へ？　ツァウ……」

「とぼけんじゃねえ。手ぶらだからおかしいとは思ったんだ。発動アイテムがねえとは、かなりの手て練だれだな」

　そんなことより、俺は鉄骨を頭に乗せられたような感覚に襲われていた。

　朝から様々なできごとがあった。女になったりぬいぐるみが喋しやべったり。とどめが手から火の玉が出るときた。「もしかしたらハラキリトラの言ってることは全部噓うそで、俺は今日も明日も一高校生」との根拠なき希望にすがっていたのだが、これであえなく消滅。ケンプファーなるカタカナに肩書きが変わった。お父さんお母さん、人生って理不尽なものなのですね。

「なに死にそうなツラしてんだ」

「……まーねー」

「まあいい。久しぶりに遠慮なくできるぜ。ぶっ殺してやる」

「待て。それだけはちょっと……」

「ぐだぐだ抜かすな！」

　拳銃を構えて突っこんでくる。距離を詰めて確実に仕し留とめるつもりだ。整った顔と猛犬のような感情が、どんどん迫ってくる。

　その顔を見てたら、死にかけたウスバカゲロウの気分が吹っ飛んだ。こいつは本気なんだ。俺は身構えたものの、さっきの炎の球は、もう打ち止めらしく出てこない。ジェットエンジンつきの走そう馬ま燈とうが脳内を飛び回る。

　突然、猛犬女は動きを止めた。

　銃口はこっちに向けたままだったが、なにに気づいたのか、しげしげと俺おれを眺めている。

　彼女の目線は、右腕の腕輪に注がれていた。

「……ちっ」

　舌打ちをすると右手を振る。それだけで拳けん銃じゆうは、かき消すようになくなった。

「つまんねえの」

　紅あか音ねは吐き捨てるように言うと、身をひるがえす。そして拳銃と同じように、さっさといなくなった。

　あとには女になったままの俺と、沙さ倉くらさんが残された。

「……あの……」

　沙倉さんが話しかけてくる。俺はどうやって返事をしようか悩み、とりあえずにっこり微笑ほほえむと、無言で走り去った。

　ここだけ、あの女を見習ったつもりだった。












第二章







　走って二年四組の教室に飛びこんだものの、やはり遅刻だった。一時間目はとっくにはじまっており、俺おれ以外の全員が席に着いていた。厳しいと評判の古典教師はぎろりとにらむと、無言で黒板を指さし「読み下し文にしろ」と命じた。なんとか答えたものの、五回ほどやり直しをさせられた。

　ちなみに姿は男に戻っていた。走っている最中に腕輪が光り、セーラー服からブレザーへと変化したのだ。自動で戻るというハラキリトラの言葉は、むかついたが噓うそではなかった。

　沙さ倉くらさんがどうしているかは不明。どう考えても遅刻なので、やはり同じように答えさせられているだろう。数学あたりで。

　ところでこの学校は、男女同じ教室ではない。

　正確に言うと校舎すら一緒ではない。俺の通う私立星せい鐵てつ学院高等学校は、共学のようで共学でなかった。

　この高校は、元々女子校である。創立は戦前。「鐵」とついてはいるが、女性版鉱山夫を育てるつもりはなくて、良家の子女を集めた花嫁修業学校だった。

　それが男子生徒も受け入れるようになったのは、十年前からのこと。「時代の趨すう勢せいに対応するため。あと入学金が欲しいから」という建て前と本音が混じった理由の元、男子受験者に門戸を開いた。

　古くからの学校にありがちなことだが、卒業生の意見は運営にかなり反映されている。歴史があるとなおさらで、星鐵学院もその例に漏れなかった。

　ＯＧたちは「今になって男を入れるのはずるい。じゃなくて、共学にしたらなにが起こるかわからない」ので反対した。そして反対が通らないとみるや、「せめて校舎を男女別に分けるべき」と言い出した。

　すったもんだの末、理事会においてこの意見は僅きん差さで可決された。広大な敷地は二つに分けられ、女子校舎と男子校舎が造られると柵さくと塀へいで隔てられた。二つの間は滅多に行き来できないよう監視され、同じ高校にいながら「向こうがなにをやっているのかよくわからない」状態となる。かくして星鐵学院はＯＧの安あん堵どと引き替えに、「金のむだ」と受験雑誌に書かれることとなった。

　以上のことは、男子生徒の間で伝わっている星鐵学院暗黒史である。暗黒の理由は別学で女の子に会えないから。女子の間でも似たような伝説はあるらしく、そこでは「男女の敷地は白線のみで区切られていたのだが、女子が大挙して境界越えを企てたので、塀が作られた」ことになっているらしい。いやはや。

　俺おれは昨日までは正真正銘の男だったので、星せい鐵てつ学院男子部に籍を置いている。これからはちょっとわからないが。

　授業自体は一時間目を除き、滞りなく進んだ。昼休みとなる。

　コンビニで買ったおにぎり（結局休み時間には食べられなかった）をさっさとかたづける。あまった時間はどこか適当な場所で寝るつもりだった。俺は昼寝が好きだ。どんな退屈な時間でも、あっという間に過ぎ去っていく利点がある。他の利点は知らね。

　ゴミをくずかごに捨てていると、妙ににやけた軽薄そうなクラスメートが手招きした。

　こいつは東ひがし田だという。星鐵学院美少女研究会会長を自任している妙なやつだ。もちろんこんなけったいな会が公認されるはずもなく、アンダーグラウンドな活動を続けている。

「星鐵の美少女なら息づかいで名前を当てる」特技があると称しており、俺は実際に、壁の反対側を歩いている女の子の名前を述べるのを聞いたことがあった。もっとも正解かどうか、確認しようがなかったのだが。

「瀬せ能のう、呼んでるぞ」

「先生なら、俺は死んだって言ってくれ」

「ちげーよ」

　東田はやってくると声を潜めた。

「女だ。女子部の生徒」

　なに、と俺は聞き返した。

　男子部と女子部は校舎が違う。おまけに行き来するのにかなり制限があった。なにしろ「登下校途中が男女混在になるのを極力避ける」ため、正門すら別々なのだ。自由に動けるのは委員会に所属する生徒とクラスの学級委員くらい。一般の生徒となると、許可証が必要となる。これが馬ば鹿か高いプラモデルの説明書並に手続きが複雑であった。

　それでも異性との交流に命を賭かけるものもいて、各種抜け道が口頭で伝わっている。それら交流を請け負う非合法部活動も存在するくらいだ。

「女子がなんだって」

「お前に用があるって」

「すると沙さ倉くらさんか」

「馬鹿。沙倉楓かえでが男子部に来たら大ニュースだ。お前に会うなんてことが知れたら、恨みに思った連中が暗殺団を組織するぞ」

　沙倉さんは星鐵学院屈指の美少女な上に、品行方正である。「用もないのに男子部に出入りする」なんてことはしないので、評判には神秘性がプラスされていた。

　ここまで男子生徒に持ち上げられる女子生徒は滅多にいない。沙倉さんの他には、生徒会長の三さん郷ごう雫しずくくらいかな。

「おいおい俺は今朝、沙倉さんに会ったぞ」

「あー、沙倉さんも遅刻したらしいな。偶然だろ。必然だったら奇跡だ」

「情報が早いな」

「星せい鐵てつの美少女情報だったら聞き逃さねえよ」

　妙なことで東ひがし田だは胸を張る。

「俺おれに会いたい女子はどうした」

「そうだった。廊下にいる」

　俺は東田に礼を言うと、昼寝計画を破棄して教室から出た。

　廊下には女の子が一人、立っていた。

　二年生だ。なんだか存在感のない女の子である。俺も地味だが彼女も地味だ。髪はいまどき珍しいヘアバンドで留めている。眼鏡めがねをかけているが顔はよくわからない。というのも、うつむいていて見えないのだ。

　俺と少女はしばらく無言で立っていた。呼ばれたのに話してくれないのは非常に困る。

「……えーと、呼んだの君？」

「はい……」

　消え入りそうな声である。

「俺になにか用？」

「……はい……」

　そこまでは会話になったが、また止まる。

「その……相手は俺でいいのかな」

「はい……」

「名前なんての？」

「えっ……あっ……とっ、図書委員です」

「は？」

　俺の疑念を置き去りにして、彼女は喋しやべり続けた。

「図書委員ですから男子部に来られたんです。委員をやると男の子たちの校舎に来なきゃいけないこともあるって先輩たちが……あっ、あっ」

　そこまで言ってから気づいたらしく、慌てて頭を下げた。

「ご、ごめんなさいっ。あ、あたし変なこと言っちゃって……。その……男の子とあまり、話したことなくて……」

　ずいぶん初々しく、純情な娘である。どうやら男を目の前にしてパニックになっているらしい。

「ごめんなさい。あやまります。ごめんなさいっ」

　何度も頭を下げ続けた。

「いいよそこまでしなくて」

　手を振った。異性と縁がないのは俺も同じだが、ここまで極端ではないつもりだ。

「気にすることはないから。えーと、それで名前は？」

「……です」

「え？」

「……美み嶋しま紅あか音ねです」

「……はあ!?」

　俺おれは顎あごが外れるかと思うくらい口を開ける。

　紅音は顔を真っ赤にしてうつむいていた。




　俺と紅音は図書館に移動した。ここは独立した建物で、敷地内の男子部女子部の境界線上に建てられている。男女共用にする必要のあるものは、全すべてここに押し込められており、生徒会室なんかもある。一種の憩いの場だが、出入り口は男子用女子用に別れている上にガードマンによるチェックがおこなわれていて、無駄遣いの見本と思われていた。

　紅音が「男子部にいるのが恥ずかしい……」と言うのでやってきた。図書委員なので、ここなら緊張することはないはずだ。

　勉強用の幅の広い机に、向かい合わせになって座った。

　紅音は相変わらずもじもじしていた。それでも慣れた場所にいるためか、当人がなんとか話そうとしたので、徐々に会話が回転していった。

「あたしもケンプファーなんです」

　そう彼女は語り出した。右腕にはまっている腕輪を見せながら。

「これ、誓約の腕輪っていうんだそうです」

「うん……聞いた」












「ケンプファーの証あかしだそうです」

「俺おれにもある……けど……」

　俺は彼女の顔を、穴が開くほど見つめていた。

「本当に今朝の女の子？」

「……はい」

　紅あか音ねは再び顔面を赤くした。

「あれ、あたしです……」

「なんかすごいことばっかり言ってたけど」

「……はい」

「殺すぞとか」

「……はい」

「クソ女とか」

「……はい」

「ケンプファーになるといつもああ？」

「……はい」

「ああいう性格なの？」

「……もういじめないでください！」

　眼鏡めがねの奥は、今にも泣き出しそうだった。というか泣いていた。

「あたし瀬せ能のうさんにあやまろうと思ってたんです。ケンプファーになると下品なことばっかり言っちゃって。本当にごめんなさい！」

　紅音は「ふええええん」とむせびながら平身低頭していた。おかげで、周囲の生徒が注目しだし、はっきり言って俺はうろたえた。

「いいよいいよそんなこと。ちょっと驚いただけなんだ」

　安心させようと、引きつりながらも笑顔を作る。

「俺もケンプファーになると女になるからさ。性格まで変わるなんて知らなかった」

「そうなんです……」

　紅音は涙をにじませながら顔を上げる。

「自分でも信じられないんです。なんかすごく気が大きくなっちゃって、怖いものがなくなるんです。びっくりしちゃって……」

　あらためて彼女を眺める。ドスの利いた罵ば声せいではなく、はかなげで小さな声。おどおどして目線が定まらない姿は、とても今朝の猛犬女と同一人物には思えなかった。

「なんで俺と戦おうなんて」

「登校中にいきなり変身しちゃったんです。そしたら撃ちたくなって、きょろきょろしていたら瀬能さんたちが……」

　いきなり変身したのは同じである。俺の場合は紅音に出会ってからだが。

「ケンプファーの戦う相手はケンプファーって決まってるんです。瀬能さん男の子だから、おかしいとは思ったんですけど」

「でも戦うのやめたよね」

「味方だってわかったんです」

「え、味方？」

「その腕輪です。色が青なら味方なんです」

　見ると、紅あか音ねの腕輪も薄い青だった。

「だから攻撃しちゃいけないなって」

「へえ……敵はどうなんだろ」

「やっぱり腕輪をしてます。赤です」

　俺おれは感心した。

「よく知ってるね」

「ぬいぐるみさんが教えてくれました。臓物アニマルのセップククロウサギです」

　どうやらモデレーターの手先は一人だけでなく、複数いるようだ。しかも臓物アニマルに取り憑ついているらしい。あんなグロいシリーズが好きなのか聞こうと思ったが、やめておいた。

　個人の情報量には差があるらしい。あのハラキリトラは、相当不親切な部類にはいるみたいだ。

「どうなると変身するんだ」

「あたしは自分の意思で変身できます。近くにケンプファーが一人でもいると、引きずられて変身するみたいですけど。朝は多分、瀬せ能のうさんのことを察知したんじゃないかなって」

「今は普通だよな」

「戦うつもりがないですから」

　彼女ははにかんだようになった。おお、なかなかかわいい。やっぱり女の子には笑顔が似合う。彼女はかなりの美形だった。

　俺は今朝あったことを思い出しつつ、

「時間がたてば、勝手に戻るよね」

「なれれば自分の意思で戻ります。最初のうちはランダムなんです。五分で戻るときもありますし、二日かかったこともありました」

　うへえ。そりゃやっかいだ。今は男だからいいものの、女のままじゃ授業も受けられやしない。

「そういえば、武器持ってたよね。拳けん銃じゆう」

「あたしは『銃ゲヴエアー』で戦うんです。瀬能さんは『魔法ツアウバー』ですよね」

「らしいけど」

　こっちはなにも知らない。

「アイテム……あっ、あたしの場合は拳銃ですけど、ケンプファーはアイテムを使うんです。でも瀬能さんは手ぶらですよね。なにもなしで攻撃できるなんてすごいんですよ」

「へえ……」

　すごいと言われても実感がない。攻撃手段を知ったのは今朝がはじめてだった。

「セップククロウサギさんは、武器は三種類あるって言ってます。『銃ゲヴエアー』『魔法ツアウバー』『剣シユヴエアト』です」

「まだあるのか」

　剣を見たことはない。なにしろこっちは、自分以外のケンプファーは紅あか音ねしか知らないのだ。

「しかしゲヴェアーとかツァウバーとか、言いづらいなあ」

「ドイツ語ですよ」

「そうなの？」

「はい。ケンプファーもドイツ語です。女性名詞はケンプファリンだと思うんですけど、皆さんケンプファーって言うんですよね。なんでなんでしょう」

　すまん。外国語のことはまったく分からない。

「なんで戦わなきゃならないのか、知ってる？」

「それは……あたしも知らないです」

　紅音は申し訳なさそうに、

「セップククロウサギさんに訊きいたんですけど、教えてくれなかったんです。もう訊くのあきらめちゃいました」

　彼女にも知らないことはあるらしい。

　そこは俺おれも同じだった。かなり様々なことがわかってきたが、根本はいまだ不明。

　他にケンプファーがどれだけ、どこにいるのかも知らなかった。自分の周囲だけでも理解していれば上出来ではあるが、引っかかるといえば引っかかる。

　紅音は心配そうにしていた。

「あの……あたし喋しやべりすぎましたか？」

「え？」

「ごめんなさい、出しゃばっちゃいました。知ってること言わなきゃって思ったらこんなに喋っちゃって……」

　またも泣きそうな顔をする。俺はうろたえた。

「あ、そうじゃなくてちょっと考えごとしてたんだ。こっちこそごめん」

「よかった……」

　心底ほっとしたような表情をしている。とても登校途中に銃口を向けて罵ののしったようには見えなかった。

「それでですね、その……あの……」

　もじもじそわそわ。トイレに行きたいのではなさそうだ。

「せ……瀬せ能のうさんのこと、聞かせてくださいっ」

「はい？」

「あっ、あっ、あたし、ケンプファーの男の子なんてはじめてで、それに男の子のこと、よく知らなくて……だから瀬せ能のうさんのお話聞きたいなって……ごめ、ごめんなさい！」

　紅あか音ねはこれだけ喋しやべるだけで顔を真っ赤にし、おまけに机に突っ伏した。

「失礼ですよね失礼ですよね。はじめて会った人に聞くなんて。いつも先輩に言われるんです。紅音はもっと男の子なれしなきゃだめだって。赤面しちゃうから……でも今日は瀬能さんとこんなにお話しできたのが嬉うれしくて、でももっとお話ししたいなんて言ったら、きっと先輩に図々しいって言われます。ごめんなさい忘れてくださいっ!!」

　ほぼ息継ぎなしで、一気に喋りきっていた。おかげで俺おれは口を挟む余裕がなかった。

　机に顔を埋うずめてわあわあ泣き出す女の子は、テレビやスクリーンで見るにはそそる光景だが、現実で出くわすと途方に暮れる。俺はこういう時の最適解を導き出すスキルに欠けているんだ。みろ、周囲の生徒たちが、またぞろ注目しだしたぞ。

　仕方ないんで唯一知ってる解決方法、すなわち「なぐさめる」てのをやることにした。

「いや、いいから、その、顔を上げて。美み嶋しまさん悪くないから」

　むしろ「俺は悪くない」と主張したいところであったが、そんなこと言ったら逆効果ってことは、北海道土産の木彫りの熊くまにもわかる。鮭さけくわえているあれ。

「話す話す。なんでも話すから。俺のことだよね。えーと」

　俺は彼女の返事を待たずに喋りだした。自分のクラス（二年四組）、両親（熊くま本もとに転勤中）、好きなテレビ番組（お笑い）、成績（ど真ん中）、将来の夢（別になし）。

　話しながら、俺って特徴ねえなと考えていた。まるで新聞とかに時々載っている、「平均的な高校生像」だ。両親と離れて暮らしているのが、変わっているといえば変わっているか。

　こんな面白味のない内容でも紅音には興味深かったようで、結構熱心に聞いてくれた。いつの間にか泣きやんでおり、それは助かった。

　ついで、というか当然だが、俺は今朝のできごとも話した。いきなり女に変身したこと。かんに障るハラキリトラが喋ったこと。そいつの声がしずかちゃんだったこと。

　しずかちゃん、のところで彼女はくすくす笑った。

「面白いですね」

「アニメとか好き？」

「はい。アニメだけじゃなくて、本も好きです」

　そういや図書委員だったな。

　こんな話をしているうちに、こっちの気もほぐれてきた。考えてみたら、俺の女性との接触経験だってたいしたことないのだ。まあ女友達がいないわけじゃないんだが。

「じゃあさ、美嶋さんのこと、聞かせてよ」

「え、え……」

　彼女の顔が、さあっと朱に染まった。さっきまでの号泣五秒前とは、ちょっと違う。

「あ、あたし……地味な娘ですから……」

「いやそんなことないんじゃない。クラスどこ？」

「女子部の二年四組です。得意な教科とかは……なくて……あの……これくらい……」

　声もどんどん小さくなっていく。自分のことを話すのは得意じゃなさそうだ。

　俺おれはちょっと考えて、彼女が答えやすい質問にした。

「いつからケンプファーになったの」

「半年前です。目が覚めたら、なんだか妙に身体からだが熱くて、銃が撃ちたくなったんです。それで誰だれでもいいから殴って銃を取り上げて、自分のものにしようと考えて」

　ここは日本だ。警官かヤクザか密売人でもない限り銃は持っていない。あと自衛隊員。だから通行人を殴ったってしょうがないと思うんだが、つまりそんな気持ちになったのだろう。

「そうしたら、セップククロウサギさんが喋しやべりだしたんです。『お前はケンプファーだ』なんて」

　紅あか音ねは神妙な顔つきになった。

「あたし、なぜか腹が立っちゃって、そうしたらいきなり手の中に銃が出てきたんです。手始めに、セップククロウサギさんを穴だらけにしようとしたんですけど、なんとか我慢しました」

　俺はとりあえず「ふうん……」と相づちを打った。気が短いにもほどがある。

「それから色々聞いて、ケンプファーがなんだかわかったんです。六回ほど、セップククロウサギさんを窓から投げましたけど」

　似たような展開であった。本当に捨てるところがすごい。

　俺は肝心なことを訊きいた。

「半年前ってことは、他のケンプファーと戦ったりしてた？」

「……しました」

　若干うつむき加減になる。

「剣を使うケンプファーと戦ってたんです。勝てなかったけど負けなくて、結局引き分けだったんですけど、あたしとっても下品な言葉をたくさん叫んでました……」

　語尾がごにょごにょしていた。今朝に負けず劣らずの台詞せりふをまき散らしていたに違いない。詳しく訊かなくてもいいか。

「あたしあんなこと言うのやめようって、いつも思うんです。でもケンプファーになっちゃうとどうしても」

「そういうものなのかも」

　俺の台詞に、彼女は喋るのを中断した。

「美み嶋しまさんは性格が変わって、俺は性別が変わるじゃない。もしかしたら、ケンプファーになるってそういうことなのかも。戦うための儀式みたいなもんでさ」

「……やな儀式ですね」

　まったくだ。だいたい誰がケンプファーにしてくれなんて頼んだ。女になるのもひどすぎる。

「まあそう思ってるだけだから。なんていうか、日常から非日常になるスイッチみたいなものかねえと」

「ヒーローが変身して、悪役倒すみたいですね」

「誰だれがヒーローで悪役かわかんないんだけどね」

　なにしろあのぬいぐるみは、肝心なことをなにも説明してくれなかったのだ。勝手に女にしておいて、こりゃないだろう。

　紅あか音ねはなにやら悩んでいる風であった。

「あ、忘れてくれていいよ。俺おれの口から出まかせだから」

「いえ。あたしも同じこと考えてましたから」

「あ、やっぱり。美み嶋しまさんもか」

「……あの」

　彼女はためらいがちになると、

「紅音でいいです。クラスメートも、みんなそう呼びますから。男の人に呼んでもらったことはない……ですけど……」

　また赤面して沈没しそうになったので、俺は慌てて返事をした。

「じゃあ俺もナツルでいいよ」

「わかりました。ナツルさん」

　ちらっと壁にかけられた時計を眺めた。そろそろ昼休みの終了である。

　俺は立ち上がった。

「先に帰るよ」

「あたし、ほとんど図書館にいるんです。なにかあったら話しかけてください」

「ありがとう……あ」

　今朝、ハラキリトラに言われた台詞せりふが思い浮かんだ。

「じゃあ頼みごとがあるんだけど、いいかな」

「なんでしょう……？」

「ちょっと付き合って欲しいんだ」

　紅音は目をしばたたかせていた。それから見る見る赤くなる。

「え……あの……付き合って……って……」

「うん」

「でも……ナツルさんとあったのは今日がはじめてで……その……」

「いや買い物にね、付き合って欲しいんだ」

　彼女はきょとんして、それから肩を落とした。なにこの反応。

「女の子の服がないからさ、誰かみつくろってくれる人がいると助かるんだ」

「そうですか……あたしでよければ、お手伝いしますけど……」

「頼むよ」

　なにやら紅あか音ねは落胆しているが、俺おれはひとまずほっとした。たくさんある懸念の一つがこれで消える。まだ佃つくだ煮ににするくらい残っているけど。

　もう一度時計を確認する。なんだかまた腹が減ってきたが、もう授業だ。ここでも遅れたら教師の覚えが悪くなる。

「またね、紅音ちゃん」

　立ち上がって背を向ける。突然、視界の隅が光った。

　右腕の腕輪が点滅している。しかもかなり速く。おい待て、これは──。

　後頭部に固いものが当てられた。

「よー、クソ野郎。あたしをちゃん付けで呼ぶとはいい度胸だ」

　あのいがらっぽい声で、紅音はそう言った。




　俺は西部劇みたいにゆっくり両手を挙げると、撃ちませんようにと念じながら振り返った。

　そこでは紅音が、今朝の猛犬女と化して銃を突きつけていた。

「紅音ちゃん、か。ナメた口利きやがって。あたしはヒルズのてっぺんに住む肥満野郎の飼い猫か？」

　相手を刺激しないように、なおかつ苦情を申し立てるのはかなり難しい。どうしようか悩み、結局普通に文句を言った。

「お前が呼べって言ったんじゃないか！」

　紅音は聞く耳を持ってくれなかった。

「あたしがこの世で我慢ならないことは二つある。一つはトーストがバター塗ったほうを下にして落ちること。もう一つはあたしをちゃん付けで呼ぶことだ。いいかナツル。フレンドには親しみをこめて、呼び捨てにするもんだ」

「フレンド？　仲間フレンドなのか」

「忘れちまったのか。あたしが説明したろうが。おめえのなまっちろい腕にぶら下がってる腕輪の色だ。思い出せなきゃどたまに鉛弾をプレゼントして、ハワイまで吹っ飛ばしてやるぞ」

「そりゃ知ってるよ。そうじゃなくて、味方同士でも仲間とは限らないだろ」

「あたしもそう思いてえよ。けどな、あたしの頭の中がささやくんだよ。おめえと組めってな。だからフレンドだ。そうだろ」

「ずいぶん適当じゃないか」

　頭の中の誰だれかにそそのかされたなんて、こいつはどこの電波さんなのか。本気にしてるところがまた救われない。

　だが紅音の目つきは、猛犬なりに真剣だった。

「てめえ、あたしがドストエフスキーの小説に出てきそうな偏執狂だと思ってんだろ。そうじゃねえんだよ。こいつはカンだ。そいつに逆らったら、首から上がなくなるんだよ」

「お前カンですませんのか」

「ケンプファーなんて馬ば鹿かなものにさせられたんだ。カンくらいは信じねえと、話にならねえ」

　そうかもしれん。俺おれも女に化けさせられて、しかもケンプファーになって戦えと言われたんだ。なにか確信を持つものがないと、神経衰弱になっちまう。しかしそのカンが、「フレンド」ってのもあれだ。

　不意に、そのカンとやらが俺にも働いた。

「紅あか音ね……ちゃん」

「死にてえらしいな」

「紅音。なんで変身した」

「あ？」

「ケンプファーはなんで変身する。俺はお前に教わったぞ。戦う気があって、そして──」

　図書館の中なのに、突風が吹いた。

「近くにケンプファーがいること」

　なにかが目の前を横切る。まばたきをする暇もない一瞬。大きな音がして、目の前の机が鋭くえぐられる。あれは、短剣か？

　紅音の拳けん銃じゆうは反応していた。

　アメリカ製ガバメントそっくりな銃が、ライフリングから死を吐き出す。獲物を見つけた猟犬のように、脇目もふらず突進していく弾の群れ。我ながら詩的な表現だが、放たれた弾丸は全すべてどこかに消えていった。

「伏せろナツル！」

　紅音は叫んだだけでなにもしてくれなかったので、自分で床に倒れこんだ。

「ぼやぼやしてると三さん途ずの川をスキップしながら渡ることになるぞ！　無理に止めねえけどな！」

「お断りだ！」

「じゃあ自分でもなんとかしろ！」

　そういえばと自分自身を眺めてみたら、いつの間にか女にチェンジしていた。下はしっかりスカート。

　他の生徒たちは突如はじまった銃撃戦にたまげたようで、わーわー騒ぎながらどこかに行った。中には泣きじゃくり、転びながら走り去る女子生徒もいて、俺の同情まで買った。お気の毒に。トラウマにならないことを祈ろう。

　猛犬女はどうしてんのかというと、しっかり伏せていた。銃を片手に油断なくあたりをうかがっている。

「すげえ殺気だった。老人ならショック死してるぜ」

「おい、俺たち狙ねらわれてんのか」

　紅音がぎろりとにらんでくる。

「あたりめえだろ。おめえのオツムにゃベビースターラーメンでも詰まってんのか」

　ベビースターは詰まってないが、こっちは素人同然なんだ。もう少し優しくしろよ。

　紅あか音ねは優しくする気がないようで、俺おれの襟首を荒っぽく摑つかんだ。痛いなおい。仲間はどうした。

「いいかナツル、よく聞け。あそこの本棚の陰まで走るぞ」

　百科事典が収められている棚だった。ぎっちり収納されてる上に、余計な人間もいない。確かに、うまくすれば楯たての代わりになるかもしれない。

「いち、にの、さん……てカウントしたら走るんだぞ」

　飛び出そうとした俺は足をすべらせた。この瞬間湯沸かし女め。変なところでギャグ入れんな。いつの時代のだ。

　やっかいなことに、紅音は冗談言ったつもりがないらしい。

「カウント無視したら切り刻まれんぞ。しくじんな」

「切り刻まれるって、どうしてわかる」

「わかるんだよ。あたしたちを攻撃してんのは、『剣シユヴエアト』のケンプファーだ」

　こいつはあくまで真剣であった。

　俺は紅音を呪のろいつつも、従うしかなかった。こっちはケンプファーを今日はじめたばかりのひよこだが、こいつは半年早いのだ。百八十日もあるんだから、経験者の言葉は強い。

「シュヴェアトってなんだ」

「殺すぞ。刀知らねえとは義務教育受けてんのか」

「だから、どんな刀なんだ」

「知らねえよ。刃物が目の前横切ったのは分かった。両手で振り回すようなデカブツじゃなくて、ナイフみたいなものかもしれねえ。もっと知りたかったら、今攻撃してるやつに訊きけ」

　訊こうにも姿が見えないんだが。

　紅音は犬みたいな瞳を左右に動かして偵察していた。俺も見習ったが、どこがどうなっているのやら、よくわからない。

「いくぞ」

　カウントをはじめた。

「いち、に、さん！」

　同時にダッシュ。運動にはそれほど自信のあるほうじゃないが、これくらいの距離ならどってことない。

　ダイビングみたいに本棚の陰に滑りこんだ。俺が下で紅音が上。猛犬女の身体からだがかぶさってくる。

　むむ、意外と軽い。それに柔らかい。いや、胸もかなりあるな。ふわっといい香りまでする。おまけにかなりのミニスカートなので、素足同士がしっかり絡まってますよ。

　なんてことを考えたのは半秒もなかったが、紅音の目つきは非常に悪かった。

「あたしはレズじゃねえぞ。中身が男でも絡む気はねえ。殺されてえか」

　いや、生きたい。

　警告に従い、紅あか音ねの身体からだから目をそらすことにした。キン、キン。金属音が鳴り響く。

「ははっ」

　紅音が含み笑いをした。

「野郎の武器じゃあ、この棚は抜けねえようだ。ざまあみやがれ」

　本というのは見かけよりも重い。紙が分厚い百科事典ならなおさらだ。必然的に支える本棚もスチール製の頑丈なものになる。楯たて代わりにはぴったりということだ。

「反撃といこうじゃねえか、レズの相棒」

　いつの間に仲間から相棒に昇格していた。おい、俺おれは承知した覚えはねえぞ。あとレズじゃない。

「反撃ったって、敵はどこにいるんだよ」

　俺は恐る恐る、隙すき間まから向こう側をのぞいた。ほこりが舞ってるだけで、敵どころか人っ子一人いない。

「どっかに隠れてやがんだ。あたしたちと同じように」

「見えなかったら反撃のしようがない」

「そこで相棒、おめえの出番だ」

　紅音は俺にまたがったまま、見下ろした。

「おめえがここから出て姿をさらす。敵が攻撃してくる。あたしがそこで反撃する。完かん璧ぺきだろ」

「待て。それでいいのか」

「あたしの銃ゲヴエアーをなめんなよ。蜂はちの巣にしてやる」

「そうじゃねえ。俺はどうなるんだ！」

　こいつの計画には、俺が囮おとりになるだけで、そのあとがすっぽり抜け落ちている。このままじゃ切り刻まれる役だ。

　腹が立つことに、紅音はきょとんとしやがった。

「細けえ野郎だな。自分でどうにかしろよ」

「どうにかじゃない。死んでも責任取るつもりないだろ」

「なんでおめえが死ぬことに責任取んだ」

　この馬ば鹿か女、と叫びかけた俺の口を、こいつは両手で塞ふさいだ。

「喋しやべんな。モメてるのがバレる」

「バレたっていいじゃないか」

「いいからそこから身体さらせ。おめえの魔法ツアウバーなら、防御もできるはずだ。敵の位置さえわかりゃ問題ない。あとはあたしがやる。まかせとけ」

　紅音はにかっとした。

「頼りにしてるぜ、相棒」

　俺おれは不覚にも戸惑った。こいつ、ちゃんと笑えばなかなかかわいいじゃないか。

　笑顔にだまされて、俺は這はいながら棚の端まで行った。相変わらず敵の気配はない。

「紅あか音ね、合図してくれ」

「勝手に飛び出してかまわねえぞ。なんとかする」

　いい加減に聞こえたし実際いい加減なんだろうが、俺の頭は別なことも考えた。ようするに俺に合わせるってことだ。敵の確認と発砲を、自分でタイミング取らずにやるんだから、すごく難しいんじゃないのか。あえてそのやり方をとるのは、こっちの『魔法ツアウバー』発動があるからだろう。ふむ。

　そこまで思考を巡らせたが、即座に打ち消した。紅音が俺に気遣いなんてするはずない。キャラにあわないぞ。

　俺は覚悟を決めて息を吸った。

「やるぞ」

「さっさといけ」

　床を蹴けって身体からだをさらす。

　と同時に気がついた。『魔法ツアウバー』の発動ってどうやんだ。知らねえや。

　猛犬女め、適当なこと言いやがって。マグロ解体ショーになったらどうするつもりだ。安請け合いする俺も馬ば鹿か。

　だけどそんなことで悩む必要もなかった。敵は俺を攻撃してこなかったのだ。

　白刃のきらめきは、俺の真後ろで起こった。

　俺には目もくれない。囮おとりだと見抜いたのだ。武器は俺を通過していく。

　思った通り、敵の武器は短剣だった。それは間違いない。俺ははっきり見たし、恐らく紅音も見た。数は二本。両手で使うとはなかなかやる。

　問題は、そいつの柄に鎖がついていたことだ。蛇のようにくねって、自在に攻撃してくる。姿が見えないわけだ。敵のケンプファーは、離れたところから操っているのだ。

　派手な金属音がして、スチールが真っ二つになった。誰だれだ、棚が抜けないなんて言った野郎は。

「うおっ!?」

　本棚が紅音に崩れ落ちていく。俺は急いで彼女の手を摑つかんで引っ張った。

　短剣は俺たちに切っ先を向けていた。紅音がそこにぶっ放す。

　銃弾で短剣は弾はじかれ、遠くに引っこんだ。

「なめやがってあん畜生！」

　口の中でも切ったのか、彼女は血の混じったつばを吐いた。

「我慢ならねえ。あの世に送ってやる」

「おい待てよ。どこにいるのかわかんないんだ。こっちがやられるぞ」

「知るかくそったれ。探し出してチャウシェスクと同じ目にあわせてやる」

　短剣が再び飛んできた。ギリギリで俺たちをかすめると、また引っこむ。

「どっかで聞いてやがんな」

「チャウシェスクがまずかったんじゃないのか」

「敵は学があるな。じゃあギレン・ザビだ。後頭部から撃ち抜いてやる」

「それもどうかと……」

　ふっと、俺おれたちの視界がかげった。誰だれかいる。

　俺は視線を向け、紅あか音ねは銃を向けた。半壊したスチール本棚の横に立っていたのは、なんと沙さ倉くらさんだった。

　なんでここに？　と思う間もなく、紅音が怒鳴った。

「てめえの仕業か！」

　今朝に続いて銃を突きつけられた沙倉さんは茫ぼう然ぜんとしていた。そりゃそうだよな。

「ふざけやがって。死にやがれ！」

　紅音が引き金を引く寸前、俺は沙倉さんの腕を摑つかんで力一杯引き寄せた。

　鉛弾は、沙倉さんのよくシャンプーされた髪を何本か持っていった。俺は彼女と一緒にまた床に転がった。

「やめろ紅音！」

「裏切りやがったなカボチャ頭！」

「誰がカボチャだ！　聞け、沙倉さんはケンプファーじゃない」

　紅音の怒りに染まった眼が、少しだけやわらぐ。

「なんだと」

「武器を持っていない。普通の人だ」

「だからって、敵じゃねえとは限らねえ」

「いやわかる。だって──」

　頭上から、短剣が二本降ってきた。俺たちは急いで飛び跳ねる。

　短剣は床に穴を開けて、沙倉さんの手元ではなく、どこかに戻っていった。

「だろ」

「……けっ」

　紅音は苛いら立だたしげになると、そっぽを向いた。

「もしかしたら、おとなしい顔して、こいつが操ってんのかもしれねえぞ」

「それもない。あの鎖はもっと遠くから伸びている」

　ほんの少しだけ見えたが、出入り口の外側だった。隠れてこっちを狙ねらっている。姿が見えないわけだ。

　そう教えると、紅音はますます不機嫌になった。

「気にいらねえ。楓かえでがアバズレでケンプファーだった方がいい」

　おいおい。アバズレってなんの根拠があるんだ。

　沙倉さんは顔面を真っ青にしていた。俺はなるべく落ち着かせようと、心持ちゆっくりと言った。

「沙さ倉くらさん、なんでここに？」

「あ……あの……わたし、図書館で調べものしてて……そしたら、凄すごい音がして……びっくりしてたら逃げられなくて……」

　運が悪いとはこういうことだろう。今日だけで二回もトラブルに巻きこまれている。俺おれもだけどな。

「よぼよぼの婆さんじゃあるめえし、ぼそぼそ喋しやべってんじゃねえよ。殺すぞ」

　相変わらず紅あか音ねは沙倉さんに厳しい。敵意の大安売りだ。

　眉み間けんに銃口を突きつけようとしたので、俺は慌てて止めた。

「こら。なんてことをする」

「止めんじゃねえよ。こっちはここから逃げ出さなきゃならねえ。楓かえでは足手まといだ。始末しても罰はあたらねえだろ」

　いいやあたる。美少女を一人葬ったら、世界中の男が敵に回る。そこまでオーバーじゃなくても、警察がスクラム組んで追いかけてくる。

「いちいち口答えすんなよナツル。おめえ、あたしの亭主か？」

「世界中で一番嫌な地位だ。どけろよその銃」

「とりあえず撃たせろ。あとのことは弾に任せるってのはどうだ」

「まっすぐしか進まないだろ！　イノシシ並みだぞ」

「運がよければ楓も生き残るぜ」

　紅音の瞳が鈍く光った。こいつ本気か？

　だが発砲寸前に、本の隙すき間まを抜けて短剣が出現した。沙倉さんの首筋をかすめるようにしてから、俺たちに突っ込んでくる。

　紅音は発砲し、俺は転がって逃げた。

　短剣はくねくね動き回ると、また消えていった。

　危ない危ない。もう少しでまとめて串くし刺ざしになり、新式のケバブとして屋台売りされるところだった。

「くそっ。いらいらさせやがって」

　紅音は怒りの矛先を沙倉さんから、見えない襲撃者に向けたらしい。

「見つけたら顔面を穴だらけにして、脳みそを涼しくしてやる。ナツル、そこの馬ば鹿か女はなにしてる。漏らしてんじゃねえだろうな」

「漏らしてないけど、眼を回している」

　猛犬女がためらわず撃ったおかげで、沙倉さんは気絶していた。眼前を死神が通過していったんだ、無意識の世界で休憩をしたくなるだろう。

「つまんねえ。根性なしが」

　いやこれが普通の反応だ。お前の神経が太すぎる。

　太いといえば俺もそうだ。さっきからやってることはともかく、頭の中は冷静だった。こういうのもケンプファーになった副産物なのだろうか。

　キンコンカンコン。昼休み終了の鐘がなる。

「やべえ。遅刻したらことだ」

　紅あか音ねが嘆く。

「真面目まじめだな」

「当たり前だろ。目立たないけどいい子だって思われてんだ。こう見えても勉強好きだからよ」

「口が悪いのにねえ」

「このままで授業に出るわけじゃねえ！」

　紅音が銃口を俺おれに向けた。危ねえな。

「おめえはどうなんだ。優等生じゃねえのか」

「残念だな。俺は三回に一回は遅刻してんだ。みんなあきらめてる」

「自慢にならねえよ」

「目立たないしいい子でもないんでね」

　俺たちはそこまで無駄口を叩たたいてから、黙った。ぼやぼやしてる場合ではない。敵はまだいるのだ。

　しかし、いつまでたっても攻撃はなかった。

　静かである。短剣の空気を切り裂く音も、人の動きもなにもない。

「……攻撃がやんだな」

　と紅音。

「気配がねえ」

「元々なかったけどな」

「うるせえぞ。どこ行きやがったんだ」

　俺は返事をしなかった。わかるわけもなかった。

　しばらくしてから、俺と紅音は起きあがった。賭かけだったが、案の定攻撃はなかった。

「引き上げたみたいだ」

「ふん。あたしに怖おじ気けづいたか」

「違うと思うな」

「なんだと」

　敵は冷静だった。俺の囮おとりを見抜いたんだ。ちょっとやそっとでびびるとは思えない。引き上げたのは、なにか理由があったんだろう。

　紅音は図書館の床を蹴け飛とばした。

「くそっ。もう授業に出ねえとやべえ。遅刻する」

　まったくだ。俺まで遅刻する。今さら嘆いたりはしないけどな。

　不意に思いついた。

「おい紅音、もしかしたら、敵は優等生じゃないのか」

「あ？　なにわけわかんねえこと言ってんだ」

「いや、お前遅刻を気にしてただろ。もしかして敵も遅刻が嫌なんじゃないかと思って」

「だから優等生か……てことは、あたしたちと同じ、星せい鐵てつの生徒か!?」

「まあね」

　もちろん俺おれの推測だ。証拠なんてどこにもない。だけどなんだか、この勘が当たっているような気がしてしょうがなかった。これもケンプファーの力なんだろうか。

「あたしは女子部に帰るぞ。ナツル、お前は勝手にしな」

「俺も帰るよ。沙さ倉くらさんどうする」

　足下では、沙倉さんがいまだ気を失っている。

　紅あか音ねは面倒くさそうに耳をほじりつつ、

「女に重労働させるな。おめえが運べ」

「俺だって女だ」

「台詞せりふだけだと気持ちわりいな」

「やかましい。自分だけ楽しようとすんな」

「あたしは頭脳労働者なんだ」

　なんだと、と言いかけた俺に、銃口がこんにちわをした。

「肉体労働は男の仕事だ。そうだろ？」

　拳けん銃じゆうという説得力の前には、口先なんて水に濡ぬれたオブラートほどの価値もない。俺はためらわずに承諾した。





　　○






　彼女は舌打ちをすると、短剣を袖そで口ぐちに収めた。頑丈な鎖のついた武器は、音もなく滑り込んだ。

　左手首を返す。もう時間だ。

「……遅刻はしたくないわね」

　出来のよい生徒ということになっている。イメージだけで学生生活をすごすのもどうかと思うが、自分で否定して評判を悪くすることもない。

　パンパンと手を叩たたいてほこりを払う。図書館が大変なことになってしまった。書物が傷つくのは悲しい。自分も本は好きなのだ。あとで図書委員会には予算をはずむと言っておかなければ。

　彼女は制服の乱れを直すと、正確な歩調で星鐵学院女子部に向かった。予想では、教師が来る寸前に、教室に到着するはずであった。





第三章







　沙さ倉くらさんは俺おれが保健室まで運んでいった。最後の抵抗として「男は女子部に許可がなければ入れない」と文句をつけたのだが、「今のおめえは女」と封じられた。

　よっこらせと気絶した沙倉さんを担ぎ、ふらふらしながら歩く俺を、紅あか音ねは遠慮なく笑いやがった。くそ、覚えてろよ。俺がカボチャならお前はキャベツだ。

　それにしても、沙倉さんの身体からだは軽くて柔らかくて、俺の心臓はばくばく音を立てた。

　いやもう憧あこがれの女性を触れるなんて、ちょっとくらいなら死んでもいいや。

　女子部保健室の養護教諭はやけに髪の長い男で、サッカー番組のナレーションみたいな声をしていた。「そこに寝かせたまえ」とベッドをさすと、すぐに目の前の書類に没頭して俺を見ようともしない。養護教諭ってそんなんでいいの？

　保健室から退出してしばらく待ったのだが、いつまでたっても男に戻らないのだ。確かに紅音は「戻る時間はランダム」と言っていたが、もう少し早くたってよくないか。

　俺は女子部の一階、階段下のデッドスペースで途方に暮れてしまった。

（どうすっか……）

　女のままでは授業に出られない。奇異な目で見られるなんてもんじゃないだろう。「侵入者だ」と大騒ぎになる。騒ぎですめばむしろ御の字。かといって女子部の教室にも行けない。そもそも座席がないんだ。脱出しようにも、発見された時点でエスケープ扱いである。男だと発覚すれば二翻りやんはん。警察に連絡されれば一気に数え役満だ。

　俺は覚悟を決めた。外に出られないのなら、女子部に居座ろうじゃないか。こそこそするつもりなので、あまりでかい態度ではいられないが。

　あたかも星せい鐵てつ学院女子部生徒のふりをして階段を登る。

　あらためて建物を眺めると、女子部はかなり綺き麗れいだ。外観は時代を感じさせる渋い造りになっているのに、内部はチリもシミもない。男子はいい加減で掃除もさぼるやつがたくさんいるから、よけいに差が浮き彫りになる。気のせいなのか、匂においまで違うぞ。

　適当に中をうろうろした。好奇心がないといえば噓うそになる。というかありまくり。このどきどき感は、小学四年生の時にこっそり女子トイレで用をたしたときに匹敵する。

　それなりにうろついたが、教職員には見つからなかった。見つかっても「先生に用を言いつけられた」と弁解すれば通るだろう。なんだか気分が大きくなってくる。

　堂々と廊下を闊かつ歩ぽした。

　すると、前方から女の子が一人で歩いてきた。髪が長く一見清純っぽいが、なんだか意地悪そうだ……って、我ながらひどい感想ではある。

　俺は慌てて大おお股またでのしのし進むのをやめた。不審には思われない。女だし、セーラー服だからな。彼女は制服を着ているよりは着られている感じ。すれ違いざまに襟元をうかがうと、一年生の徽き章しようだった。ほう、初々しいですな。

　どっか別のとこで暇でも潰つぶすかと考えていると、背後で「……今の人格好いい」などと呟つぶやいていた。はて、格好いい？

「あの、すいません」

　さっきの女の子が、俺おれを呼び止めた。

「先輩、いいですか」

　先輩ってのは俺のことだろうな。黙ってうなずく。

「生徒会室ってどうやって行くんでしょうか。届けるものがあるんですけど、わたし分かんなくて……」

　ははあ。校内で迷っているのか。まあ無理もない。ここの学校はちょっとやそっとでは覚えられないように造られているのだ。まっすぐだと思ったら行き止まりだったり、木に隠れて隣の校舎が全く見えなかったり。敷地を真っ二つにしたあげく、増改築を繰り返した結果である。

　生徒会室はこの校舎の外にある。図書館の上だ。

　俺は教えようとして男の声のままだと思いだし、無言で指さした。

「……」

　女の子は戸惑っている。

「えーっと……」

　ま、少しなら喋しやべってもいいか。

「あっち」

　人差し指の先端は窓の外。なにも見えないけど。それだけ告げて立ち去ろうとした。

「あの」

「なに」

　彼女は恐る恐る喋っていた。

「案内してもらえないでしょうか」

「……」

　さて困った。

　もちろん俺は図書館までの行き方を知っている。だってそこから女子部に来たんだから。しかしだな、本当は女じゃないんだ。案内中に男に戻ったらどうする。繰り返しになるがそうなったら俺の人生はエンドマーク。Ｆｉｎ。つまり返事はこういうことだ。

「他に……頼めば」

　うええっ、地声が出た。喋りすぎだ。

　髪の長い女子は一瞬めげたが、すぐに気を取り直した。

「先輩に案内して欲しいんです」

　なんでだよ。

「わたし、まだ星せい鐵てつのことよく知らなくて、詳しい先輩に教えて欲しいんですけど」

　いつの間にか俺おれが詳しいことになってやがる。

　まあ確かにね、俺は君たちよりはこの学校に詳しいよ。二年生で本当は男子で、ケンプファーになったり図書館で殺されかかったりしてるからね。でも自分で言うのもなんだけど、たいしたことないから。東ひがし田だの方がよっぽど詳しいよ。

　だからといって東田を呼ぶわけにもいかんのだなあ。ちらりと腕輪を見ると、うんともすんとも言ってない。まだ平気か。

　俺は肩をすくめ、ついてこいと合図をした。

　女の子はスキップしそうな勢いで俺のあとから歩いてくる。校舎から中庭に出た。

　今度は自然に話しかけてきた。

「先輩は二年生なんですね」

　まあな。徽き章しよう見れば分かるよな。

「先輩みたいな格好いい人がいたんですね。入学できて超嬉うれしいです」

　女の子に喜ばれるなんて、はじめての経験だ。先輩と呼ばれるのも。

「お名前教えてください」

　はいいいですよ。って、おい。

　名前といえば瀬せ能のうナツル。しかしこれは男用。女用なんて用意してない。そもそも俺は女子部にいてはいけない人間なのだ。ここは無言の行をおこなうしかないだろう。

「ねえせんぱーい」

　髪の長い女の子は、俺が照れているとでも思ったか、なれなれしくなってきた。

「教えてくださいよお」

　さりげなく腕なんか摑つかみやがる。

「……」

　俺は当然聞こえないふり。女の子はぷくっとふくれた。

「あーっ、教えてくれないんですね。いいですよー、ここに授業さぼってる二年生がいるって、叫んじゃいますからー」

　こら待て。そんなことしたら、話がややこしくなるだけだろ。

　しかしその娘は構わない。事情を知らないから構わないのは当たり前なんだが、俺の窮地を理解してくれない。むしろ、明らかに動揺している俺を見て、楽しんでいた。

「え……」

「教えてください。ね」

　女の子特有の残酷な笑みを浮かべつつ、俺ににじり寄る。

　こりゃ走って逃げるしかないか。そう考えた瞬間、天の助けかチャイムが鳴った。

　キーンコーンカーンコーン。授業終わり。さぼっちまったがつまらん数学の授業だ。どうでもいいや。

「あそこの上」

　俺おれは指で生徒会室の位置を示すと、さっさと背を向けた。これ以上かかわられるのはたまらん。女子部っておっかねえや。

　立ち去ろうとしたが、その娘はまだ追ってきた。

「あーん、待ってください」

　生徒会室はどうした。

　正面から女子生徒の群れが、ぞろぞろ歩いてくる。どこか特別教室で授業をしてたんだろう。元のクラスに帰るとこらしい。ちょうどいいや、あれにまぎれちまえ。

「あれ……ナツルさん」

　小さな声がした。見るとセーラー服の一団の中で、紅あか音ねが驚いていた。

　猛犬女に変身する前の姿だ。駆け寄ってくる。

「ど……どうしたんですか」

　俺も小声で返事をする。

「まだ変身が解けないんだ」

「長いですね。でも、なんでここに……」

「それが案内頼まれて……」

　途端に、例の髪の長い娘が叫んだ。

「あーっ、紅音！」

　紅音もびっくりしたようで、

「……ますみちゃん！」

「なーんだ、紅音ってば、先輩の知り合いだったのー？」

「先輩って……ナツルさんのこと？」

　あ、馬ば鹿か、と言おうとする前に、ますみと呼ばれた娘はにやりとした。

「ふーん、ナツルさんって言うんだ」

　事態を理解した紅音は慌てた。俺も慌てた。おいおい、このますみって娘、肉食獣みたいに笑うぞ。

「なーんで紅音はナツルさんと知り合いなのー？」

「……それは……そんなことよりますみちゃん、いいのこんなところにいて」

「先生に用事言いつけられたんだもん」

　俺はこっそり紅音に訊きいた。

（知り合い？）

（はい……。小さいときからの……。一歳下なんですけど、友達です）

　年下のわりには、ますみの態度はふてぶてしかった。

「ねえ紅音、それより、ナツルさんのこと教えて」

「え……な、なんで……」

「だって知ってるんでしょ。わたしも仲良くなりたいなー」

「む……無理だと思う……」

「教えてくれないなら、ナツルさんに直接訊きくよ」

「それも……駄目」

「じゃあ紅あか音ねが教えて」

　こりゃ役者が違う。紅音はますみによって、いいように振り回されていた。猛犬女バージョンだったら銃を振り回し、「殺すぞ！」と叫んで落着なのだが、今は気弱な、目立たない女子高生にすぎない。おろおろしっぱなしだった。

　俺おれも内心は、ずっとおろおろしている。いつ変身が解けるか分からないのだ。幸い腕輪に変化はないが、不意に光るから油断ができない。

　紅音はますみに追及されて、今にも泣きそうだった。

　俺は紅音に目くばせした。男子部の方角をちらちら見る。

「えっ……と、ナツルさんも忙しいと思うの、だから……」

「へーっ、ナツルさんも用事あるんだ。わたしと同じじゃん」

「そ、そうじゃないの……学校が終わったらね、ちょっと……」

　こりゃやばい。俺は紅音を引っ張った。

（あんまり喋しやべるとバレる！）

（だ、だって……なんて言えばいいのか……）

（適当にごまかしていいから。ちょっと話しただけだとか、知り合ったばかりだとか）

（わ……わかりました……。あの、服を買うことはどうしましょう）












（それは……やんなきゃまずい）

（ナツルさん、これからどうするんですか）

（……逃げる。ここにいない方が良さそうだ）

　俺おれはそう答えると、カモシカになった気持ちで駆け出した。後ろから「あーん、待って」とますみの声がしたが、もちろん聞こえなかったふりをした。今の俺の行動は、たとえ二十トントラックだって止められないのだ。




　で、このあとどうしたかというと、俺は図書館の女子トイレにこもり、じっとしていることにした。個室だから他人と顔あわせることもないし、あわせても不審には思われない。

　だったら最初からいればいいじゃんというのは浅はかだ。これが辛いんだ。なにもしないでじっとしているって、本当に退屈なんだな。壁に寄りかかって寝ようとしたが、こういうときに限って眠くなかった。

　授業が全すべて終わるまで、ずっと女子トイレに座っていた。この根性を褒めて欲しい。なのに男には戻る気配がなかった。

　放課後になってから、ようやく外に出られた。のびをするだけで身体からだがみしみし音を立てるのにはびっくりした。片端から骨が折れていくのかと思ったほどだ。

　とりあえず帰宅する生徒たちに混じって歩いた。学校から出る。女子部の校門なんてのははじめてで、結構ドキドキした。

　なんだか四方から視線が飛んできた。当然だが、全て星せい鐵てつ学院の女子生徒のもの。

　本当なら注目されてるなんて嬉うれしいはずなのだが、男に戻れないので、気分はどんよりしていた。それにしては見られすぎだ、なんでだろう。

　校門側まで行くと、声がかかった。

「ナツルさん……」

　紅あか音ねだった。うつむいているのは相変わらずだが、なんだかいつもよりもさらに視線が低い。

　俺は近寄った。

「ホームルーム終わったの？」

「はい……。早く終わりました。ナツルさんが服を買うから待ってたんです」

「あー、そうだった。ありがとう」

「いえ……すいません」

「ん？」

　なんであやまってんだ？

「どしたの」

「一緒に行きたいって人が、いるんです……」

「なに？」

「ナツルさんが服を買うって言ったら、絶対一緒に行くんだって……ごめんなさい」

「どゆこと？」

「じゃーん、こういうことでーす！」

　満面の笑みで登場したのは、俺おれがその手から脱出したはずの女の子であった。




　彼女のフルネームは西にし乃のますみ。クラスは一年三組。血液型はＢ型。成績は中の下。趣味は音楽聞きながら寝ること。スリーサイズはぜひご自分で確かめてください。

　これらは全すべて彼女が自分で喋しやべった。いやもう喋るわ飛び跳ねるわ。活発を通り越して特異な病気じゃないかと疑うほどだった。

　当然、俺は紅あか音ねに訊きいた。

（なんでここに？）

（その……追及されちゃって、ごまかしきれなかったんです……）

（ついてくる気満々なんだけど）

（そうなんです。ナツルさんのことが気になってるみたいで……）

（また走るか）

（逃げられないと思います……）

　そうだろうな。

　かくして二人でのお買い物は、騒々しいのが一人くっついてくることになった。しかも何故かますみがスキップしながら先頭を歩き、俺と紅音がげんなりしながらついていくという光景である。世の中では、理不尽の女神が子供をばかすか生んでいるらしい。念のために言うと、買い物の当事者は俺。

「ナツルさん、洋服買うんですよね!?」

　ますみの笑みとともにやってきた質問には、できれば答えたくない。でも答えた。

「……うん」

「わあ、渋くていい声。男の人みたい」

　うっとりとしている。男だよ男。

「服だけですか？　他にないんですか？」

　絶対なにかあるんですよね、と言いたげだ。目がぎらぎらしている。こいつはもしや、セーラー服を着た芸能リポーターではあるまいな。

　渋々口を開いた。

「今日のおかず」

　これは本当。変身が解除される気配がないので、家に帰って引きこもりたいんだが、こんなときにかぎって食い物がない。水で一晩は過ごしたくないのだ。

「わあ、ナツルさん自炊してるんですね。すごーい。わたし買ってきたレトルトをまとめて電子レンジに突っ込んで破裂させて、お母さんに怒られるんですよお」

　そりゃ気の毒だ。母親が。

　まあ俺も、自炊とはいえまともに作れるのはカレーくらい。あとはカップラーメンだが、これは料理とは言わないだろう。とても威張れたもんじゃない。噂うわさによると沙さ倉くらさんは料理が得意だそうだ。俺おれが男に戻ったら、ぜひ作りに来てもらいたいものだ。

　そんなことを小声で紅あか音ねに喋しやべったら、「そうですか……」と言ったきり、後はぴたりと話してくれなくなった。どうも怒っているらしい。おかげで、ただでさえうるさいますみの独演会となり、単なる買い物のはずだった道のりは、いっそううんざりしたものになった。

「おかずなら、商店街のスーパーが安いですよ。行きましょう」

　やっぱりますみが先頭である。どこまでもついてくる気なのか。

　ますみを頂点にした三角形で歩いていると、また周囲から視線が飛んできた。

　視線の目標はやっぱり俺。女子だけではなく、たまたま通りかかった男まで、俺を眺めている。おかげで身体からだがくすぐったい。ていうか恥ずかしい。「見せ物じゃねえんだ、散れ！」と叫びたいが、そんなことをしたらしたで警察呼ばれそうだ。黙って歩くのが賢い選択だろう。

　俺は上下とも星せい鐵てつ学院の女子用制服を着用している。このあたりじゃポピュラーだから、目立つことはないはずなのだ。それでも視線を浴びせられるのは、俺がこの学校では見ない顔……だからであろう。このツラはこの間できたばかりのほやほやである。新顔かと思われてもおかしくはない。ほら、新入生って目立つじゃないか。それと同じ。

　それにしては注目されすぎだよなあ。自意識はそれほど強くないつもりだが、なんだか集中力がそがれる。どうかすると、買い物目的まで忘れそうだ。女って、誰だれでもこんな感じになるのか？

「ナツルさん、見られてますよ」

　デリカシーの欠片かけらもない言い方をしたのはますみである。

「ナツルさん背が高くて格好いいから、注目の的です。ばきゅーんって撃たれてます」

　なんで的で、しかも狙ねらわれてんだ。

　しかし、背が高いというのはあるかもしれない。俺は男子の中では平均身長だが、女子だと頭一つ出ている。確かにこの三人の中じゃ目立っているかもな。

　もしかしたら、女子に混じるのは良くない手段かも……そこまで考えが及んだ瞬間、

「ねえ」

　男の声がする。俺は無視して、遠ざかろうとする。

「待ってよ」

　肩を摑つかまれた。うえっ。

　うちの学校の男だった。ていうか知ってる顔。同じクラスにいる、東ひがし田だの馬ば鹿か野郎だった。

　この馬鹿はにへらにへらしていた。

「君何組？　かわいいね」

　なんだこいつ。もしかしてナンパか？

　もしかしてではなかった。マジでナンパだ。東田はできそこないのこんにゃくみたいに表情を緩め、俺を眺めていた。

　いきなり組を訊きくところを見ると、俺おれが二年生だとは知っている。二年の徽き章しようをつけてるからだな。

　紅あか音ねは怯おびえて俺の後ろに隠れてしまい、ますみは「きゃーきゃー、なんですかナンパですか。きゃー」と騒いでいる。だが東ひがし田だは俺だけに話しかけていた。

「ねえねえ、同じ星せい鐵てつだろ。名前教えてよ。僕、二年四組の東田」

　なにが僕だ。よくもここまで気味の悪い口調ができるもんだ。

　それにしても、こいつがここまで女に軽いやつだとは知らなかった。ぺらぺらぺらぺら喋しやべる喋る。ますみと同じだ。少しは紅音を見習え。今の方な。

　東田も俺と同じく、「不良でもなければオタクでもない、その他大勢」の一人だと思っていたのだが、違ったようだ。きっと美少女同好会会長としての責務から、俺を引っかけようとしたんだろう。立派かもしれんが、こっちはえらい災難だ。

　俺は肩に置かれた手を振り払った。どうしてこの手の人間は、なれなれしくできるのか。あとこうされると意外とキモいのな。気をつけよう。

　東田はデジカメを持っていた。

「僕さあ、写真撮るの趣味なんだけど、モデルやって欲しいんだ。今度星鐵学院の美少女写真集が出るんだけど、そこに載っけるから。どう？」

　こんな口く説どき文句で承知する女っているのか。

　どうやらいるらしい。ますみが「わたしー、わたしはー？」と叫んでいるからだ。紅音は相変わらず隠れっぱなし。

　俺は首を振った。喋ったりはしない。こいつ相手だと、声で俺だとバレる可能性がある。

「頼むよ。君、かわいいんだからさあ。ちょっとくらいモデルになってよ。ね」

　かわいい、かわいいとうるせえやつだな。確かに俺も鏡で見たときは、かわいいなと思ったけどよ。

「引き受けてくれるよね」

「……やだ」

「渋くていい声してるねえ。すげー僕好み」

　お前の好みがどうしたってんだ。あとますみと同じこと言うな。

　だいたいお前が口説いているのは、同じクラスの瀬せ能のうナツルなんだぞ。正体がわかったら、泡吹いて卒倒するくせに。入院だぞ入院。

　以降無視をして歩いた。飯買わなきゃなんないし、服だって必要。週刊漫画だって買って読みたい。

　いらいらしながら首筋を押さえた。どうでもいいがちくちくする。蚊か？

「おかず後回し、まず服」

　俺は二人に告げた。

「走る」

「……そうですね」

「えーなんでですかー、写真集面白いじゃないですか。きゃー、モデルきゃー」

　俺おれと紅あか音ねはますみを除外し、目で合図をした。東ひがし田だの馬ば鹿かはまだ「マジ僕好みだから、写真」などとぬかしている。一生言ってろ。

　不意にダッシュ。俺と紅音は駆け出した。しっかりとますみもついてきている。モデルやりたきゃやってもいいんだぞ。

　商店街を抜けて駅前へ。ここだと人間の数がぐっと多くなる。東田は遠く離れたところに置き去り。

　それにしても、女物の服なんてどこで買えばいいんだ。イトーヨーカドーか、ジャスコか？

　紅音に訊きくと、

「駅にデパートがあります。中にかわいい店が入ってます……そこを曲がってください」

　言うとおりにした。こっちはデパートで服なんか買ったことがない。地下で駅弁を大量に買いこんで、腐らせたことがあるきりだ。

　正面から店内に飛び込み、一息ついた。東田はここまで追っては来なかった。

「ええと……」

　案内表示板を見上げる。店名がびっしり書いてあるが、俺の目にはサンスクリット語で書かれた仏教経典と同じに見える。

「この店です」

　紅音が指をさす。三階。

　エスカレーターで昇った。ますみは「服、服」と興奮している。悪い薬をやっているんじゃないだろうな。

　到着したところは、かわいいというには落ち着いた感のある、セレクトショップだった。高校生よりは年齢層高くないか。

「ナツルさん綺き麗れいだから、こういうところがいいと思って……」

　紅音は若干顔を赤らめながら説明してくれた。

　俺はとりあえず「ありがとう」と礼を言った。はっきり言ってファッションに縁がなく、ブランド名なぞ一つも答えられない身だから、案内だけでもありがたい。女性用なんかなおさら分からん。「これが流行っているブランド」とザイールの地名を教えられても、容易に信じてしまうだろう。

　真っ先にますみが「服ー、わたしも選ぶー」と欣きん喜き雀じやく躍やくしながら突入し、紅音はゆっくりと、俺は恐る恐る店内に入った。

　生まれてはじめて女性向けのショップに入ったが、壁から廊下側まで、ずらりと服が並んでいた。しかも種類が多い。男よりたくさんあるな。Ｔシャツからスカート、ソックスまでよりどりみどり。残念ながら下着はなし。残念？

　女の子二人が服を選んでいるのを、俺はぼーっと眺めていた。いや買うのは俺なんだけど、女物なんてどれがいいか分からない。

　ますみが「きゃー、きゃー」と叫びながらＴシャツを持ってきた。

「ナツルさん、これこれ！」

　広げられたシャツの正面には、二本のチェーンソーが組み合わされ、「KILL Teacher, KILL Cop」と書かれていた。

「…………」

「絶対似合います。授業中に着てください！」

　退学になったら責任取ってくれるんだろうな。

　俺おれは黙って首を振った。だいたい授業中ってどうやりゃいいんだ。下に着るのか上に着るのか。

　ますみはすかさず二着目を取り出す。

「これはどうでしょう!?」

　今度は、十字架に磔はりつけにされた有名な宗教家がプリントされ、その下に「←こいつ絶対詐欺師」とゴシック体で書かれていた。

「クリスマスに、これ着て町を歩きましょう」

　いくら日本人が宗教に鈍感とはいえまずいだろう。聖夜に対する挑戦と受け止められる。

　俺が首を振る前に、ますみはもう一枚取り出した。

「こういうのもあります。ぴったりです！」

　へー、「BURN ! BURN! NUKE, BURN!」ってのがぴったりなんだー。

　だめだ、この女はろくなものを持ってこない。

　しかし、どうしてこんなのばかりなんだ。このセレクトショップはパンクロッカーとデスメタル御ご用よう達たしなのか？　まともな服は置いてないのか。

　紅あか音ねがやってきた。手にしているのは、肩が細い紐ひもだけになっているワンピース。色は黒だった。確かにこんな服、女の子が着てるのを見る。

「これなら……ナツルさんに似合うかも」

　よく分からんが、女の子が似合うと言ってるんだから似合うんだろう。しかし銀糸でドクロがびっしり刺し繡しゆうされているのは、抗議していいよな。

「だーめ。ナツルさんはこれがいい」

　ますみが見せたのは、背中に「ヴラド串くし刺ざし公がトルコ兵を皆殺しにしている絵」がプリントされたジャケット。

「こ……こっちの方が」

　紅音が出したのはスカート。ただし全面に「Come on enteritis!」なんて刺繡されてるけどな。enteritisって家で調べたら腸炎だったよ。

　この二人はそれからも、農夫が税務署員にクワを振り回しているＴシャツとか、「子供のケンカに弁護士出るな！」と大きく書かれているブラウスなどを見せ比べた。中でもますみが探し出した、大型バイクに乗った徳川なんとかが日本刀を抜いて「I am SHOGUN HAHAHA!」と叫んでいる柄のジャケットはすさまじかった。色が極彩色で、バックに火の鳥が飛び交っているんだぜ。なんで徳川なんとかなのかというと、真下に「I.Tokugawa」とだけ書いてあったから。「家なにがし」だろうね。

　紅あか音ねまで異端の趣味に走ることにショックを受けたが、考えてみれば臓物アニマルのぬいぐるみを所有していたのだ。当然かもしれない。

　俺おれは前衛的すぎる服を眺めながら、ひどい頭痛にみまわれていた。性格の違う紅音とますみが友達づきあいしていることが不思議だったが、ようやく合が点てんがいった。引き合うところがあるからだ。それは別にかまわないんだが、俺まで巻き込むのってどうよ。

　イスラエル人の路上アクセサリー売りみたいにずらりと並べられた服を前に、俺は重々しく宣言した。

「買うのやめる」

　当然のように、二人は驚きよう愕がくしていた。

「え……やめちゃうんですか……」

「もったいなーい。買うのー買うのー買うのー。着てくれないと、わたし死んじゃいます！」

　知るかそんなの。

　無言で俺は店を出る。紅音は文句も言わずついてきたが、ますみは、「ご自由にお触りください」とプリントされたスカートを振り回し、「これ着てこれ着て、最後最後！」と叫んでいた。そんな着たけりゃ自分で着れば、と言おうとしたが、思い直した。本当に着そうだからだ。

　結局、スーパーへと向かうことになった。三人で仲良く商店街の方角へ。一見、女子生徒が並んでいるようにしか見えないはず。実際もそうだけど。

「ねえ、君たち」

　また軽い台詞せりふが飛んできた。東ひがし田だではない。

　ちゃらい男が三人並んでいた。

「カラオケ行きたいんだけど、人数足りないんだ。一緒にどう？」

　どうもこうもあるか。行く余裕なんかかけらもない。

　こいつらは、サッカーイタリア代表のユニフォームみたいに頭を染めて、ヘビ柄に横文字がプリントされたシャツを着た連中だった。目がちかちかする。

　俺が本当に女でも、こんなやつらはお断りである。個室に連れ込まれたらなにされるか分かったもんじゃない。ますみも露骨に嫌そうにしていた。

「そこのカラオケボックス行こうよ」

　紅音が腕を摑つかまれる。

「……い、行きません」

「冷てえな。ちょっとくらい、いいじゃんかよお」

　東田より頭に来る存在だ。俺は紅音の袖そでを引っ張った。

「変身しちゃえば」

「で……でも、ますみちゃんがいますから……」

　そういやそうだわ。

「そっちの可愛い娘も来いよ」

　これ俺おれのこと。話しかけてきた野郎は、白色レグホンみたいな頭をしていた。すげえな、ニワトリが日本語喋しやべったぞ。

　どう答えようか迷ったので、俺は脳の中で、変身後の紅あか音ねの台詞せりふを思い浮かべた。

「おい」

　腕を摑つかまれそうになったので、逆にこっちに引っ張る。舌で唇を湿らせた。

「ざけてんじゃねえぞクソ野郎。いちいちウゼえんだよ」

　女の俺から発せられる男の声に、ニワトリ頭はぎょっとしていた。

「おめえの音痴に付き合うほどこっちはヒマじゃねえんだ。腹からクソしたくなけりゃ、おとなしくしてろ」

　男の腹に、固いものを押し当てる。

「ンだとこのアマ……」

　右手の力をこめる。

「口開くんじゃねえよ。てめえをぶっ殺して剝はく製せいにしてやろうか？　皮は背中から剝はぐんだぜ」

　ぎろりとにらんだ。男もにらみかえしているが、今の俺はまるで平気だ。

　手に持ったものを、腹に向かってぐりぐりした。

「あ？　やるか？」

「……くそっ」

　男は捨て台詞を吐いて去っていった。俺は手の中のライターを、ポケットにしまう。ずっと入れっぱなしになっていたのだが、意外なところで役に立つもんだ。

「なんか女になると、途端に人から声をかけられるな」

「あたし、いつもはナンパされないんですけど……」

「けど？」

「ナツルさんが美人だからだと思います」

　ますみも「そーそー絶対そう思う。ナツルさん美人だから、男たちがずーっとこっち見てんの。きゃー素敵抱いてー」なんて騒いでいた。

　喜んでいいのやら。実に複雑な心境だ。

「すげーな、君、強いねえ」

　別方向から聞き覚えのある声をかけられ、俺は一気に頭が痛くなった。

「ずっと見てたんだけど、あいつらこのあたりじゃ有名な連中だよ。追っ払うなんてやるじゃん」

「……そう」

　なんと言っていいものやら。

「だから、写真撮らせてよ。そこの彼女も一緒に」

「……」

　俺おれは無言のまま足を速めた。やや強引に、紅あか音ねの手を引っ張る。

「あー、待ってよ。一枚でいいからさあ」

　追いついてきそうになった瞬間、俺はくるっと振り返った。

「失うせろ！」

　目を丸くしてお口あんぐりになった東ひがし田だを置き去りにして、ずんずん進んでいった。

「ナツルさん素敵ー。口の悪さがたまんなーい」

「……ナツルさん、さっきの人、あんなことしちゃっていいんですか？」

「いいよ。あいつは鳥と同じだから、放ほうっとけば全部忘れる」

　男子部二年四組の連中はたいていそうだ。一か月前にあった日本史の宿題なんか圧巻で、クラスのうち七割がまったくやっておらず、教師は金魚みたいに口をパクつかせて卒倒した。担任は泣きながら説教したが、それすらも翌日には綺き麗れいさっぱり忘れていたという体たらく。俺はもちろん七割の方。

「そんなことよりおかず。スーパーどこ」

　ますみがぴょんぴょん跳ねながら、進行方向をさす。

「あそこでーす。そこから横断歩道を渡った方が近く……あーっ！」

　大声を出したので、俺は跳び上がった。

「なんだなんだ!?」

「ナツルさんの手首が光ってるー！」

　手首じゃなくて腕輪なんだが、彼女は、手首自体が発光していると思い込んでるらしく、「すごーい、静脈って光るんですね。チョウチンアンコウみたい」と面白がっていた。

　当然、今の俺には笑いごとにならない。

（ナツルさん、大変です……！）

　紅音は顔を青ざめさせていた。女から男に戻る予告なのだ。

　戻るのは嬉うれしいが場所が問題だ。人通りの多いところで性別がチェンジしたら、変態扱いどころじゃない。それに隣にはますみがいる。こんなところ目撃されたら、「きゃー！　男になった。動物園か大学の研究室に売り払いましょう！」とか言い出すに決まってる。

　ショックは受けない気がするが、違う意味で俺がショックを受ける。

（うわっ、やばっ。紅音ちゃん、ケンプファーになって！）

（え……え、ここでですか……。ますみちゃんが……きゃっ）

　俺はますみに叫んだ。

「ちょっとごめん！」

　ダッシュした。地下駐車場入り口に飛びこむ。紅音はおろおろしながらもついてくる。階段を何段か駆け下りたあたりで、発光が身体からだを包む。

　光が収まると同時に、俺は男に戻った。

「あーあ……」

　俺おれはがっくりきた。悲しくはないが、どうしてこうも悪いタイミングで変身ってのは起こるんだろう。

　階段の途中で座る。紅あか音ねは地上を、じっと見つめていた。

「誰だれかに気づかれた？」

「いえ、それはないんですけど……」

「どうかしたの」

「誰かにずっと、見られていたような気が……」

　彼女は相変わらず気弱な感じだったが、口調は真剣だった。

　俺も見上げた。通行人はちらちらしているが、こっちをのぞいている人物はいない。

「わかんねえな」

「そうですよね。気のせいだと思うんですけど」

「いつごろから？」

「ずっとです。デパートから……」

　俺は首筋を押えた。ケンプファーだったとき、このあたりがぴりぴりしていたのだ。もしかして、あれは誰かに見張られているからなのだろうか。

　そいつが、俺のことを戦う相手だと知って、ずっと監視していたのだろうか。しかも、女から男に戻るところも目撃したとすると……？

　よく分からん。思い当たる敵は、図書館で戦ったやつだが、顔も知らないのだ。

「……出ようか」

　俺は紅音に言った。

「出ます？　ますみちゃんが」

　そうだった。いいよ、と言おうと思って気がつく。男に戻ってるじゃないか。

　俺は急いで下へと降りた。踊り場の陰に隠れると同時に、ますみの声がした。

「いえーい、追いついた！　……ありゃ、ナツルさんは？」

「あ……えっとね、帰ったの」

「なんでなんでー、もう帰っちゃうの？」

「う……うん。ますみちゃんによろしくって」

　そんなこと言ってないが、仕方ないか。

「また会いましょうって言ってなかった？」

「えっと……言ってた」

　こら。言ってない。

「ならいっかー。ナツルさんどうやって帰ったの？　ここ駐車場なんだけど」

「あ……そ…その、オートバイ……オートバイなの。びゅーんって、乗ってっちゃった」

「すっごーい。超かっこいいねー。乗せてもらいたいな」

「のっ、乗せてくれると思う……」

　バイク持ってねえし、免許もねえよ。紅音は誤ご魔ま化かそうとするあまり、むちゃくちゃなことを口走っていた。その後も、走り屋だレーサーだジョッキーだと話は膨らみ続け、あやうく俺おれは戦闘機パイロットにさせられそうになった。

「あ、あたしたちも帰りましょう」

「そーだねー。ナツルさん、スーパー行かなくていいのかなー」

　よくはないが、そこに居座られちゃ出るに出られないんだよ。

　これで今晩はカップラーメンに決定。俺の栄養不足はこうして着々と進行するのであった。





　　○






　一応俺は慎重に帰ったが、襲撃はされなかった。家ではハラキリトラがなにか聞きたそうにしていたので、押し入れに放ほうりこんで無視した。今夜一晩くらい、静かにすごしたい。

　翌日、以前の轍てつを踏まないよう、走って登校することにした。そのためか、遅刻ではなかった。クラスメートが「お前にしては珍しい。雪が降るな」と言ったので、とりあえず中指を突き立てたら、きょとんとされた。いけね、紅あか音ねの粗暴がうつった。

　授業は適当に流し、全すべてが終わると、俺はいち早く帰り支度をする。理由は単純。昨日は休憩したが、今夜からはハラキリトラをどつくのだ。あいつがトラブルの元凶なんだから、責任を取ってもらおう。

　逆さにでも吊つるしてやるかと考えていたら、声がかかった。

「瀬せ能のう！」

　東ひがし田だだった。昨日の事なんか、まるでなかったような顔をしている。当然か。

「なんだよ早いな。一緒に帰ろうぜ」

「用があるんだよ」

　なれなれしく肩に手をやろうとするのを、昨日と同じく邪険に振り払う。

「用ったってどうせ昼寝だろ。買い物があるんだ、付き合え」

「昼寝じゃねえ。どうせお前の買い物は、デジカメ用のプリント用紙かなんかだろ」

「分かってるじゃねえか。隠し撮りした女の子の写真を印刷しなきゃならないからな。友達のよしみで、安値で譲るよ」

「いらん」

　本当は沙さ倉くらさんのが欲しいのだが、あえて意地を張った。東田のやってることはガチの盗撮なので、学校にマークされているのだ。取り引きしてるところを抑えられれば、俺まで連座で処罰される。

「そう冷たくすんなよ。昨日な、星せい鐵てつ学院のかわいい娘を見つけたんだよ。準備はきちんとしとかねえと」

「……そのかわいい娘ってのは誰だれだ」

「名前は知らないんだ。帰り道に見つけてなあ。すげー可愛かった。あんな娘を見たことなかったなんて、美少女同好会会長の名折れだ」

　いやお前は知ってるよ。俺おれだ。

　もちろんこんなことを教えるわけにもいかず、俺は黙って帰り支度を続けた。東ひがし田だは調子に乗って喋しやべり続けている。

「無口で無愛想なんだけどな。すげー強いぞ。ナンパしてきたやつらを、脅かして追っ払ったからな」

「どうでもいいじゃねえか」

「馬ば鹿か、あの強気なところがいいんだよ。男みたいな声してんだぞ。そういやナツルにそっくりだ」

　そうだろうよ。

「罵ののしられたら、きっと気持ちいいだろうな。なあ、失うせろって怒鳴ってくれないか？」

「…………」

　こいつの性癖に口出しするつもりはないが、正体が露見するようなこともしたくなかった。

「いつか写真撮ったら、お前にも売ってやるよ」

「いらね」

「なんだよ素っ気ない。じゃあよ、代わりに今度、水み琴ことちゃんを撮らしてくれよ」

　俺は眉まゆをひそめた。

「本人に頼めよ」

「俺の頼みなんか聞いてくれないよ。お前が頼りだ」

「俺だって無理だ。いつ帰ってくるか、知らん」

　さっきから名前の出ている水琴というのは、近こん堂どう水琴なる女の子である。いわゆる幼なじみだ。俺の。

　幼なじみといっても特になにもなく、他人よりちょっとばかり話しやすい関係にすぎない。俺より一歳下の高校一年生で、やはり星せい鐵てつ高校に通っている。もっとも今は休学中。両親が学者で世界中を飛び回っており、水琴も引っ張られているのだ。

　可愛い系だが気が強いので、東田のモデルになってくれなんて言ったら、殴られるかもしれない。そう言おうとしたが、こいつはもう手帳になにやらチェックマークを付けていた。

「お前は女を撮ってりゃ幸せなんだな」

「おうよ。世の中にこれほど楽しいもんはない。隠れて撮ればなおいい。超望遠でプールの授業を撮ったときはスリルがあった」

　いつか絶対逮たい捕ほされるぞ。もし捕まって俺に証言を求められたら、「前からこんなことばかりやってました」と言うつもりだ。その方が世の中のためになる。

「女といえば知ってるか。昨日の昼休みの図書館の騒動」

　俺はどきりとした。こっちはナンパうんぬんと違い、備品を壊している。

「ど、どんなことだ」

「なんかな、揉もめ事があったらしいんだ。しかも女の子だって」

　東ひがし田だは身体からだを乗り出した。こいつは憎たらしいくらい耳が早い。

「女の子同士の喧けん嘩かだ。三、四人」

「女でも喧嘩くらいするだろ」

「口喧嘩程度じゃない。暴れ回ったんだと。本棚倒して滅め茶ちや苦く茶ちややったらしい。学校側は大騒ぎだ」

「ふーん」

　俺おれは極力無関心を装った。手がかりすら与えてはいけない。こいつに迂う闊かつなことを喋しやべったら、明日にはアルゼンチンまで伝わっている。

「誰だれがやったのかわかったのか」

「まだだ。図書館にいた生徒たちが逃げ出したからな。当事者も口をつぐむだろうし、わかんねえだろ」

「だよな」

　手で胸をなで下ろすわけにはいかないので、心の中でほっとした。

「そういやお前、昨日の昼休みどこにいたんだ」

　ぎく。

「女子部の誰だかに呼び出されていたような……なんか駅でも見たような娘が……」

「お……おいおい。喧嘩してたのは女だろ。俺は男だぜ」

「だから、見てたりしなかった？」

「見てねえよ」

　それどころか当事者だったが、もちろん話すつもりはない。

　俺は東田との会話を打ち切った。知らないうちに時間がすぎている。さっさと帰宅してあのぬいぐるみを懲らしめてやろうとしたのに、なんか怒りがしぼんできた。

「帰るぞ」

「だから付き合えよ」

「わかったよ。代わりになんかおごれ」

「おごりは嫌だな。ただで秘蔵写真をやる」

「付き合うのやめた」

　俺はさっさと歩いた。東田の趣味を手伝うのも、時と場合による。そっちのやる気も薄れてきた。

　教室を出ようとして、俺は足を止めた。背中に東田がぶつかる。

「いてえぞ」

　無視した。目の前に女子部の生徒がいたからだ。

「あの……」

　弱々しい声にうつむき加減な顔。そこにいたのは普段の紅あか音ねであった。

「あれ、また俺に用？」

「はい……」

「なに？」

「えっとですね……会ってもらいたい人が……」

「紅あか音ねちゃんに会ってるじゃないか」

　ちゃん付けで呼ぶのはまずいかとも思ったが、猛犬モードではないので、なにも言い返してこなかった。

「あたしじゃないです……その……」

　彼女はすっとどいた。すると廊下の向こうから、別の女子生徒がやってくる。

　俺おれに手を振っていた。

「ナツルさん」

　沙さ倉くらさんであった。昨日から三回目。回数が多いが、それでもありがたみは薄れない。美人と出会うのは何回でもいいもんさ。

　背後では東ひがし田だが仰天している。そりゃそうだろ。かの沙倉楓かえでが俺を訪ねてきたんだから。

「お……おい……」

　この男は俺の制服を握りしめることまでしている。なにびびってんだか。こっちは沙倉さんにゃ慣れてんだ。

「なんで、あの人が……」

　どこのなにさんだよ。俺は沙倉さんの後方に目をやり──東田と同じように驚倒した。

　そこにいたのは星せい鐵てつ学院の生徒会長にして天才三年生、三さん郷ごう雫しずくだった。

　一分の隙すきもない完かん璧ぺき少女。雫を表現するとこうなる。モデルのような体型と美び貌ぼう。洗練された物腰。抜群の頭の切れと運動神経。全教科満点というとんでもない成績で星鐵学院に入学し、「こんな優秀な生徒が入ってくるとはなにかの間違いではないのか」と教職員に余計な心配をさせ、一年生にもかかわらず生徒会長の座に着くと、ゆるみがちだった校内を途端に引き締めた。かといって話のわからない権威主義者でもなく、生徒の権利だけは身を挺ていしても守る。入学時から多大な人望を集め、あまりにパーフェクトなので取っつきにくい印象すらある。そんな女子生徒であった。

　俺は小声で紅音に、

「お……おい。俺に用って、生徒会長か」

「……うん」

　紅音はそっとうなずいた。

「なんか、男子部に用があるみたいなんです。ついでに一緒に来てくれって言われちゃって、ナツルさんのクラスに……」

「え……どうして……」

　と言ったのは俺ではなく東田。

　なんで生徒会長ともあろうお方が、こんな場末のクラス──俺たち二年四組は、なにやらせても下から数えた方が早いのだ──にやってきたのか。東田はそう言いたいらしい。

　俺おれも同感だ。生徒会長という役目柄、雫しずくは男子部にも結構顔を出す。ただし余計な会話は一切しない。必要なことだけを伝え、用が終わったらぱっと帰る。しかもその間、相手に話をさせるような隙すきを与えなかった。「楓かえでを堕とせば東大だって受かる」との言い伝えは前にも述べたが、こっちは「雫様と世間話ができれば寿命が延びる」とまで言われていた。ちなみに「雫様」って呼んでるのは俺ではなく、「三さん郷ごう雫様に罵ののしってもらう会」なるマゾ男子で構成された非合法部活動の連中である。

　その雫が、なんの感慨もない目つきで、俺のことを眺めている。

「えー……あのー……」

　俺はたじろぎながら話しかけた。とにかく、この生徒会長は隙すきというものがない。

「……」

　値踏みでもしているのか、返事がない。むしろ首実検のようで、処刑される寸前みたいだった。

　背後では東ひがし田だが、「カメラカメラ」とつぶやきながら離れていった。俺を置いていくなよ。心細いじゃないか。

　仕方がないので、一人で訊きく。

「なんの用でしょう……？」

　俺ごときに生徒会長様はお言葉を発してくれた。

「私じゃない。楓が」

　雫は顎あごをしゃくった。沙さ倉くらさんがぺこりと頭を下げる。

「あ……そうですか」

「私もある」

　素っ気なく付け加えていた。

　俺は完全に腰が引けていた。男女問わず誰だれもが敬う生徒会長が直接来訪とは、なんの用件だろう。たんなる雑用だったら、本人は生徒会長室に陣取り、手下を派遣すればいいのだ。いや手下がいるかどうかは不明だけど。

　ざわざわと騒ぎ声がする。沙倉さんと雫の美女ツートップに注目が集まっているのだ。この二人が揃そろっているところなんか滅多に見られないから、このままだと写真撮影まではじまりそうだ。

「え、えーと。あのー」

　俺は狼ろう狽ばいしていた。二人と紅あか音ねを廊下に立たしておくわけにはいかない。東田といえばカメラを持ってこようとして転倒し目を回しており、まったく役に立たない。

「と……とりあえずどこかへ」

　俺は背中を押すようにして、教室から離れてもらった。




　俺は使われていない部室に全員を案内した。男子部室棟にある空き部屋である。男女の交流に厳しい星せい鐵てつ学院では、部活動も男女別に分かれており、たとえば文芸部なら「男子文芸部」と「女子文芸部」となっている。同じ活動をするところが二つもあるため、当然部員の数は少なく、どこも部員減少に悩まされている。おかげで空き部屋には不自由しなかった。

　もっとも非合法部活動となると男女の境もなにもないから、逆に盛況を誇っており、入部希望者も後を絶たない。統制が強まると闇やみが盛んになる見本みたいな現象だが、これは余談。

　使わせてもらっている、というか勝手に使っているのは、去年まで存在していた映画研究部の部室。映画を観るだけではなく撮ることまでする本格的な部活だったが、三年生が引退して廃部となった。最後はたった一人だけとなり、部長兼監督兼助監督兼脚本兼カメラマン兼大道具兼小道具兼主演兼脇わき役やく兼……と膨大な肩書きに埋もれていたらしい。それでも活動だけはしていたそうだからたいしたものだ。

　なくなって一年しかたっていないので、備品や機材はそのまま残っていた。俺おれはとりあえず椅い子すを引っ張り出して、座ってもらった。

　車座ではなく、紅あか音ねと沙さ倉くらさんと雫しずくが並び、俺と向かい合わせのようになった。まるで面接だ。

「えー……」

　とりあえずなにか話さにゃならんと思い、俺が口火を切った。

「生徒会長はどんな用です……？」

「昼休みに図書館であったこと、知ってるわね」

　雫が単刀直入に言った。余計な雑談や修飾が一切ない。伝えたいことをずばり告げるのだ。「取っつきにくい」と評されるゆえんでもある。

　さて、知ってるもなにも当事者だ。しかし生徒会長様に「俺のしわざです」と答えるわけにもいかない。

「さっき東ひがし田だから聞きました。あ、東田ってのは、教室で俺の後ろにいて……」

「目を回した男子ね。美少女研究とかの子でしょう。知ってるわ」

　なんで知ってんだ。

「あなた、図書館にいた？」

　げっ。

　俺は飛び出しそうになった心臓を、なんとか飲み込んだ。さすが完かん璧ぺき生徒会長、いきなり核心を突いてきた。東田のアホに追及されているのとは比べものにならない。

「いやあ……そんな……」

　紅音がちらちらと俺に視線を向けてくる。こら、あまり心配そうにすんな。バレちまうだろ。

「どうなの」

「なんのことやら……本とか縁ないし」

「いたのね」

　雫しずくは俺おれの言い訳なんか、はなから聞く気がないようだった。

「いたなら、名乗り出てもらわないと」

　腕組みをして、俺を見つめる。

「あの騒ぎで図書館の蔵書数十冊、スチール本棚二つが廃棄になったのよ。責任を追及する気はないけど、私は先生に誰だれがどこにいて、なにがどうなったか報告しなきゃならないの。わかる？　少しは生徒会の作業量を減らしてもらいたいわね」

　いたもなにも、当事者なんだが。

　それにしても雫の台詞せりふは冷たい。口調が冷え冷えして、体内をえぐる感触すらある。おまけにちょっと気持ちよかったりもして、校内のマゾ男子どもが憧あこがれるのもわかる。

「あ……あの……」

　恐る恐る口出ししたのは紅あか音ね。

「ナツルさんは男の子です。図書館で騒いだのは女の子だって……」

「あなたも図書館にいたんでしょう」

「……え……」

「いたわね」

　たったそれだけで、雫は紅音の反論を封じた。

「暴れたのは女子。それくらい知ってるわ。避難した生徒が証言している」

　じろっと俺をにらむ。












「でも男子か女子かなんて、あまり意味がないの。騒いでいたのが、結果的に女子だったのが問題。結果的にね」

「……」

　俺おれと紅あか音ねは黙り込んだ。雫しずくの台詞せりふには含みがある。表情に変化はないが、言外になにかを匂におわせていた。なにかってのはまあ、なにかなんだが。

　さすが完かん璧ぺき超人、雫は俺と紅音が現場にいたことを見破っている。どうもそれの確認に来たらしいが、他にも材料を握っている気配である。どうも怪しい。いや、怪しまれているのはこっちなのか。

「なにか言いたいことがあったら、どうぞ」

「……」

　言えるわけがない。喋しやべった順に殺されそうだ。

「ないようね」

　はい。ございません。

　雫は立ち上がった。話はもう終わりらしい。俺と紅音が絶句したのを、推理の裏付けとしたのだろうか。

「私は女子部に戻ります」

　と雫は言った。

「どうしてあなたたちと話をしに来たのかは、沙さ倉くらさんに聞いて。種明かしをしてくれるわよ。……そうそう、女子の二人はあまり男子部に長居をしないで。風紀が乱れる元」

　それだけ告げると、生徒会長は特に挨あい拶さつもせず、元映研部室から出ていった。

　雫が遠ざかると同時に、俺はどっと汗をかいた。

「あー、びびった」

　椅い子すからずり落ちそうになる。

「生徒会長と話したのははじめてだけど、すげえ迫力だな」

「三さん郷ごうさんはいつもああです……」

　紅音も疲れきったように言う。

「図書委員会にもたまに顔を出して、すごく厳しいこと言うんです。予算に不備があると絶対に会議を終わらせないし……」

「生徒会の責任者なら、それくらいきついほうがいいんだろうけどな」

　いくら美人でも、四六時中一緒にいると、こっちが先に参りそうだ。一緒にいる機会なんてそうそうないにしても。

「……あの、ごめんなさい」

　と言ったのは沙倉さんだった。申し訳なさそうにしていた。

「図書館のこと、わたしが雫ちゃんに話したんです。ナツルさんもいたかもって言ったら、いきなり男子部に行くって」

　なるほど、種明かしとはこれか。しかし二年生の沙倉さんが「雫ちゃん」とはまた。

　沙さ倉くらさんも気がついたようで、

「雫しずくちゃんとは、小さいころからお友達なんです。ずっと前から雫ちゃんって呼んでいます」

「はじめて聞いた」

「あまり他の人に話してませんから。雫ちゃんそのころから大人びていたんです。小学生の時なんか、芸能プロのスカウトの人に、年上の役をやらないかって言われ続けていたんですよ」

　ほほう。星せい鐵てつ学院きっての美人二人が友人同士とは、男がよからぬ妄想をふくらませるのに十分な設定ですな。

　紅あか音ねはそんな俺おれの思考を読み取ったかのように、ちょっとばかり恥ずかしそうな表情をした。猛犬女だったら、考えた途端に頭を撃ち抜かれるかもしれない。

「そういや沙倉さんも、俺に用事があったんじゃ……？」

「あ、そうでした」

　沙倉さんは椅い子すに座り直し、居住まいを正した。

「実は、図書館でナツルさんを見かけたときも聞こうと思ったんです」

「はあ」

「あのですね……」

　そこまで話し、なぜか彼女は顔を赤らめた。

「ちょっとお話が……」

「いやそれはわかってるけど」

「えっと……」

　ちらちらと隣をうかがっている。

　紅音はそっと椅子から立った。

「あの……あたし、ちょっと出てます……」

　そう言うと部室の戸を開けていなくなった。なんだ？

　沙倉さんは口の中でどうもだかありがとだかつぶやいていた。意味がわからん。

「……ナツルさん」

　彼女は改まった。なぜか俺も丁寧語になる。

「はい」

「あの……わたし、気になる人がいるんです」

　ぴん、ときた。

　一人が気を利かせていなくなり、残った女の子は顔を赤らめる。これはもう答えは一つしかない。

　告白である。相手はなにを隠そう、この俺だ。

　そこ、笑うんじゃない。わざわざ二人きりになって、しかも「気になる人」と言われれば他に解釈のしようがないだろ。

「昨日もその人にあったんです。なんか……忘れられなくなっちゃって……」

　うつむき加減に話している。俺おれは顔がほころぶのを抑えようと必死だった。

　喜ぶなと言われたってこればかりは無理だ。校内二大美女の一人が、俺に告白しようというのだ。短い人生の中でも最大の幸福である。

　考えてみれば、どうして図書館に沙さ倉くらさんがいたのか、これで理由がつく。俺を捜していたのだ。むろん、告るためである。ところがあんな騒動になってしまったのでタイミングを逃したのだ。

　いままで俺がモテなかったのは、貯金のようなものだ。「モテ」を預けていたのでモテず、今になって利子つきで返ってきたと考えるのが妥当。これが東ひがし田だの耳に入ったら、あいつは心臓麻ま痺ひを起こすだろうが、まあいい。アホの命より俺の幸せが大事だ。

「それでですね、その……」

　なかなか言おうとしないが、無理もない。沙倉さん、俺はいつでも準備オッケーですよ。

「ナツルさん知らないかなって……」

「ん？」

「あの人……」

「は？」

「あの女の人」

　俺が目をぱちくりさせていると、沙倉さんは身を乗り出しながら言った。

「わたしを助けてくれた格好いい女の人、ナツルさん知りませんか!?」

　頭をぶん殴られたようになったが、なんとか俺は返事をした。

「お……女の人って、もしやあの乱暴者……」

「違うんです。すごく乱暴な人に銃を向けられたんですけど、助けてくれた人がいるんです」

「は!?」

「素敵な人なんです。無口だけど格好よくて」

「そ……それって……」

　俺の頭は混乱する一方だった。紅あか音ねじゃないなら、もう一人しかいないじゃないか。

「わたしその人のことが……ナツルさん、紹介して！」

　沙倉さんは目を輝かせていた。対照的に俺は、言葉を失ったまま椅い子すから転がり落ちた。





　　○






「はっはっは」

　ハラキリトラは、年寄りみたいな笑い声を上げた。

「そりゃまた災難ですなあ」

　俺は返事代わりに、ぬいぐるみをゴミ箱にぶちこんだ。

「またですかもう。ゴミ扱いはやめてくださいよ、大人げない」

「やかましい！」

　俺おれはゴミ箱に向かって怒鳴った。

「沙さ倉くらさんに好きなやつができたんだぞ、これが怒らずにいられるか！　ああ、あの美しい沙倉さんがなんてこった」

「それってナツルさんのことでしょ？」

「女の俺だ！」

　ゴミ箱を持ち上げて逆さにした。紙くずと一緒にハラキリトラが落ちてくる。乱暴に摑つかむと顔を近づけた。

「いいか、ショックを受けた理由は二つある」

　俺は紅あか音ねの口調を真ま似ねた。

「一つは、沙倉さんに好きなやつができたこと。もう一つは、沙倉さんが女に惚ほれたってことだ」

　東ひがし田だが以前、「沙倉楓かえでが男の誘いを全部断っているのは、女好きだからって噂うわさがあるぞ」なんてことを言っていた。もちろん俺は冗談だと思ってたし、東田も笑いながらだった。本当にそうだなんて、ショック以外のなにものでもない。

「お前のせいだぞ。どうしてくれる」

「八つあたりですねえ」

「お前が俺を女にしなきゃ、こんなややこしいことにはならなかったんだ」

「別に女好きでもいいじゃないですか」

　ハラキリトラはもそもそ動いて、俺の手から逃れた。

「学生ってのはリベラルなもんでしょ。差別はいけません」

「俺は男の俺に惚れて欲しいの！」

「男のナツルさんに魅力がないんですね」

　俺はぬいぐるみをフリーキックの要領で蹴けろうとしたが、避けられたせいで空くうを切ってしまった。

　いやもう告白（？）された後のことときたら、ほとんど覚えていない。

　元映研の部室で、俺は半分意識を飛ばしながら床に転がった。沙倉さんはそんな俺を介抱しつつ、やっぱり「わたしを助けてくれた格好いい女の人」について訊きいてきた。彼女曰いわく、「うちの制服を着ていたけど、どこを探してもいないんです」

　そりゃそうだよな。なにしろ目の前で卒倒してるやつと同一人物なんだから。

　なんというか泣きたくなるような話だったが、名乗り出るのはぐっと我慢した。へたに納得されると、戦いの場に巻きこんじまうかもしれないからだ。好きな女を危険にはさらせねえ。くう、俺って健気。

　どうせ話しても信じてもらえないだろうしな。「ナツルさんって想像力あるんですね。それとも誇大妄想狂？」とか思われるのがオチだ。俺は断じて現実と妄想を取り違える男ではない。噓うそ。結構ある。

　そんな俺おれの感情とは裏腹に、いや裏腹もなにもないか、沙さ倉くらさんは俺に「このことは内緒にしてください」と言ってきた。同性愛の噂うわさが広がるのが嫌なんだって。

　俺は意識の大半を失いながら承諾した。そもそも、なにを言われても「うん」以外の回答がない状態でもあった。彼女はおまけに「あの女性を紹介する」約束まで引き出した。まったく情けない話だが、あの美形で迫られたので断れなくなってしまったのだ。男ならこの気持ち、わかってくれると思う。

　しかしだな、一体どうやって紹介すりゃいいんだ？　俺の身体からだは一つしかない。「こちらが君を助けた……」なんてできないだろ。悩んだあげくハラキリトラに、これまでのことも込みで相談したら、冒頭の笑い声となったわけだ。

　ハラキリトラはにやにや笑いを消さなかった。元々薄笑いを浮かべているようなぬいぐるみではあるんだが。

「女の時に会ったらどうです？」

「会えねえよ。女になっても声は男のままだ。バレるだろ」

「バレて不都合が？」

「大ありだ！　女装趣味の変人だと思われたらどうすんだ。軽けい蔑べつされておしまいだぞ」

　いや、彼女は優しいから軽蔑はしないかもしれない。だがランクが「中学からの知り合い」から大幅に下落することは間違いない。下手すると「極力接触を避ける」になるかもしれん。

「そうなったら俺は最後だ。格好いい女の人に憧あこがれていた沙倉さんを傷つけ、おまけに軽蔑されるんだあああ！」

　俺は頭を抱えて転げ回った。ここに他人がいたらためらわず救急車を呼ぶだろう。しかも黄色い方。

　ハラキリトラは救急車を呼ばなかった。猫みたいな手じゃ電話がかけられないからだろうな。

「素直にあきらめて、ケンプファーへの道を選びましょう。戦いの場に女は不要です」

「女で戦うじゃねーか」

　俺は身体を起こした。

「つーか、自分の意思で女に化けられるのか」

「ある程度スキルが上がると、できるみたいですね」

「スキル？」

「あー、ケンプファーになれるとコントロールができます。ナツルさんはまだ難しいんじゃないんですか」

　そういや紅あか音ねも、自分の意思で変身できると語っていた。

　ふと思いだし、俺はハラキリトラに図書館であった襲撃事件について話した。さすがのぬいぐるみも、今度は余計なことを言わなかった。

「ほお、ついに敵のケンプファーに出会いましたか」

「びびった。すげー勢いで攻撃してきた。しかも姿が見えん」

「場なれしてそうですね。大変だ」

　人ごとみたいなことを。

「強かったぞ。あれも女なんだろうな」

「それは間違いないです」

「星せい鐵てつの生徒なんじゃないかって思ってんだが」

「それもそうでしょう。ケンプファーって、特定の場所に固まる傾向があるんですよ」

「なんだそりゃ」

「つまりですね、一人のケンプファーがいると、二人目、三人目も近くに出現するんです。なんかそういうことになってるんですよ」

「出現っていうか、お前らが勝手にそうするんだろ」

「モデレーターが、ですけどね」

　迷惑な話である。まるで戦闘を煽あおっているみたいじゃないか。

　俺おれは考え込んだ。誰だれだか知らないが、敵のケンプファーが同じ学校にいることは、九十九パーセント間違いない。九十九・九九九パーセントに格上げしてもいい。いや、ここは控えめに九十九・九九くらいにするか。とにかく手を伸ばせるところにいる。

　問題は、そいつはこっちの正体を知っていそうなのだが、こっちはまったく知らないとこにある。俺と紅あか音ねが変身したのは、明らかに敵が接近していたからだ。はじめから狙ねらっていたとしか思えない。

　ちょっと困る。困るどころじゃない。かなり不利だ。これから学校へ行くたびに、警戒しなきゃならなくなる。

　俺は知らず知らずのうちに、腕を組んでいた。紅音に相談しようか。でも変身前の彼女はおどおどしてるだけだし、変身後は「片端から殺せばいい」なんて言うに決まっている。もっとこう、効率がよくて効果的な策はないものか。

「あのー」

　ハラキリトラが呼びかけていた。

「なんだ、アホぬいぐるみ」

「アホはないでしょう。お悩みだったら、いい手がありますよ」

「なんだよ」

　俺は疑いの目つきでハラキリトラを眺めた。どうもこいつの言うことは信用できない。隠しごとが多すぎるんだ。そういえば臓物アニマルシリーズの説明文でも「ハラキリトラは一番腹黒」と書いてあった。

「仲間を探すんですよ」

「は？」

　思わず聞き返してしまった。

「仲間なら紅音がいるぞ。狂犬みたいな女だけどな」

「他にもいるかもしれません。敵は今のところ一人でしょう。三人もいればなんとかなるんじゃないですか」

　一理ある。あの鎖つきの短剣は二本だった。三人いれば一人はフリーとなる。そうすりゃ勝つ確率はぐっと上がるというもの。

「もう一人いれば安心だな」

「でしょ」

「でも本当にいんのかよ」

「さっき言ったでしょ。ケンプファーは固まる傾向にあるって」

「そりゃ聞いたが、どこにいるんだ」

「さあ、そこまでは」

「役立たず」

　思わず罵ののしった。そこが肝心なところじゃないか。どうやって探せってんだ。

「根気よく探せばきっと見つかりますよ」

「根拠のねえこと言いやがって。腕輪があるかどうかしか、手がかりないじゃないか」

　俺おれは右腕を叩たたいた。これのあるなしで判別はつくが、片端から生徒の袖そでをまくるわけにもいかない。スカートめくりとどう違うんだ。

　ハラキリトラは「そういやそうですね」と呟つぶやいて考え込んだ。元が元なので、あまり思案してるようには見えない。はらわた出てるぞ。

「いっそ、わたしみたいなのを探したらどうです」

「はん？」

「わたしですよわたし」

　ハラキリトラは短い前足を器用に動かして、自分自身をさしていた。

「馬ば鹿か抜かせ。お前なんか一匹で十分だ」

「そうじゃなくて、臓物アニマルシリーズを探すんですってば。紅あか音ねさんもセップククロウサギを持ってるんでしょう。ケンプファーには必ずアドバイザーがついているんです。そこからわかるかもしれない」

　メッセンジャーかと思ったら、言うに事欠いてアドバイザーかよ。しかし着想は悪くない。このふざけた口を利く存在が、他のぬいぐみに取り憑ついている可能性は大きい。

「でも臓物アニマルシリーズじゃなかったらどうする」

「モデレーターって、あまり凝ったことをしたがらないんですよ。ケンプファーだって固めちゃうんだから。同じシリーズのぬいぐるみを使っていると思いますね」

　ハラキリトラは、どんなもんですと、内臓を露出したまま胸を張った。別に褒めたりしない。だってぬいぐるみだしなあ。

「でも臓物アニマルシリーズったって、多いんだよな」

「売れてないんでしょ。袖をまくるよりは楽ですよ」

「どうして売れてないって知ってんだ」

「調べましたから」

　見ると、俺おれのパソコンが動いており、ブラウザがたちあがっていた。こいつ化学繊維の分際で、ネットサーフィンをしていたらしい。

「一日中部屋にいても退屈しないもんですね。クリックは大変でしたけど」

　その指じゃそうだろうな。

　とにかく、なんとなく筋道が見えてきたので、ちょっと安心した。手探りで敵と戦うよりは、ずっと気が楽になる。

　俺はジュースでも飲むつもりで、一階に下りようとした。

「あ、ナツルさん」

「お前、ぬいぐるみなのに飲む気か」

「飲めません。それより楓かえでさんのことはいいんですか」

「え？」

「女のナツルさんを紹介してくれって言われたんじゃ」

「あ……」

　俺はへたり込んだ。そうだった、話題が変わったので失念していたが、そっちで悩んでいたんだった。

　はっきり言って、敵がどうのこうの言うよりよっぽど悩みは深い。なにしろ妙案がないんだから。

「あー、どうしよ。紹介するって言っちまったぞ」

「やっぱり断ったらどうです」

「そんなことできるか。沙さ倉くらさんを裏切るようなもんだ」

「じゃあ名乗り出るしかないですねえ」

「したくねえなあ」

「他に解決方法、ないんでしょ？」

　ハラキリトラが薄笑いをする。

「なるべく喋しやべらないようにするしかないですねえ」

　それじゃ紹介にならねえよ。

　しかし他に方法がないんだね、これが。沙倉さんは女の俺に会いたがっていて、俺は承知してしまった。じゃあどうしましょうってことだ。どうもこうもねえよなあ。

「無言のまま会話するか……」

　すげえ矛盾だな。テレパシーでも使わなきゃならん。

「しかも女の子の姿で、でしょ」

「うあー、そうだ」

「紅あか音ねさんに頼むしかないですねえ。ケンプファーは、戦う気があるか、他にケンプファーがいれば引きずられて変身します」

「俺は変身できねえけどな」

「だから紅あか音ねさんに変身してもらって、そばにいればいいじゃないですか」

「む……」

　なんだかぬいぐみに説得されているようでしゃくだが、確かにその方法があった。無理なく……かどうかは知らないが、女の姿になれる。しかしそうする前に、紅音があの猛犬になるわけで、へたすると俺おれの頭に発砲するかもしれん。物騒すぎる。

　ハラキリトラを見たが、「言うべきことは言った」とばかりに黙りこんでいた。寝てはいないだろうけど。

　俺の脳みそは考えすぎで溶けそうだった。謎なぞの敵に気をつけなきゃならんし、できれば味方も探したい。沙さ倉くらさんには女の俺を紹介しなければならず、そのためには紅音の助けが必要だ。これらが一挙に解決できる名案はないものか。

　俺はなおも考え込んだ。やはりというかなんというか、ろくなアイディアも浮かばないまま、次の日を迎えることになった。





　　○






　俺は登校すると、休み時間を待って図書館に駆け込んだ。東ひがし田だが「お前が字を読もうとするなんて、新しい病気か？」なんてぬかしたが、用件は本じゃない。

　図書委員の紅音は、思った通りカウンターにいた。特に急ぎの用事はないようで、所在なげな様子だった。

「紅音ちゃん」

「……ナツルさん？」

　俺は手招きをして、隅のテーブルに呼び出した。

「なにかあったんですか」

　昨日、紅音が席を外したあとにあったことを、手短に説明した。彼女も興味深げだったが、紹介のくだりを聞くと、さすがに驚いていた。

「あたしが、ナツルさんがケンプファーになるお手伝いをするんですか……？」

「うん」

「沙倉さんに会うために……？」

「うん。最初は紹介を断ろうかと思ったんだけど、やっぱり沙倉さんにひどいことはできないから。元々あこがれていたしさ。とりあえず女になって、こう、色々と」

　紅音は若干うつむいた。頰ほおを膨らませているような気もする。

「すまないけど、頼む」

　俺は頭を下げた。

「まあ…いい……ですけど……」

　実に気乗りしなさそうだ。理由は不明。というか、女の子の心情なんか、俺には一生分からない。

　気乗りしていないのは俺おれも同じ。いや、どんな形であれ沙さ倉くらさんと会えるのは嬉うれしいんだが、やはり女の俺なので、気持ちは人工衛星の軌道計算よりも複雑である。

　会ってなにを話すかは決めていない。そもそも話せるかどうかが問題なので、そこまで頭が回っていないというのが本音。どうも人生ってのはうまくいかない。

「でも、あたしで構わないんですか……？」

　ぽつりと紅あか音ねが言った。

「他にケンプファーの知りあいいないから」

「あたし……変身すると乱暴になっちゃうんですけど……」

　小さくなる紅音。

「いやそれは……別にいいよ。他には手はないし、俺が頼んでいるんだから」

　実はそのことは、俺の懸念の種でもある。紅音が変身した途端「なにい、楓かえでに紹介？　なに考えてんだ色ぼけケンプファー。あたしが地獄の魔物に紹介してやるぜ」ばきゅーん、ぐあー。なんてことになりかねない。ぐあーは喉のどから絞り出すようにするのがポイント。

　しばらく迷っていたが、紅音は引き受けてくれた。なんだか申し訳なさそうにしていたので、こっちが恐縮してしまった。

　話が止まってしまったので、話題を変えてみる。

「あのときの女の子はどうしたの？　ほら、テンションが妙な」

「ますみちゃんならずっとナツルさんを探してます。休み時間になるたびに、二年の教室に走って、いない、いないって……」

　そりゃいなかろう。一度だけ、女子部の校舎から「いないー！」の絶叫が聞こえてきたが、あれがますみだったのか。

　そういえば、と俺は中を見回した。昨日ここで暴れた──俺は暴れてないよ──わけだが、そんな様子をうかがわせるものはどこにもない。

「今朝、生徒会長と生徒会の人が来て、かたしていったんだそうです」

　疑問に紅音が答えてくれた。

「手際よくやってくれたので楽だったって、委員長が言ってました」

　さすが生徒会長様、ご苦労なことである。わざわざ出張ってくるのも大変だろうに。

「それで、あと沙倉さんにも話をつけて欲しいんだけど」

「え……」

　紅音はなんだか戸惑っていた。

「男の俺は女子部まで行けないから」

「あたし、沙倉さんとはそんなに親しくないです……」

　また小さくなる。

　銃を片手に他人を罵ののしる猛犬バージョンと違い、今の紅音は引っ込み思案で人づきあいが苦手である。星せい鐵てつ学院にときめく沙倉楓とは、話をするのも苦労しそうだ。

「いやほら、昨日、沙倉さんも紅音ちゃんと一緒に、男子部まで来たじゃん。もう一度お願い」

　俺おれは両手を合わせて拝んだ。もう一度沙さ倉くらさんが、男子部に来てくれればいいんだが、今度こそ大騒ぎになりそうだ。また東ひがし田だが気絶する。

「はあ……」

　紅あか音ねは口を尖とがらせていた。見えないふり見えないふり。

「ありがとう」

　彼女は不服そうであったが、うなずいてくれた。




　で、放課後。

　星せい鐵てつ学院は男女の風紀に厳しい。学校内だけではなく、外での交流にも口出しをしてくるのだ。しかもそれは「自分たちの代は男の子がいなかった。後輩にいい目を見せてたまるか」というＯＧたちのやっかみによる。やだねえ。

　なので、女子部校門のすぐ外で男がぼんやりしていると、収容所の看守みたいな女教師がすっ飛んできて詰問される。しかも職員棟の地下には拷問部屋があって、理由を白状しないと水責めにされるとまで言われているのだ。いやあくまで噂うわさだよ。

　そんなわけなので、俺は少し離れたところにある喫茶店に身を潜めていた。

　ここはサラリーマンをリタイアした店主が、星鐵学院の生徒を見こんで開業した店である。学校の側という立地なので、かなり強気の値段設定だった。ところが当世の学生はシビアなので、見向きくらいはするものの入ろうとせず、店の借金は雪だるま式に増えているらしい。

　俺は死にそうな顔をした店主の入れたコーヒーを、一口すすった。うむ、まずい。値段と味がダブルで客を苦しめているみたいだ。

　帰宅を急ぐ女子生徒が、ちらちらと俺に目を向けていた。制服姿で窓際に座っているんじゃ、見とがめられるよな。

　早く来てくれないと、通報されるかもしれない。制服で喫茶店に入ることを禁止はされていないが、快く思わない教師もいる。生活指導の教師が町中までうろうろしているのだ。まして男が女子部の生徒を待っているんじゃねえ。

　いい加減尻しりがむずがゆくなってきたころ、沙倉さんが出てきた。

　一人だけである。ためらわずにこっちに来る。紅音はきちんと伝えてくれたようだ。

　店の扉が開き、鈴がちりんちりんと鳴った。

「すみません」

　店主よりも先に、俺は「沙倉さん」と返事をした。

　彼女はほっとしたような顔をした。

「よかった。お待たせしましたか？」

「それほど待たなかったよ。少し歩かない？」

「ええ」

　沙さ倉くらさんは承知してくれた。

　俺おれたちは店を出た。ゆっくりと、自宅に向かって歩き出す。沙倉さんと二人だけなんて、学校の男子に見つかったら、引き回されて火あぶりにされるだろうし、教師に見つかったら監禁されてやっぱり火あぶりにされる。でもいいのだ。今この一瞬だけは幸福だ。

「ナツルさん……。あの女の人は？」

　恥ずかしそうに沙倉さんが訊きき、俺の幸福は終わりを告げた。

「えーと、いるけど」

「ほんと？」

　表情がぱっと明るくなる。いいなあ、俺のことならもっといいんだけどなあ。

「近くで待ってるよ。学校で会うのは恥ずかしかったんだって」

　恥ずかしいんじゃなくて、難しいんだけどな。

「会えるんですか？」

「うん。すぐに会える……と思う」

　俺は言葉を濁にごしたが、沙倉さんは気づかなかったようで、しきりとそわそわしている。ちょっとうつむき加減になりながら、どきどきする胸を押えた仕草が、異常なまでに可愛らしい。

「すぐに会う？」

　さしもの沙倉さんも迷ったみたいだったが、やがてうなずいた。

「はい……」

「えーと、ちょっと待ってて」

　俺は走り、信号を渡った。

　店と店の間の小道に、目当ての人物が待っていた。

「待たせた」

「……あー、くだらねえ」

　猛犬女となった紅あか音ねは、実に不機嫌そうに呟つぶやいていた。

　俺は紅音に、変身して待っていてくれるように頼んだのである。なにしろそうしないと、こっちは男のままだからだ。たとえ猛犬だろうと狂犬だろうと、すがるしかない。

　彼女は頭をぼりぼり搔かいていた。

「かったりぃ。さっきから男どもが、あたしをじろじろ眺めていきやがる。見せもんじゃねえってんだ」

　見られるのは当然かもしれない。実はこの女、相当な美形である。人を殺しそうな目つきもマゾにはお薦めで、口を開かなけりゃかなりイケる。

「にらんだらどっかいっちまうんだが、しつこいのがナンパしようとしやがった。うぜえったらねえや」

「ナンパしたやつらはどうした」

「そこでひっくり返ってるよ」

　奥を指さした。見ると、男が数人、仰あお向むけになって気絶している。命知らずな連中である。よくよく眺めてみると、見たことのあるニワトリ頭が。以前俺おれたちに「カラオケ行こう」とナンパしてきた連中だった。今度は変身後の紅あか音ねを口く説どいたってわけか。運が悪すぎる。

「楓かえでの野郎はどうした」

「あそこ」

　紅音は堂々と首を出した。

「……はっ、そわそわしてやがる。便所でマスでもかきてえのか」

　俺も品のない方だとは思うが、こいつには負ける。

「女の俺を待ってるんだよ」

「あいつ馬ば鹿かじゃねえの？　梅毒で頭やられてレズに走ったか」

「こら、沙さ倉くらさんを悪く言うな」

「おめえの女じゃねえだろ。なあナツル、あいつ撃っていいか」

　俺は小声で返事をする。

「やめろ。どんなテロだ。ここはレバノンじゃねーぞ」

「レバノンじゃなくても、レバノンにすることはできるぜ」

　するんじゃねえよ。

　紅音はなおもぶつぶつ言っていたが、俺は聞かないふりをした。腕輪はぴかぴか光っている。余計なことまで気にしている余裕はない。

　腕輪の輝きが俺の全身を包む。やがて女の身体からだとなった。

　紅音がじろじろと視線を走らせる。

「おめえも女になれば、ちっとは見られるようになるよな」

「大きなお世話だ」

「声が同じだぞ。どーすんだ」

「仕方ないから、なるべく喋しやべらないようにする」

「変わった対面だな。なに喋るつもりだ」

「会うのはこの一度だけって言おうかと思ってる」

　ぎりぎりまで悩み、出た結論はこれであった。これならまあ、ずばっと斬きり捨てることにはならず、俺の気持ちも軽くなる。

「無駄じゃねえの？」

「うるせえよ。お前ここにいんのか」

「先に行ってる。あたしが近くにいて欲しいんだろ」

「変身解けちまうからな。無事に終わったら、おごる」

「焼き肉食わせろ。あたしは上カルビが好みだ」

　そんな金はねえよ。

　俺は文句を言うと、沙倉さんの元へゆっくりと歩き出した。

　彼女はしばらくきょろきょろしていたが、俺を見ると目を輝かせた。すぐにしゃんとする。

「あ……あの、わざわざありがとうございます」

　おお、あの沙さ倉くらさんが緊張している。

「この前助けていただいた、沙倉楓かえでです。本当にありがとうございました」

　俺おれは無言でうなずいた。別にいいよ、と態度で示したつもりだったが、多分伝わらなかっただろう。

「わたしがナツルさんに、紹介してくださいってお願いしたんです。ご迷惑じゃなかったでしょうか」

　首を横に振る。

「よかった……」

　彼女は目に見えて安あん堵どしていた。安心してもらうことができて、俺も嬉うれしいですよ。

　沙倉さんはもじもじしていた。

「あの……その……どこか……」

　ここは歩道の真ん中である。どこかに行こうというのだろう。俺は無言で歩き出した。

　二人で並び、そのまま進む。

　会話がない。俺は喋しやべれないし、沙倉さんは緊張している。まるで行進だった。

　やがて意を決したように、彼女が訊きいてきた。

「すみません……お名前は……？」

　なんかますみと同じ質問するなあ。名乗ってないから当たり前なのか。俺はなるべく悟られないように、口をもごもご動かした。

「ナツル……」

　言ってから気づいた。俺の馬ば鹿か馬鹿。本名じゃねえか。あたりまえだが沙倉さんは驚いている。

「ナツルさん……瀬せ能のうナツルさんと同じ名前なんですね。あの人もわたしのお友達なんです」

　お、友達と言ってくれますか。同じ名前っていうか、同一人物なんだけど。

　俺たちはなおも歩き続けた。沙倉さんは俺の制服に、ちらっと目をやった。

「ナツルさん、星せい鐵てつ学院にいるんですね」

　そりゃ同じ高校なので。

「何組なんですか？」

　俺は無言の行を貫いた。というか、なにも考えていないのだ。しかし黙ってるって、意外と辛い。

「あの……」

「……二年……」

　俺は迷った末、学年だけを口にした。

　沙倉さんは嬉しそうに手を合わせていた。

「あ、わたし二年一組なんです。同じですね」

　男子部だけどね。同じ二年生だったのがよかったのか、緊張がかなりほぐれてきた。

「ナツルさんみたいな人がいたなんて、知りませんでした。その……ナツルさんすごく綺き麗れいですから、もっと目立つんじゃないかって」

「別に……」

　素っ気なさを装っているわけじゃない。他に言い様がないんだ。

「転校してきたんですか……？」

「まあ……」

「そうなんですか。わたし、まだ学校で知らないことがたくさんあるんですね」

　そりゃまあ噓うそだし。女子部に籍ないし。でも沙さ倉くらさんは、納得したようではあった。

　俺おれはさりげないふりをして、手首の腕輪に目を走らせた。よしよし。まだ変化はない。女から男に戻るときも、やっぱり光るのだ。

　それからも俺たちは、他愛もない話を続けた。もっぱら沙倉さんが話す役で、俺はなるべく喋しやべらないようにして聞く役。

「ナツルさんって、無口なんですか」

　いえ、喋れないだけです。

「そこもクールで格好いいです」

　意味分からんが、褒めてくれるんだからいいか。

　かなり一方的な会話の流れになっていた。彼女はどうも「自分のことを知ってもらいたい」らしく、色々教えてくれる。恐らく男のままだったら、こうまでプライベートなことを話したりはしないだろう。

　一方の俺は、話すことがなにもない。本当はあるけど、タイミングというものがある。

　さてどうしよう。どこかで「これきり会えない」と告げなければならない。どうやって言おうか。

　あまりはっきり言うのも、沙倉さんを傷つけてしまうかもしれぬ。なので慎重に、さりげなく言わないと。たとえばドラマの話をしながら「ところでもう会えないから」とか。いやドラマじゃだめだな。世界情勢の話題、昨今のイスラエル・レバノン問題について語り合いながら「紛争は終わらないけどこっちは終わり」なんてのはどうだろう。どうだろうもなにも、ただのアホだな。

　そもそも声が声なので、あまり長い話だと、男のナツルだとバレてしまう。短く簡潔に言い渡さないと。ずばっと「別れる」だな。

　いや待て、付き合ってもいないのに別れるはないだろう。「来んな」や「失うせろ」かなあ。しかし、傷つけるだけじゃすまないだろうな。

「それでわたし、あのシリーズにはまっちゃったんです」

　ん？

　いつの間にやら、なにかの商品の話をしていたらしい。俺の疑問に気づいたか、沙倉さんは付け加えてくれた。

「臓物アニマルのシリーズです。とってもかわいいんですよ。どの子もあっちこっちから内臓が飛び出ているんです。ギロチンシマウマなんて頭がありませんから、どんな顔しているのかわからないのがいいんです」

　いかにも楽しそうであった。さすが沙さ倉くらさんだ。ますみみたいに、頭が変になりそうな服を薦めたりはしない。女の子らしくぬいぐるみである。趣味も一流だなあ、と俺おれは思うようにしている。

「そうそう。今度ぬいぐるみをさしあげます。なにがいいですか」

　いやもう持ってますから。

「新しく、ウエジニライオンが出たんです。今までと違って、内臓よりも顔色の悪さに力を入れた新コンセプトなんですって。ちょっとどきどきしますよね」

「……うん」

　否定するわけにもいかないので、首肯した。メーカーは沙倉さんを執行役員に迎え入れるべきだな。

「そうだ。シリーズの最初の方に出た、イキウメハイエナがあります。腐敗した内臓の再現が難しくて、あまり売られなかったんです。これ、さしあげますね」

　きっとレアなのだろう。この好意はやはり受け取っておくべきなのだろうか。

　そもそも次があるかどうかわからない。この一回で終わるかもしれないのだ。というか、終わってくれないかなあと考えている。続きはぜひ男の俺で。だが彼女の様子を見ると、もう継続的な関係を望んでいるとしか思えない。嬉うれしいが、困る。

「わたし、色んな人に臓物アニマルのぬいぐるみをあげているんです。雫しずくちゃんの誕生日のプレゼントにもしちゃいました」

「……？」

「生徒会長の三さん郷ごう雫ちゃんです」

　ふーん。雫も臓物アニマルシリーズの所有者か。世の美人はすべからくグロいぬいぐるみを愛でなければならないらしい。深いね。

　待てよ、雫？

　俺の脳内で、沙倉さんの台詞せりふが全自動洗濯機のように回転しだした。なんか引っかかるような……。

　原因に思い当たろうとした瞬間、前方から騒ぎが聞こえてきた。

「なにかしら」

　沙倉さんが首をかしげる。ビルの陰で、罵ののしりあいが起こっているようであった。

「んだと、もういっぺん言ってみろ！」

「なんべんでも言ってやるよ。おめえは馬のクソから生まれたクソまみれのツラだ。ツラだけじゃなくて、おつむの中もクソが詰まってる」

「テメエ……！」

「近寄るなよ、くせえぞ」

「この女！」

　女？　俺おれは巻き添えにならないよう、そっとのぞきこむ。

　言い争っているのは、紅あか音ねと、さっき目を回していたナンパ男たちであった。犬みたいにぎゃんぎゃんわめきあっているが、どうやら男たちは、ナンパの途中でぶん殴られたのがよほど気に入らなかったらしい。そりゃそうだよな。

　男たちは三人。リーダー格は例のニワトリ頭。ちゃらちゃらしており腕にタトゥーなんぞを入れているが、紅音はひるんでいない。この女ときたら狂犬病に冒された野の良ら犬いぬみたいな目つきであり、言ってることは因縁つけてるヤクザそのもの。びびるなんてあるのだろうか。

　ざけんな、とかなんとか言いながら、男の一人が拳こぶしを振り上げた。紅音は余裕の態度でかわす。

　と、男はふらふらとこっちに向かってきた。あらら。

　俺の身体からだが勝手に動いた。男を摑つかみ、ぽいと放ほうり投げる。

「きゃっ」と、沙さ倉くらさんが小さい悲鳴をあげた。さすが星せい鐵てつ学院の二大美少女、悲鳴も品がありますな。

「んだぁ!?　てめえも仲間か!?」

　残った二人がもっともな疑問を吐いた。すみません、俺はその気はなかったんですが仲間のようです。犬女がご迷惑をおかけします。












　残る二人も向かってきたが、なんというか俺おれの目にはハエが止まりそうな動きにしか見えなかった。ケンプファーになると、常人ばなれした力を得るらしい。

　瞬く間に、ナンパ男たちは座布団みたいに重ねられることになった。

「まったくくだらねえ。女引っかけてる暇があったら働きやがれ。アホ」

　紅あか音ねは気絶している連中に罵ば声せいを浴びせ続けていた。おいおい、聞こえてないぞ。

　それからこっちをちらっと見る。しばらく俺と後ろの沙さ倉くらさんを眺めた。

　なんか言い出しそうだな、と思ったが、身をひるがえして去っていった。減らず口の一つも叩たたかないとは珍しいことだ。もっとも俺にだけ聞こえるように「ばーかばーか」と悪口を言っていたが。

「……行こう」

　とりあえず俺は、沙倉さんにそう言った。重ね餅になったナンパ男に、いつまでもつきあってられないしな。

　ところが沙倉さんは、酒を飲んだみたいに赤く、ぼおっとなっていた。

「素敵」

　なんですと？

「ナツルさん、格好いいです。乱暴な男の人や、あの女の人まで退治するなんて……」

　女も退治って、一応味方なんだし、もっぱらあいつがぶちのめしていたし、勝手に帰っただけだし。

　けれど、沙倉さんには、俺が解決したように見えたようだ。ああそうか、沙倉さんは、紅音と俺の関係なんか知らないんだった。

　彼女は歩道の真ん中にもかかわらず、俺に身を寄せた。むむ、これは……。

「……さい」

　は？

「お願いです、わたしとデートしてください！」

　意外なほどの大声と内容に、俺は危うく気を失う寸前であった。





　　○






　ところでみんなは女の子とデートをしたことがあるかな。俺はない。

「女の子と二人で～」なる現象に、俺はまず縁がない。かろうじて、女の子と二人で登校したり、下校したりなんてのはある。人によってはこれだけで「なんだとこの勝ち組め」と罵ののしりそうだが、まあ待って欲しい。徒歩で通えるところに学校があるんだから、たまにはそういうこともあるってだけの話だ。この前みたいに沙倉さんと登校が一緒になったなんてのは、偶然のなせる技だ。大抵は一人で歩いているから。

　そんなわけで、俺はデートというものをよく知らない。威張って言うことじゃないけどな。そこに降って湧わいたような沙倉楓かえでとのデート。普通なら大喜びするところだが、どうにも複雑だった。だって女の俺おれを希望してんだから。

　でまあ、俺は知人を集めて対策を練ることにした。知人ったって、ケンプファーのことを知っているのは限られている。まさか東ひがし田だのようなお調子者に持ちかけるわけにはいかない。頼れるのは紅あか音ねしかいなかった。

　例によって俺は図書館に出向き、紅音の前で深く頭を下げた。

「ええっ……」

　事情を聞かされた紅音は、はっきりと戸惑っていた。

「あ……あたしに相談ですか……？」

「お願い。他に頼れる人がいないんだ」

「で……でも……あたしそういうことは……」

「頼む、頼む」

　俺は懐かしの水飲み鳥みたいに、何度も頭を下げた。

　対策会議（そんな大層なもんじゃないが）は、俺の家でおこなうことにした。紅音は「あたし、男の人の家に行くの、はじめてなんです……」と怯おびえていたが、こっちも必死だったせいで強引に連れてくることになった。

　かくして広くもない部屋の中で、俺たちは顔をつきあわせている。

「沙さ倉くらさんが……その……ナツルさんのこと、好きになっちゃったんですか……」

　紅音はティーカップを両手で持ちながら言った。中身は俺がいい加減に入れた紅茶である。こんな妙な話題なのに、きちんと正座までしていた。

「いやまだ分からないけど」

「でも、そうだと思ってました……」

「へ？」

「いえ……」

「んー……あれは一種の告白……なのかなあ」

　もちろん女から告白されるなんてはじめての経験だ。しかも沙倉さん。本当なら喜びのあまり心臓発作になってもおかしくないが、男の俺に向けてではない。別の意味で心臓発作になりそうだった。

「紅音ちゃん、女の人が女の人を好きになるって、あるの？」

「さあ……」

　なにやら素っ気なかった。なんというか、紅音は俺が沙倉さんの話をするたびに、機嫌が悪くなる。沙倉さんのことが好きじゃないんだろうか。

「あたし恋愛とかわかりませんから……。経験ないですし……」

　申し訳なさそうというよりは、「どうでもいいです」みたいな口ぶりだった。やはり、かなり沙倉さんのことが嫌いみたいだ。これはいけない。機会があったら、沙倉さんの魅力を時間の許す限り教えてあげよう。

　俺はせんべいをつまんだ。紅音が、手ぶらじゃ悪いからと言って、持ってきてくれたのである。細やかな気遣いもできるいい娘だ。これが変身するとがさつな乱暴者となるとは驚きだ。

「付き合っちゃえばいいじゃないですか」

　いかにも適当そうに発言したのは、紅あか音ねではない。ハラキリトラである。

「全校生徒あこがれのアイドルなんでしょ。付き合えばみんなうらやましがりますよ」

「おー、そりゃいいや」

　別の声がした。

「なーに、ケンプファーが女と付き合っちゃいけねえって法はねえんだ。モデレーターだって驚くぜ。うひゃひゃひゃひゃ」

　馬ば鹿か笑いをしているのも、やはりぬいぐるみである。紅音が連れてきたセップククロウサギであった。

　こいつは臓物アニマルシリーズの傑作で、全身真っ黒のウサギなのだが腹部に短刀が突き刺さっており、おまけに目が血走っているという鬼気迫る格好をしていた。なんで傑作なのかというと、おもちゃ売り場で見た子供が例外なく泣き出しており、シリーズの中でも驚くくらい売れなかったという事情による。

　セップククロウサギはうちに来た途端、「辛気くせえ家だな」と悪態をついた。おまけに俺おれを見て「さえねえ野郎だ」とぬかした。紅音は「一人じゃ心細かったので、ボディガード代わりについてきてもらいました」と言っていたが、喧けん嘩か売りまくるのはボディガードとは言わない。そんなこいつでも、ハラキリトラとは妙に気があうらしく、与太話をしては笑いあっていた。ぬいぐるみってのは仲間意識があるのかね。

　俺は、短い前足でおかしそうに床をばんばん叩たたいているぬいぐるみを、じろっとにらんだ。

「本当は、こっちは女じゃねえ」

「とっちまえばいいだろ」

「そうはいくか！　まだ女の子とデートもしてないのに、性転換なんかできるか」

「だから今度、楓かえでとデートすんだろ」

「俺じゃなくて女の俺が目当てなの！　あー、ややこしい」

　客観的に見ればきっと簡単なことなのだろうが、当事者の俺は混乱しっぱなしである。

「沙さ倉くらさん、学校でどうしてる？」

「クラスが違いますから、よく分からないんですけど……二年生の教室を探し回っているみたいです」

「いないのに」

「ええ。それでもあきらめてなくて……ますみちゃんがあの調子ですから、あんまり目立ってはいないみたいです」

　そりゃますみのやかましさは、音の割れたスピーカー並だからなあ。

「その……デートは、どうするんですか……？」

　ぽつりと紅あか音ねが言う。俺おれは我に返った。

「そうだった。今度の日曜日に会いたいって言われたんだ」

「行くんですか……？」

「う……行こうかと……」

　どうも駄目だ。俺には沙さ倉くらさんの頼みを拒絶することができない。どんどん深みにはまっていった。

「どこに行くんです……？」

「決めてない」

　というか、行く場所を俺が決めるのだろうか。

「こういうのって、普通は男の方がリードするもんだよねえ。てことはやっぱり俺？」

「沙倉さんにお任せしちゃうんですか」

「それもなあ」

　悩ましい。そもそもなんでこんなことで頭をひねらなきゃならないのか。

　ハラキリトラが口を出した。

「すっぽかしたらどうです」

「馬ば鹿かたれ。沙倉さんを傷つけるだろうが」

「好かれるのも問題あるんでしょ」

「俺が好かれる分には問題ないし、大歓迎だ」

「男のナツルさんのことは、興味ないと思います」

　ぬいぐるみのくせにはっきり言いやがる。

　しかし沙倉さんは本当に同性愛者なんだろうか。あれだけの美人が女にしか興味ないというのは、気持ち悪い以前によからぬ妄想で頭が一杯になりそうだ。学校で別なファンがつくぞ。

　それはそれとして、日曜の件である。

「会うしかないと思うんですけど」

　大変もっともな発言をする紅音。

「会ってどうしよ」

「……やっぱり、デートじゃ……」

　結局そこだ。堂々巡りになってる。

「どこに行くのがいいんだろ」

「そうですね……」

「紅音ちゃん、どこ行きたい？」

「えっ……」

　紅音の頰ほおに、ぽっと赤みがさした。

「あたし、ですか……」

「たとえば、紅音ちゃんがデートするとしたら、どこに行きたいかって思って」

「あ……そうですか……」

　なにやらがっかりしたような感じである。なんで？

　彼女は少しだけ思案していた。

「やっぱり、映画とか、遊園地だと思うんですけど……」

「あと大きい公園とかかな」

「女の子同士だったら、買い物でも十分ですけど、ちょっと違いますよね」

　まあね。外見は女同士ではあるんだけどね。

「やっぱり無難になっちゃうんですけど」

「そうだよなあ」

「いやあ、ここはもっと変わったところにしましょう」

　ハラキリトラが余計なことを言い出した。

「神社仏閣がいいんじゃないですか。寺とか」

　お前、こっちは高校生だぞ。修学旅行じゃねえんだから。おまけに、セップククロウサギが面白がってはやしたてた。

「そりゃいいや。寺サイコー。墓場もあんだから連れこんじゃえよ」

　連れこんでなにしろってんだ。

　ハラキリトラも、おかしそうに笑い出した。

「墓じゃなくても、人気のないところはいいかもしれませんよ。襲われるかもしれませんから」

「誰だれに襲われるんだよ」

「敵のケンプファーですよ。デパートで戦闘になって、他の人に迷惑かけるのもまずいでしょう」

「む……」

　そういやそうだ。図書館で謎なぞの人物の襲撃を受けているのだった。もう攻撃してこないという保証はない。また沙さ倉くらさんを巻きこむのもまずい。

　俺おれは頭がずきずきしてきた。

「遊んでるのに、敵の注意までしなきゃなんねえのか。どんなデートだ」

「だからせめて、変な場所にすりゃいいんだよ。呆あきれて楓かえでが帰っちまえば好都合だ」

　セップククロウサギはいかにも適当なことを喋しやべっている。ハラキリトラもこんなくだらないことに全面同意だ。

「汚水処理場とかどうです。見学させてくれないと思うので、遠くから眺めるだけ」

「火葬場にしろよ。やってくる霊れい柩きゆ車うしやを数えてれば、いい暇つぶしになるぜ」

「採石場で昼寝なんてのもあります。ごつごつしますけど」

「ビルの解体現場にマスクなしで侵入とかどうだ。深呼吸して、アスベスト吸いこめば一発だ」

　一発でどうなるんだろう。ろくなことを言わないやつらだ。

　俺おれは無言でぬいぐるみを二つ摑つかむと、押し入れに放ほうりこんだ。あいつらは「出さないと罰が当たりますよ」「ばーかばーか、デート失敗しろ」などと文句を言い続けた。口の減らない連中だ。

「やっぱり、普通がいいかな」

　と、紅あか音ねに訊きく。

「そうだと思います。はじめてですし」

「……紅音ちゃん、一緒にきてくれる？」

「またですか？」

「俺、自力じゃ変身できないから。やっぱり手伝ってもらわないと」

　彼女は逡しゆん巡じゆんしていた。無理もないが。

「……いいですけど、付き添いつきのデートって変です……」

「一人じゃ不安なんだ。変身が解けるかもしれないし、解けなくてもデートが失敗したら死んじまう。後ろからついてきてくれればいいから」

「保護者みたいです……」

「この通り！」

　紅音ははっきりと返事しなかったが、俺はまたしても平身低頭して納得してもらった。

　なんだかこのところ、頭ばかり下げているような気がする。気のせいじゃないんだろうな、きっと。












第四章







　天気はすぱーんと快晴だった。こういう青空をピーカンというらしい。タバコの銘柄、ピースの入っていた缶が綺き麗れいな青だったので、この名がついたと東ひがし田だに聞いたことがある。勉強になるなあ。俺おれは吸わないけど。

　で、俺は駅前で所在なげにしていた。時刻は十時ちょっと前。待ち合わせまでは、少しだけ余裕がある。

　俺は女の姿だった。個人的には、よっぽど男のままでデートしたいんだが、先方の要望なんだからしょうがない。それにしても複雑だ。恐らく一生、今日のことを悩み続けるだろう。

　真横には紅あか音ねがいた。しかもいつもの姿である。

　最初は猛犬バージョンであった。じゃないと俺が変身できないからだ。ところが彼女は、すぐに元に戻ってしまった。

　当然俺は抗議した。だが紅音は半泣きになりながら「やです……」と拒絶した。

「なんで」

「だってナツルさん、沙さ倉くらさんとばかり二人きりで……」

「え？」

「なんでもありません……。でもあたし、変身するとすごく下品なこと言っちゃうし、世間全部が気に入らなくなっちゃうんです。男の人とも平気で喧けん嘩かしちゃいますし……」

「いやでもさ、紅音ちゃんがあの姿でいてくれないと、俺、男に戻っちまう」

「沙倉さんのことも撃ちたくなるんです」

　それは困る。

　その後も俺は説得したが、彼女の意思は固く、元の姿でいることになってしまった。

　俺は頭を抱え込んだ。

「どーしよ。沙倉さんとデートしてる最中、男に戻ったら目も当てられん」

「お祈りをするのがいいんじゃないでしょうか」

　無責任なことを放言したのは、ハラキリトラである。

「この世界の神様が、願いをかなえてくれるかもしれません。モデレーターは無視するでしょうけどね」

　いかにも他人事であった。たまには外に出たいというので連れてきたが、深く後悔しているところである。

「なんか効き目を伸ばす方法とか薬とかないのか」

「前にも言いましたけど、経験積むしかないです」

「一日ほど経験は積んだぞ」

「あれだけでは」

　わかってませんね、と言いたげに首を振る。くそ。

「まあいいじゃねえか。やってみりゃあなんとかなるかもしんねえぜ」

　こう言ったのはセップククロウサギである。やはりこいつも外に出せとうるさかったので、連れてきたと紅あか音ねが説明していた。

「さっき、なんともならねえって、ハラキリトラが言ってたぞ」

「はじめっからうまくいかねえって思いこんでいたら、本当に最悪のことになるだろ。もしかしたら隠し通せるかもしれねえ。ポジティブシンキングでいけ」

　つまらん単語を知ってやがる。

　確かに変身が解けることを気にしていては、うまくいかなくなるとは思う。デート相手に失礼だしな。ポジティブシンキングはともかくとして。

　紅音は無言のまま身を縮めていた。それぞれの手にハラキリトラとセップククロウサギを持っているので、人形のコントみたいであった。

「分かったよ」

　全すべてをあきらめて、俺おれは言った。

「このまま沙さ倉くらさんとデートしてみる」

「ごめんなさい……」

「紅音ちゃんはどっかに隠れててくれ」

　彼女は小さい声で「はい……」と答えた。ぬいぐるみどもは「先立つ不孝を祈っています」「失敗したらそれはそれで笑えるぜ」などとろくなことを言わない。

　俺は一人きりになった。照りつける日光の中、ぼんやりと駅から吐き出される人の群れを眺める。

　あの中に何人、俺みたいな境遇の人がいるかなあと考えてみる。恐らくゼロだ。朝起きてみたら女になっていましたなんて高校生、たくさんいてたまるか。

　ただ、ケンプファーはいるかもしれない。さすがにこの瞬間はいないだろうが、固まって出現する傾向にあると聞いた。遠くない将来、出会うこともあるんだろう。なにより、俺と紅音を狙ねらう敵がいる。

「お待たせしました」

　俺は我に返った。

　目の前で沙倉さんが微笑ほほえんでいた。制服姿もいいが、若干短めのスカートと半はん袖そでに身を包んだ格好もいける。ていうか可愛い。

「ごめんなさい、退屈してました？」

　首を振る。色々連れがいたから、暇はつぶれた。

「よかった。服を悩んじゃって、遅れそうになっちゃったんです。ナツルさんとはじめてのデートなのに、いけませんよね」

　それほどいけなくもありませんよ。勝手がわからないのは俺おれも同じ。ついでに服で悩んだのも。

　沙さ倉くらさんは、俺の着ている洋服を眺めていた。

「制服しか知りませんでしたけど、私服も似合うんですね。格好いいです」

　俺はデニムに幅広のベルトをつけ、薄手のシャツをまとっていた。首にはシルバーのネックレス。

　これは俺の自前である。男物だ。家には女物なんか一着もないし、このあいだは買えなかったから、こうするしかない。胸のあたりと肩幅のサイズがまるであわなくて、選ぶのに苦労したのなんの。デニムは尻しりがキツイし。ネックレスだけは紅あか音ねに無理言って借りてきた。

　変身してから制服を脱いで着替えるという、ややこしい手段をとっている。休日のデートまでセーラー服はさすがにおかしい。ただ、これでは変身が解けた瞬間にどうなるかわからない。着たままならいいが、裸になったら全すべてを捨てて日本脱出を考える必要がある。念のため紅音には服を持ってついてきてもらっていた。いやあ、デートってスリリングなもんなんだね。

「行きましょうか」

　と沙倉さんは言った。「どこに行きます？」とは訊きかない。あてでもあるのだろうか。

　俺たちは切符を買った。さりげなく振り返ると、紅音が両手にぬいぐるみを持ったまま、自動販売機の前で悪戦苦闘している。せめてハラキリトラを離せ。

　改札を抜けて電車に乗る。紅音は自動改札の前で右往左往していた。だからぬいぐるみを離せと。

　ホームで電車を待つ間、沙倉さんはずっとにこにこしていた。これからのことが、よっぽど楽しいのだろう。俺も楽しい。女の姿でなければもっと。

「嬉うれしそう……」

　つい呟つぶやいてしまった。

「あ、わかりますか」

　彼女は照れて頰ほおをおさえた。

「今日のことをずっと楽しみにしてたんです。ナツルさんとデートできるなんて感激です」

　誰だれはばかることなくそう言っていた。俺は「なんだこいつら女同士で」と思われたりしないかどうか、つい周りを見回してしまった。

　電車がホームに滑りこむ。客が降りるのを待ってから乗った。

　座席は半分しか埋まっていなかったので、適当なところに腰を下ろす。

「どこへ……？」

「その……お嫌じゃなければ、映画が観たいんですけど」

　映画、ねえ。別に嫌いじゃないけど。

「楽しみにしていたのが、ちょうど上映中なんです。興味ありませんか？」

　俺おれは承諾した。映画といえばハリウッドとジブリしか観ないし、レンタルビデオも最近ご無ぶ沙さ汰ただが、毛嫌いしているわけでもない。たまにはいいか。

　しばらくしてから、降りるよううながされた。

　着いたところは東京の中心から、少し離れたところであった。このへんは再開発で、シネマコンプレックスが造られたばかりである。

　沙さ倉くらさんは俺を引っ張った。

「あれです、あれ」

　大きな看板がかかっている。「詩人の恋」というタイトルだ。恋愛映画とは、デートにぴったりかもしれない。

　料金は沙倉さんが出してくれた。さすがに悪いと思ったが、「わたしが誘ったんですから」と取り合ってくれなかった。

　切符をもぎりの女性に渡し、中に入る。「詩人の恋」ではなく別の扉へ向かった。あれれ？

　彼女が入ろうとしているのは、「進め臓物アニマル　血まみれ獄門丸かじり」なるアニメーションであった。

「臓物アニマルが映画になったんです」

　と沙倉さんは説明してくれた。

「ずっと前から楽しみにしてて、どうしてもナツルさんと観たかったんです。早く入りましょう」

　彼女は茫ぼう然ぜんとしている俺の手を引いた。

　客席はガラガラであった。ただでさえ不人気なグッズの上、タイトルからしてクレームがつきそうなんだからあたりまえだ。中央に座ったが、一番前の席のオヤジはどう見ても寝てるし、あとは物好きなマニアが一人。あとから紅あか音ねが入ってきたが、それでも全部で五人だ。片手で数えられるじゃねえか。

　沙倉さんが買ってきたパンフレットを見せてもらったが、「不人気の臓物シリーズに起死回生の一撃を」なんて自爆攻撃としか思えない売り文句が並んでいる。このメーカー、どっかの山師にだまされているんだろうな。

　そうこうしているうちに、上映スタートとなる。はじまった直後にまたお客さんが入ってきて、ようやく両手が必要なだけの数となった。

　ストーリーは滅め茶ちや苦く茶ちやであった。江戸時代に降臨した臓物アニマルたちが、内臓を出しながら悪党を退治するという、一種の捕とり物もの帖ちようである。しかしそんな内容は開始五分でどこかに飛び去り、宇宙人とか戦車とか怪獣とか、絵え面づらがよければなんでも出せの精神に貫かれていた。

　沙倉さんはそれでも、スクリーンに見入っていた。

「面白いですね」

　そうかなあ、とは言えない。

　スクリーンでは「臓物戦闘機」なる得体の知れない化け物がびゅんびゅん飛び交っていた。あの腸を引きずっているのはゼロ戦か？

「まあ少しは……」

「ですよね。よかった、臓物アニマルの面白さがわかる人って少ないんです。ナツルさんに気に入ってもらえるなんて嬉うれしいです」

　気に入るにはまだ時間がかかりそうなんだが。

　ストーリーはずれにずれて、臓物アニマルたちがバレーボールで江戸の町を救う話になっていた。敵は、はらわたを体内に収めようとする外科医の一団。どう考えても医者の方が正しくないか。

　沙さ倉くらさんの横顔は、暗がりでも綺き麗れいだ。ただ、臓物アニマル側に感情移入しているらしく、外科医のスパイクが点になるたびに悔しそうにしている。

　また誰だれか映画館に入ってきた。物好きって結構いるんだな。スクリーンでは、臓物アニマルと外科医がいつの間にか手打ちをし、仲直りのしるしに揃そろってＬＳＤを吸っていた。

　サイケデリックな色彩となり、ＣＧ加工されたキャラクターたちがぐにゃぐにゃ歪ゆがんでいる。こんなところばかり金をかけやがって。

　ふと手元を見る。俺おれの心臓は跳ね上がった。腕輪が発光していた。

　おいおいやばいぞ。変身が解ける合図である。いきなり元に戻ったら、沙倉さん驚くじゃすまないだろう。だって明るくなったら隣に男が座っているんだぞ。警察を呼ばれるかもしれない。

　俺は紅あか音ねの位置を確認すると、急いで手招きをした。だが彼女はスクリーンに見入っていて気づいていない。なんてこった、こんなとこにも臓物アニマルのファンが。

　点滅スピードが速くなる。うわ、マジでしゃれにならねえ。

　とりあえず外に、と思った瞬間、点滅が止まった。

　慌てて身体からだをチェックするが、女のままだ。男に戻っていなかった。

　危機を脱し、俺は安あん堵どした。しかし、なんで無事だったんだろう。ハラキリトラの言うとおり、俺はコントロールできるほど経験を積んじゃいないんだが。

　椅い子すに座り直し、力を抜く。映画はクライマックスとなっており、今まで一秒たりとも出てこなかった子供が「臓物アニマル、ゲットだぜ！」と絶叫していた。

　いったい誰だ、お前。




　映画も終わり、俺と沙倉さんは外に出た。彼女はしきりと「面白かったです。手に汗握っちゃいました」と語っていた。それは確かにそうで、臓物アニマルたちが「必殺、キャトルミューティレーション！」とわめきながら互いの内臓を入れ替えるシーンには、背中から変な汗が出てきたくらいだ。

　手の汗は別なところでかいた。危うく変身が解とけかかったところだ。何故か防げたものの、油断はできない。

「ご飯、食べませんか」

　沙さ倉くらさんがお腹をおさえていた。

「あそこ、有名なパスタ屋さんなんです。行ってみましょう」

　緑色の看板が掲げられている、イタリア料理屋だった。聞いたことがないから、チェーン店ではなさそうだ。

　昼時だがそれほど客はいなかった。おかげですぐに席につくことができた。

　適当に料理を頼む。沙倉さんはしいたけとたらこのスパゲッティ。俺おれはなんかパスタをスープに入れたもの。

　紅あか音ねもやってきて、なにやら注文していた。相変わらずぬいぐるみを持ったままだ。店員が実に変な顔をしているが、教育が行き届いているようでなにも言わなかった。

「楽しかったです」

　と沙倉さん。

「ナツルさんとデートできるなんて夢みたい。わたし、こういうことしたことありませんから……」

　恥ずかしそうにうつむく。

　ほほう。今をときめく沙倉楓かえでさんも、デート経験はないらしい。しかし女同士のこういうのも、デートというのかな。

　注文した料理が来る。しばらく無言で食べた。

　食べ終わるのは俺が早かった。

「あの……それで……」

　彼女は食べるのをいったんやめた。

「ナツルさんは……お付き合いしている男の人とか、いますか……？」

　俺はゆっくり首を振って否定する。ホモじゃないので。

「そうですか……よかった……」

　明らかに沙倉さんはほっとしていた。

「その……わたし……はじめてナツルさんを見たときから、忘れられなくなっちゃったんです。昨晩なんか、夢に見ちゃって……」

　彼女はうつむいたまま、はっきり言った。

「もしよければ、わたしと付き合ってもらえませんか……？」

　ついにきた。

　俺の背後では東映のマークみたいに、荒波がどっぱーんと打ち寄せていた。沙倉楓に告白される。これ以上の幸運がこの世にあるだろうか。

　しかし、告白相手が女の俺というのはどうなのだろう。

　俺はしみじみと、沙倉さんを眺めてしまった。彼女は身の置き所がなくなったかのように、もじもじしている。

　テーブルの周囲は、バリヤーを張ったみたいに静まりかえっていた。別に今のが他人に聞こえたわけじゃないのだが、そんな感じだ。はてさて、俺おれはどうしたらいいだろう。

　まず、女性に告白されること自体が初めての経験だ。こんなのはゲームか小説の中の出来事だと思っていた。どっかでかい木の下に呼び出されて、「ナツル君、好き」「僕も好きだよ」とかなんとかやりとりがあって、付き合う。こういうのって、戯ざれ事ごとと紙一重だと思っていた。

　しかし実際に告白されてみると、俺の頭は真っ白になった。なんか人ごとのように解説しているが、単に現実とは思えないだけだ。その証拠に、目線は前方に固定されたまま動いていないよ。

　だって今は女の姿なのだ。その俺に付き合ってくれと言う。沙さ倉くらさんが異性愛に興味なさげなのがショックだ。こういうのはなんて言うのか。百ゆ合りだっけレズだっけ。

　どっちでもいいや。そんなことより、沙倉さんが全身を真っ赤にしながら、返事を待っている。今度は俺がボールを投げ返す番である。

「……あの」

　俺は極力、声のトーンを抑えた。

「なんで、俺……私を？」

「……素敵なんです」

　下を向いたまま、沙倉さんは答えてくれた。

「ナツルさん強くて格好よくて、無口でクールなのに声がとってもハスキーで……そういう人に、憧あこがれていたんです」

　無口なのは、バレないようにするためなんだけどな。女になっても声は元のままなんだもん。

「ご、ごめんなさい。女の子同士なんて変かもしれません。でもわたし、ナツルさんのことが……」

　さあどうしよう。

　こうなったらどんな返事だろうとしなけりゃならん。彼女はそのためにデートに誘ったのだ。彼女の心意気に応えなければ男じゃない。外見は女だけど。

　回答は単純。「はい・いいえ」しかない。昔、アンケートハガキの脱字で「はい・いい」になっているのを見たことがあり、どっちも肯定かよと思ったもんだが、これは口頭なのでミスはない。イエスかノーか。

　個人的には男の時に告白して欲しい。そうすりゃ答えはイエス以外にあり得ない。そりゃ女のままで付き合うのもありかもしれないが、いつ元に戻るか分からないんだし、本質は男なのだ。しかし断るのもねえ。

　俺はゆっくりと深呼吸をした。選択肢は二つ。どうする。

　第三の道を選ぶことにした。

「……ちょっと」

　俺は席を立った。トイレに行くのだ。とりあえず回答を先延ばしにすることによって、自分の心を安定させることにした。

　視界の隅で、俺おれと同じくトイレに向かう人物がいる。無視して先に入った。

　男子用の扉を開けようとして、慌てて赤いマークの方に変える。綺き麗れいな洗面台が目についた。

　女子トイレ。心なしか男用より清潔感がある。俺にとっては未知の領域だ。未知ったってトイレだから知れているのだが、はじめての経験なのは確か。色んな意味でどきどきしてしまう。

　待っていると、ゆっくり扉が開き、ぬいぐるみを手にした紅あか音ねが入ってきた。

「紅音ちゃん……」

　俺は前置きもなく喋しやべり出す。

「告白された。どうしたらいい？」

　答えたのは、左手のぬいぐるみだった。

「うひひひひ。やっぱりか。なあナツル、やっぱどーにもならねえってことはあるよなあ」

　セップククロウサギはいかにも楽しそうだった。人ごとだと思いやがって。

「うるせえ。ポジティブシンキングはどうした」

「あんなもん気休めだからな。で、どうすんだ」

　それで困ってんだよ。

　俺はセップククロウサギを無視して、紅音に訊きいた。

「こういう場合って、ちゃんと返事をした方が嬉うれしいよね」

「それは……多分そうです」

　自信なさげに答える紅音。

「イエスの方が嬉しい？」

「……ノーと言われたら悲しいですから……」

　女の子らしい返答である。男でも同じだろうな。別に恋愛に限らず、否定されてすきっとすることは少ない。

　しかし俺は、なんというかこう、もっと「全すべてが解決」みたいな解答が欲しい。沙さ倉くらさんを傷つけず、かつ俺は女の姿で付き合う必要はなく、できれば男のままで仲良くなれたりする……虫がよすぎるにもほどがあるが、それだけ追いつめられているのだ。

「はっはっは。完かん璧ぺきな解決策なんてありませんよ」

　ハラキリトラが言った。

「なにかを選択するためには、少しくらい犠牲を払わないと。相手があんな美少女なのに、全てを得ようとするなんて贅ぜい沢たくすぎます」

　そりゃそうだ。でもなんで、ぬいぐるみに説教されなきゃならないんだ。お前が女にしたからこんなことになったんだぞ。

「いい手がありますよ」

「どんな」

「男に戻って出ていくんです。女のナツルは先に帰ったって言えばいい」

　一瞬、素晴らしい解決策に思えた。だがすぐ、俺おれはハラキリトラの頭を鷲わしづかみにした。

「アホ。沙さ倉くらさんをがっかりさせるし、俺が出ていったら不自然じゃねえか」

「他に適当な手段がないんでしょ？」

　正論ほど人を腹立たせるものはない。ましてやぬいぐるみの意見は。

　俺はまた悩む羽目になった。

「……よし」

　決意代わりに、蛇口から水を出して顔を洗う。

「席に戻ろう」

「……返事をするんですか？」

「いや、しない。適当なことを言って引き延ばすよ」

　そう紅あか音ねに告げた。結局先送りである。こううじうじしているから、女の子にモテないんだろうなあ。

　トイレから出た。えらく時間を食ってしまった。誤解されたかもしれない。

　店内は入ったときよりも、客の数が少なくなっていた。そのため座っていたテーブルはすぐに見つかった。

　だがそこに、沙倉さんはいなかった。代わりに、

「お帰りなさい。長かったわね」

　生徒会長の雫しずくが、悠然と微笑ほほえんでいた。




　俺はぎょっとした。一瞬、席を間違ったのかと思ったがそうではない。さっきまで沙倉さんがいたところに、雫が座っていた。

「座ったら。立ち話もなんでしょう」

　パスタの皿は片付けられて、水のコップだけが置かれていた。俺はそろそろと着席する。

「食事は終わっていたみたいね。ちょうどいい」

　雫の髪は流れるような黒色だが、どこかきらきらと輝いていた。彼女の前にはぬいぐるみが置かれている。なんだこれ。臓物アニマルのシリーズ？

「あなたに用があるの、瀬せ能のうナツルさん」

　再び驚きよう愕がくした。なんで俺のことを知っているんだ。今は女の姿なんだぞ。

　彼女の瞳がゆらゆらと光る。明らかに俺の正体を見抜いていた。

「そう驚かないで。あなたがなにものか、私はちゃんと知っている。前からってわけじゃないわ。あなたがそうなったときから、気づいていたのよ」

　背筋が冷たくなる。そうなったときって、まさか。

　雫はゆっくりと、右腕の袖そでをまくった。

　俺と同じ腕輪が輝いていた。ただし色は、赤。

「そう。私もケンプファー。あなたの、敵」

　とっさに身体からだが動いた。

　椅い子すを蹴け飛とばし、床に伏せようとする。ケンプファーの精神が自動的に反応しようとしていた。

「焦らないで」

　雫しずくがいう。俺おれは腰を浮かせたところで、止まった。

「ここで戦う気はない。大丈夫。できるなら、映画館でやってるから」

「……つけていた？」

「あなたが元の姿に戻らなかったのは、私がいたから。感謝して欲しいものね」

　むしろ油断がならなかった。彼女がいたことに、まったく気づかなかったのだから。よく幼なじみに「ナツルはぼんやりしてる」なんて言われてたけどね。

　座ったら、と合図をされたので、言うとおりにした。

「そこのあなたもどうぞ」

　いつの間にか背後にいた紅あか音ねが、びくっとした。

　元映研の部室と同じように顔をつきあわせることになった。ただしあの時よりは、かなり殺伐としている。

「楓かえでには退席してもらった。あの娘には、ここの話を理解できないでしょうからね」

「……生徒会長さん」

「雫でいいわよ」












　俺おれは遠慮なく口調を改めた。

「雫しずくさん、あなた、なにものなんだ」

「言ったでしょう。あなたの敵側になるケンプファー。だから腕輪が赤いの」

「……図書館で俺たちを襲ったのも？」

「私」

　途端に、俺の右隣から殺気がほとばしった。

　瞬時に紅あか音ねの身体からだが変化する。あの猛犬女がそこにいた。俺の変身は時間がかかるが、こいつのは瞬きどころじゃない。目にもとまらないとはこのことだ。

「ほう……そいつぁおもしれえ。あたしに喧けん嘩か売りやがったのはてめえか」

　紅音が腕を振る。拳けん銃じゆうが出現した。

「てめえのおかげで、あたしの腹ん中は消防車みてえに真っ赤っかだ。生徒会長様の脳みそがどんな色してんだか、確かめたくてしょうがねえ」

　ハンマーを起こしている。レストランかどうかなんて遠慮は存在しない。こいつはいつだって本気だ。図書館でのことを、根に持っているのだ。

　雫はまるで意に介していなかった。

「乱暴な人。同じケンプファーなのが恥ずかしいわね」

「なんだと」

　テーブルの下で、なにかがきらめいた。

　短剣だ。鎖つきの短剣がテーブルクロスの陰から、紅音の腹部を狙ねらっていた。

「あなたの銃ゲヴエアーと私の剣シユヴエアト、どっちが早いか試してみる？」

　雫はこっちにも目をやった。もう一本の短剣は、さっきから俺を狙っていた。

「ナツルさんも変なことはしないで」

　するつもりはないので、引っこめてくれるとありがたい。

　俺の希望とは裏腹に、彼女は短剣をそのままにして、話しはじめた。

「ここで戦う気はないから安心して。ちょっと会いたかったの」

「学校でいくらでも会えるじゃねえか」

　憎々しげに紅音が言う。

「じっくり話がしたかったのよ。変身した姿は、昨日観察したわ。三人で歩いているところ。様になってたわね」

　俺は言い返す。

「会長は変身してないように見えるけど」

「してるわ」

　彼女はロングヘアーをかきあげた。銀髪がさらさらと流れ落ちる。髪の表面だけ黒で、内側は銀色に変化していたのだった。

「変身にも様々な種類や強弱がある。性別が変化したり、性格が変化したり。私はあまり変わらなかったの」

　俺おれの知らないことだったが、極当然のような説明だった。

「ケンプファーは、固まって出現する傾向にある……これは知っているでしょう」

　まあね。

「だから私があなたたちの前に現れたのも、驚くことではないわ」

「いきなり襲われたんじゃ、驚く方が普通だ」

　と俺。

「私がケンプファーになったのは二年前。私に言わせれば、あなたたちの方があとから出てきたのよ」

　それは知らなかった。この業界ではだいぶ先輩である。業界って言うのかどうかは知らない。

　紅あか音ねがつまらなさそうに、

「で、あたしらの先輩は、ただこっちのツラが見てえだけでやってきたのか」

「それもあるけど、他にも用事はある」

「さっさと言え。あたしはおめえの能面みてえなツラが気に入らねえんだ。目玉が腐って落っこっちまう」

「まあまあ、なんて品のない人なんでしょう」

　甲高い声を出したのは、俺たちでも雫しずくでもない。テーブルに乗っているぬいぐるみだった。

　雫の持ちもので、確かカンデンヤマネコ。落雷に打たれたように、毛が逆立っているのがポイント。感電なのに内臓がはみ出ているのは、メーカーのこだわりらしい。

「雫様の前で、とんだ無礼をはたらいたものですね。短剣でぶっすり刺されればいいんですわ」

「なんだとクサレぬいぐるみ。水みず樹き奈な々なみてえな声のくせに、言うじゃねえか」

　紅音はアニメに詳しい。そういやセップククロウサギのことも、「口の悪い田た村むらゆかりだ」とか言ってたな。

「おほほ。雫様にそのような口の利き方をして、ただですんだものはおりませんわ」

「ぬかせ、メーカーの不良在庫。ガスコンロに放ほうりこむぞ」

「やれるものならやってごらんなさい」

　雫がカンデンヤマネコをひょいと摑つかんで、後ろ向きにした。

「失礼。楓かえでにもらったものだけど、口が悪くて」

「……沙さ倉くらさんのぬいぐるみは、必ずモデレーターの手先になるのか」

「さあ。そこまで興味はない」

　俺の疑問を、雫はあっさりかわした。

「用件は、私たちケンプファーのこと」

　生徒会長はゆっくりと切り出した。

「知ってると思うけど、ケンプファーは戦うための存在。二手に分かれて対立する存在を倒す。でも、なんで戦うか知ってる？」

　俺おれは首を振った。何度かハラキリトラに聞いたが、教えてくれなかった。

「私も知らない。この」

　指でカンデンヤマネコの頭をぎゅっと押す。

「この子に訊きいても喋しやべってくれないの。教えられてないのかもね」

　ぬいぐるみは「知らないことも多いのです、雫しずく様」なんて言っていた。

　一方紅あか音ねは、はっとばかり手を振った。

「どうでもいいじゃねえか。ケンプファーに理由はいらねえよ」

「あなた、なんのために戦っているの？」

「銃をぶっ放すためだ。敵を見つける。バーン。それで話は終わり。わかりやすいだろ」

　たちの悪い戦闘主義者バトルマニアだ。こんなやつが世界各地で紛争を起こすに違いない。それにしても、気の弱いはずの元の姿とは、まったく違う。

「そうね。単純だけど筋は通っている。じゃあ、あなたは？」

　矛先が俺に向いた。

　しばし考える。そういえば、なんで戦うんだろうな。理由は聞かされていないのに、やらなきゃならない。前にも悩んだことはあったが、結論は出ないままだった。

　雫がくすりとする。

「分からないようね。私も同じよ。この子は──」

　またカンデンヤマネコをつついた。

「ケンプファーになって戦うと莫ばく大だいな権力が与えられるなんていうけれど、鵜う吞のみにするほど馬ば鹿かじゃないわ。モデレーターにも、私たちを戦わせる目的があるはず」

「……どんな理由が？」

「それが私は知りたいの。どうしてケンプファーなんてものが存在して、戦わなければならないのかね。一応生徒会長でしょう、そういうことを知るのも重要なの」

　さすがは雫。どうも彼女も巻きこまれてケンプファーになったようだが、思考は俺よりはるかに深かった。

　確かに、ただ黙々と戦うのは気持ちが悪い。ローマ時代の剣闘士よりひどい扱いだ。奴隷階級のまま、上半身裸でチャンバラしていた連中だって、戦う理由くらいは承知していただろう。

「二年の間に、他のケンプファーと戦うことも？」

「かなり。結構倒したわよ」

　あっさりと答える。なんだか凄すご味みがあった。

「私は、戦い続ければ、なにか理由が見えてくるんじゃないかって思っている。勝っていれば、いずれモデレーターの目に止まることもあるでしょう。その時に、全すべてを理解できるでしょうね」

「…………」

　そう語る雫しずくの顔は、なんだか哲学者みたいだった。

　この生徒会長は、ときどき憂いみたいなところも見せる。同じ高校生なのに精神年齢だけはずっと高く感じられるのも、マゾ男子と年上好きに好まれる理由だった。ま、俺おれは沙さ倉くらさん一筋なんだが。

　彼女はふと、微笑ほほえむ。

「だから、あなたたちとも決着がつくまで戦うことになるわね」

　喫驚するようなことを言う。もっとも驚いているのは俺だけで、紅あか音ねはけらけら笑っていた。

「おお、おもしれえ。やろうじゃねえか」

「いや、ちょっと待ってくれ」

　俺は急いで言った。

「さっき、戦う理由がわからないとか言ってなかったか。なのに戦う!?」

「戦い続けるとも言った」

「でもさ、無理してやらなくてもいいんじゃない。なんてえか、俺はケンプファーになったばかりの素人。雫さんの相手にしては不足じゃない？」

「紅音さんと二人がかりでどうぞ。私はかまわないから」

「ハンデを引き受けるたあ立派なもんだ。ナツル、遠慮なくぶっ殺そう」

　猛犬女は楽しそうだ。だが、俺はそうもいかない。この生徒会長様はどう見ても格上だ。戦う理由も謎なぞなのに倒されるなんて、こんな割にあわない話もない。

「戦いたくない？」

「……まあ」

「じゃあ材料を一つ。楓かえでは私が預かっているわ」

　本日最大の驚倒だった。沙倉さんをさらった!?　さっきまで俺とデートしていた女性を？　生徒会長が？

　雫はまったく顔色を変えていない。

「あなたの憧あこがれの人でしょう。あの娘は家には帰ってない。私の手元にいる」

「せ……生徒会長が誘拐？」

「我ながらあくどいわね」

「沙倉さんは、雫さんの友人じゃないのか」

「そうよ。ぬいぐるみももらったし、大事なお友達。こんなことをするなんて、胸が痛いわ」

　恐ろしいことに、ちっとも痛そうじゃなかった。

「こうしないと戦ってくれないと思ったから。私とやりあってくれれば、解放する。ああ、楓のご両親には言い訳しておいたから安心していいわよ。あとはあなたの決断次第」

　俺は覚悟を決めた。

「……場所と時間は？」

「明後日の夜。場所はそっちでどうぞ」

「……じゃあ、この近くに公園があるだろ。そこでどうだ」

「楓かえでとそこでデートするつもりだった？」

「広いから、夜なら少しくらい騒いだって平気だ」

「いいわね。優等生たるもの、社会の迷惑にならないようにしないと」

　彼女は席を立った。なにげない仕草だが、そんなところまで優雅だった。

「ここの払いはしておくわ。明後日の夜、楽しみにしている」

　悠々と立ち去る姿を、俺おれはぼんやりと、紅あか音ねは「気取りやがって」と吐き捨てながら見送った。
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　デートは散々、というか思いもしなかった終わり方をしたので、俺は紅音と一緒に自宅へと引き返した。臓物アニマルの二匹も当然一緒。

　口やかましいぬいぐるみたちだが、さすがに雫しずくには圧倒されたようだった。

「とんでもない女性ですねえ」

「いやー、俺はびびったね。なあナツル、土下座して謝ったらどうだ」

　なんで謝るんだよ。

　雫の目的は戦うことだ。謝るなんて行為はまず意味がない。腰抜けと罵ののしりながら、やっぱり戦えと強要するだろう。

　実戦経験わずかに一回、しかも伏せていただけの俺に、勝ち目はあるんだろうか。

「ないな」

　思わず口に出してしまった。はっきり言って、勝てる気がしない。

「まったくだ。あんなやつに勝てんのかね」

　紅音ががらがら声で喋しやべった。コンビニで買ったグリコポッキーなんぞをくわえている。態度が態度なだけに、どうしてもタバコに見える。当人によると、こういう時はなにか口に挟んでないと落ち着かないそうだ。

「人ごとみたいにしてんじゃねえ。勝たないと、沙さ倉くらさんを救えないだろうが」

「勝てる気がしねえんだろ」

「そこからどうにかして勝つことを考えましょうって話だ」

「へー。じゃあなんかいい手はあんのか」

　そこが問題なんだよ。

　どういうつもりか知らないが、雫は明後日まで猶予期間をおいてくれた。この時間を利用して、いい方法を練らなければ。

「紅音」

「んー？」

「生徒会長の武器、あれどんなんだ」

「剣シユヴエアトだろ。短剣に鎖をつけて、自由自在に操っているんだな」

「弱点とかないかな」

「ないんじゃねえの。視界の外からぶっすりきそうだ。悩んでいるうちにやられる」

「手に持ってないなら、接近戦に弱くないか」

「どうかね。短剣を引き戻すスピードが、たまげるくらい速かった。雫しずくも対策はしてるみてえだぞ」

「うー」

　俺おれはうなって、床に転がった。まるで思いつかない。このまま戦っても雫の武器で串くし刺ざしにされておしまいだ。お父さんお母さん、息子の人生は、案外短いものになりそうです。

「考えても仕方がねえ。正面からいこうじゃねえか」

　紅あか音ねが言った。

「二人がかりで突っ込んであたしがバーン。お前が戦っている最中に、後ろに回ってバーン。どうよ」

　どうよもこうよもあるか。

「会長の武器を説明したのお前だろう。短剣は二本あるんだ。簡単に背後を取れるのかよ」

　あの操るテクニックは尋常じゃない。後ろに目があるように、軽々と攻撃してくるだろう。

「細けえこと言うな。悩むからびびるんだよ。考える前に撃て」

　考える前に行動するって、マルチ商法の説得手段の一つだぞ。

　俺は寝っ転がったまま手足をばたつかせた。どうでもいいがまだ女のままだ。スカートが太ももにまとわりついてうざいし気持ち悪い。誰だれがこんなの発明したんだろうな。

「あのー、いいですか」

　ハラキリトラがなんか言い出した。

「よくねえよぬいぐるみ」

「楓かえでさんが捕まっているから、ナツルさんは戦うでしょ」

「まあな」

「楓さんって、どこに捕まっているんでしょうか」

「知らん。会長もぺらぺら喋しやべるほどトンマじゃねえよ」

「じゃあ探し出して、助ければいいのでは」

「アホ。助けるために対決するんだろうが」

「違いますって。会長なんて放ほうっておいて、楓さんだけを助ければいいんです。そうすれば、対決の場所に待ちぼうけ喰くらわせますし、人質も戻って万々歳」

　聞いていたセップククロウサギが爆笑して、「そいつぁいい。やっちまえやっちまえ」と無責任に煽あおっていた。

「戦わなきゃ、お前らの商売もあがったりだろ」

「年中戦闘しろなんて言いませんよ。卑ひ怯きような手段もいいじゃないですか」

　馬ば鹿かなこと考えんなと言おうとして、黙った。ふむ。方法としては悪くない。正面から戦うのはさすがに無理があるが、沙さ倉くらさんを助けるだけならなんとかなりそうだ。こっちには、正々堂々チャンバラしなきゃならない理由はないんだし。

　やるなら明後日ではなく明日だろう。雫しずくも油断しているはずである。しかし。

「沙倉さんがどこでどうしてるか、どーやって調べるんだ」

　ハラキリトラは少し間をおいて、

「そこはそれ、人間の創意工夫で」

「創意工夫でなんとかなる話か？　会長は秘密主義だ。自宅だって知らねーんだぞ」

　雫はプライベートなことをほとんど語らない。身長体重はもちろんスリーサイズ、趣味や出身中学、自宅までが謎なぞとなっている。本人に聞いても「人に興味を持つ前に、自分を磨きなさい」と両断されるのがオチで、何故か学校側も公表しない。ちなみに美少女研究会が会報に載せているデータは、ほとんど推測と目測である。

「いい案じゃねえか」

　ぬいぐるみ同士考えることが同じなのか、セップククロウサギが同意していた。

「なんとかして調べろよ。ついでに雫の弱みを握れ」

「会長に弱みなんかねーよ」

「あきらめんなよ人間のくせに。ぬいぐるみ以下だ」

「この野郎、燃やすぞ」

　俺おれはポケットを探った。前に見つけたライターは、まだ持ったままだった。

「ちょっと待て」

　そう言ったのは、意外なことに紅あか音ねだった。

「ハラキリトラの提案、乗ろうじゃねえか」

「は？　なんか悪いもんでも食ったか？」

　ポッキーしかかじってないはずだが。

「いいこと思いついたぜ」

　紅音の表情は、マフィアが割のいい儲もうけ話を聞きつけたときのようだった。





第五章







　次の日もびっくりするくらいの晴天だった。気分はいいが、やることがあると大変だ。

　俺おれは珍しく早起きするなり、学校へすっ飛んでいった。もちろん男に戻ってだ。そして誰だれよりも早く教室に着くと、目的の人物が来るのを待ちかまえていた。

　目的の人物こと東ひがし田だは、調子の外れた鼻歌を歌いながらやってきた。

「おい、頼みがあるんだ」

　俺は野郎の制服を摑つかんだ。

「なんだよいきなり」

　東田はちょっと驚いていたが、俺はかまわず続けた。

「あのさ、お前、女子部に出入りできる方法知ってるだろ」

「いきなりなに言い出すんだ」

「前に言ってなかったか、非合法部活動の……」

「男女正常交際地下委員会だろ」

　正常なのに地下、なんて名前がついているが、これが非合法部活動では知る人ぞ知る存在なのである。星せい鐵てつ学院は男女の接触に厳しい。特権と役目のある一部生徒以外は、容易に互いの敷地に入れないほどだ。しかしそこは色恋に熱心な高校生、どうにかして学校側の目をかいくぐりたいという生徒は多い。そんな連中が組織したのが、「男女正常交際地下委員会」なのである。

　組織されたのは星鐵学院が共学になった直後で、なんでも当時の生徒会書記がボスだったらしい。彼らによって男子部と女子部の連絡を取る方法が考案され、秘伝として伝えられている。ここの凄すごいところは資金が豊富なところで、文化祭で稼いだ金が一部職員に賄わい賂ろとして渡されているらしい。

　東田は美少女研究会なる非合法部活動の会長なので、男女正常交際地下委員会にも繫つながりがあった。

「なんで瀬せ能のうがそこに用があるんだ」

「生徒会長のことが知りたいんだ」

「は!?」

　東田は呆あきれた。

「おい。三さん郷ごうさんと連絡を取るのは難しいぞ。人気あるからな」

　こいつによると、雫しずくを狙ねらっている男子生徒は多く、どうにかして授業中の姿だけでも拝みたい奴らが順番待ちをしているんだそうだ。

　暇人め、とは笑えない。俺も似たようなもんだ。

「連絡じゃねえ。なんつーか、会長の全すべてが知りたいんだ。特に最近なにやってるか」

「おい、プライベート情報かよ。知らねえぞ。調べるにしても、どんだけ金と人手がいるやら……」

「あと女子部に忍びこみたい」

「無茶苦茶だな。バレたら停学じゃすまねえ」

「だから男女正常交際地下委員会に繫つなぎつけてくれ」

「いつまでだよ」

「今すぐ」

　東ひがし田だは喉のどの奥で、しばらくうなっていた。

「……無理だろ」

「そりゃねえだろ」

「おいおい。三さん郷ごうさんの情報は、男女正常交際地下委員会に連絡して、女子部の委員を動かしてもなにもわかんなかったんだぞ。不可能だ」

「潜入は」

「場合によるけど、今日は駄目だ。他の予約で一杯のはずだ」

「そこを東田の実力でなんとかしてくれ」

「実力とか関係ねーよ。まず女子部側の委員を動かして、段取りをつけなきゃならない。時間が足りないんだ。無理なもんは無理だ」

　とりつくしまもなかった。

　こいつの立場にしてみたらそうだろう。非合法部活動は学校、生徒会からも目の敵にされている。無茶をして組織の全容がバレたら、多大なダメージを受けるのだ。

　しかしこっちだって必死である。

「じゃあこうしよう。女子部のかわいい娘を紹介する。その娘の写真を撮ろうがインタビューをしようが構わない。美少女研究会で好きにしろ」

　予想通り、この男は食いついた。瞬時に目の色が変わっていた。

「本当か。お前、女子部に知り合いなんていないだろ」

「おいおい、最近の俺おれを見ろ。沙さ倉くらさんが何度訪ねてきたと思う？」

　東田はさすがに考えこんだ。

「……だったら最初に、そのかわいい娘を教えてくれ」

「いいとも。そう来ると思って、図書館に待たせているんだ。ついてこいよ」

「準備がいいな」

　俺の計画じゃないんだけどな。

　東田を連れて図書館まで急いだ。授業開始まではまだ余裕がある。そのために早く登校したのだ。

　朝から図書館にこもる人間は少ない。内部はしんとしていた。

「……図書委員もいないな」

　東ひがし田だは不思議そうだ。

「忙しいからな」

「誰だれもいないのにか？」

「俺おれたちが来るからだよ」

　俺は指で、こっちこっちと東田に合図をした。

「あそこの陰にいる。カメラ、持ってるか？」

「一応ある」

　やつは薄型のデジカメを見せた。

「撮るのは自由だ。好きにやってくれ。撮れれば、だけど」

「なに？」

　いきなり、東田のデジカメに拳けん銃じゆうが突きつけられた。

「よー、おめえが東田か。ちいっと頼みごとがあんだけど、きいてくれるよな」

　紅あか音ねはポッキーをくわえたまま、にやりとしていた。





　　○






　東田は協力的だった。ま、見知らぬ女に銃を突きつけられちゃあ、協力的にもなるよな。

　まずは雫しずくの情報。ほとんど分からないと言ってたわりには、東田は「取れたてほやほや」のネタを話してくれた。それによると、雫は生徒会で校舎の一角を借り上げ、そこに誰も近寄らせてないらしい。あくまで噂うわさの段階だが、誰か閉じこめているのではないかと思われている。

　これは俺と紅音にとって当たりの情報であった。沙さ倉くらさんが監禁されている可能性は高い。目の届くところに置いているはずだからだ。ところでこんなネタがあるのに「知らない」なんてぬかした理由を東田に問いつめてみると、「金で売ろうと思った」なんて言いやがった。野郎。

　問題は女子部に侵入する方法である。東田は、こっちも方法を知っていた。

「トンネルがあるんだよ」

　紅音が引き金を何度か引く真ま似ね（当人は真似じゃなかったらしく、俺が止めなければ本当に撃っていた）をしてから、ようやく喋しやべった。

「どこに」

「体育用の倉庫の陰だ。あそこは女子部化学実験室の裏なんだ。窓の真下に出る」

「そんなのあったのか」

「二か月前に貫通したばかりなんだ。土の処理が大変だった」

　東田によると、何人かで休み時間に掘ってはトイレに捨てていたらしい。

「映画の『大脱走』みたいだな」

「同じだよ。灯りはロウソクだけだし、落盤も起こった。ノイローゼになったやつもいたんだから」

　そうまでして女子部に忍びこみたい欲求もすごい。今の俺おれたちも同じだが。

　紅あか音ねが呆あきれた口調で言う。

「おもしれえことすんじゃねえか。使い方教えな」

「撃つな撃つな！　体育倉庫の裏に、散水用の蛇口が埋め込まれている。そっくり外れてトンネルになってるんだ」

「そいつぁいい」

「でもまず、女子部に連絡を取って、向こうの出入り口の蓋ふたを外さなきゃならない」

「やってもらおう」

　銃の力は偉大だ。東ひがし田だの行動は人間に発見されたゴキブリより素早かった。

　まず女子部につなぎを取る。星せい鐵てつ学院は、携帯電話妨害用の電波が始終流れている。もちろん男女間での連絡を阻止するためだ。これじゃ本当に緊急の連絡ができなくなるんだが、「多少の犠牲は仕方がない」そうな。

　東田は、なんと連絡を矢文で取っていた。緊急だからこんな手段になるらしい。戦国時代か。

　しばらくしてきた返事には、「準備を整える」とあった。

「いつでも使える。向こうで手引きもしてくれるって」

「よく分かった。借りるぜ」

「大事に使ってくれ」

　なるべくそうするよ。

　俺は紅音に、図書館から出ようと合図をした。あんまりぼやぼやしてっと、女に変身しちゃうんだよな。

「なあナツル、なんか俺に報酬くれない」

「金ならねーぞ」

「い、いや……」

　東田は眼球を横に動かし、

「このねーちゃんの写真撮らしてくれないかな。乱暴なとこがよくて」

「……お前Ｍなの？」

「かなり」

　やはりというべきか、息も荒かった。

　紅音は無茶苦茶嫌がり（そりゃそうだ）、「両手両足吹っ飛ばしてから撃ち殺す！」とか騒いでいたが、なんとか写真のモデルをやらせた。首から上はなしという条件だったが、それでも東田は大満足であった。

　さて俺は、紅音の画像を入手して夢見心地の男を残し、体育倉庫の裏に向かった。紅音は女子部に戻って待つ。

　東田の語ったとおり、鉄の蓋を開けてコンクリートの一部を引っかけるようにして持ち上げると、縦穴がぽっかり空いた。あとは水道管をたどって降りればいい。

　横穴は這はって通らなければならないほど狭い。おまけに湿気でべたべたした。それでもここは大人気のルートらしいから、男の欲望は恐ろしい。

　女子部側の縦穴を抜けると、男女正常交際地下委員会の委員が待っていた。

　その女の子は、けらけら笑って両腕を振っていた。

「ようこそ。わたしが女子部側の委員の、西にし乃のますみでーす」

　これってきっと、最悪なんだよな。




「あなたが男子部からきた人ですね。よろしくー」

　俺おれのこのうんざり感、分かるかな、分かるよな。

「わー、なんか地味な人ですねー。彼女いないんですかー？　女子部に潜入するなんてやるー。ひゅーひゅー」

　色んな意味で大きなお世話である。

　向こうから紅あか音ねが駆け寄ってくる。ますみを見つけて、さすがにぎょっとしていた。

「あー、あの人って、あなたの彼女さんですかー」

　違う。それにあの猛犬女は、お前が非常によく知ってる女の子だぞ。

　紅音はますみを一いち瞥べつすると、俺に囁ささやいた。

（どうなってんだ。あたしにコント見せてるつもりか？）

（女子部側の委員なんだって）

（たちの悪いギャグだ。どうする）

（どうにもできねえよ。俺なんかへたすると、ここで変身しちまうんだぞ）

　あのときは紅音が変身前で俺が変身後。逆パターンだ。

　ますみが手招きした。

「ここは男子禁制女の園でーす。着替えのぞこうとか考えないでくださいねー」

　そんな暇ねーよ。

「じゃあこれから案内しまーす。こっち」

　ますみがうながした。

　女子部の敷地は男子部よりも広い。それにきちんと整備されていた。男子部はなんだか雑然としているのだが、こっちは花はあるわ芝生は綺き麗れいだわ噴水にオブジェまであるわと、まるで別世界だ。このことは男子部にも知れ渡っていて、「男子にも潤いを運動」が何度か計画されたが、全すべて事前に潰つぶされていた。

　グラウンドでは体育の授業がはじまっている。そういえば、うちのクラスも体育だった。欠席確定。中なか澤ざわって教師はさぼりにうるさいんだよな。

　なるべく他の生徒に見つからないように進んだ。

「もっと急げないかな」

　俺はますみに言った。授業中なら会長も教室から出てこれないけど、休み時間になったらやっかいだ。その前に沙さ倉くらさんを取り戻したい。

「いいですよ。あっ、なんか似てますねー」

「なにが」

「わたし、同じような声をしている二年生の女子に、会ったことあるんですよ」

　俺おれもあるよ。鏡の中で。

　女子部の校舎の裏に、視聴覚及び音楽専用校舎、通称専門校舎が建っている。そこの三階の隅を生徒会が臨時で使用していた。東ひがし田だ情報によると、その部屋は一日中カーテンが引かれていて、なにをしているのかまったく不明なんだそうだ。

　俺たちは専門校舎にすべりこんだ。

「ここに生徒会が借り上げた部屋がありまーす。けど……」

　ますみは首をかしげる。

「なんの用があるんですかー？」

　話してもいいが、どうせ信じないだろうな。沙倉さんが誘拐されて、犯人は会長で、俺たちはケンプファーだなんて。

　ますみの瞳は、好奇心に満ちあふれていた。

「ねーねー、教えてください」

　戸惑う俺の代わりに、紅あか音ねが言った。

「教えてやるよ」

「やったー」

「あそこ」

　紅音はますみの背後を指さす。

「えー？」

　ごん。

　振り返ったますみの後頭部に、紅音は拳けん銃じゆうのグリップを叩たたき込んでいた。「きゅうう」とか呟つぶやきながら、ますみは崩れ落ちる。

「おい、いいのか」

「正当防衛だよ」

　その使い方は絶対におかしい。

　とにかく邪魔者はいなくなった。俺たちは極力足音を立てないようにして三階に上がる。それでも慎重になった。廊下の奥が生徒会の借りた部屋だ。今の時間の専門校舎は使用されていない。

　俺の身体からだが白くなる。紅音の力によって、ケンプファーへと変身した。

　紅音が駆け出そうとするのを、俺は慌てて止めた。

「危ねえぞ。窓に身体をさらすな」

　ここの廊下は第一校舎に面している。しかも離れてはいるが、生徒会室から見えるようになっているのだ。恐らくこの利点があるから、雫しずくは借りたのだろう。

「まあ任せな」

　紅あか音ねは身体からだをかがめると、廊下の壁に身体を密着させ、窓の死角を猫みたいに慎重に歩いた。犬みたいに突進するだけが能じゃないらしい。

「ほら、おめえも来い」

　俺おれは慌てて同じようにした。

　やがて部屋に到着。俺は手を伸ばしてドアノブに触れた。ゆっくりと回転させる。

「お、鍵かぎがかかってない」

「早く開けろ」

　言われるまでもない。俺は開け放つと、『ミッション・インポッシブル』のトム・クルーズばりに飛びこんだ。

「沙さ倉くらさ……ん？」

　中はがらんとしていた。

　椅い子すもなければ机もない。モップとバケツが一つだけ。もちろん沙倉さんの姿もなかった。

　俺も紅音も、ぽかんと口を開けていた。

「おい、誰だれもいねえじゃねえか」

　紅音が吐き捨てた。

「東ひがし田だって野郎、ガセつかませたんじゃねえのか」

「あいつはガセを……たくさん流すと思うけど、あんときは噓うそついてないはずだ」

「目の前見ろ。いねえぞ」

「東田の目はお前に惚ほれた目だ。噓はない」

「ふざけるな！　あたしはＭ男は好みじゃねえ」

　Ｍ以外にこいつにぴったりな男は存在しないと思うんだが。

　とにかく、沙倉さんがいないのは事実だ。どこかに連れ去られたのか、それとも本当にガセだったのだろうか。

　突然、背後から物音がした。

「あのー……」

　女子生徒が一人、のぞきこんでいる。

「なにしてるんですか？　授業ないはずですけど……」

「ちょうどいいや」

　紅音がつかつかと歩み寄った。

「なあ、ここって生徒会が借りた部屋だろ。女が一人いたはずなんだが、どこ行ったか知らねえか？」

「え……？」

「教えろ」

　女子生徒は途方に暮れている。変身後の紅音は美人と言っていいが、とにかく物腰と雰囲気が乱暴なのだ。知らない人はまず圧倒される。

　俺おれは紅あか音ねを引きはがした。

「こらやめろ。女の子が怖がってるだろ」

「うるせえ。おい、早く言え」

「あ……あの……ここ、生徒会の人は借りてません……」

　なに？

　ぽかんとする俺と紅音の前で、女子生徒は怯おびえながらも話してくれた。

「ここは使ってないんです。生徒会が借りたのは四階……」

　全部聞かないうちに、俺たちは走りだした。

　もう身を隠すもなにもない。ぼやぼやしてると休み時間になってしまう。階段を駆け上がった。

　四階も同じような構造であった。廊下の奥に部屋がある。二人してそこまでダッシュ。俺が先に取りついた。

「鍵かぎがかかってる！」

「どいてろ」

　紅音の手に拳けん銃じゆうが出現した。鍵かぎ穴あなとヒンジに遠慮なくぶちこむ。

　扉は勝手に開いた。

　内部はカーテンのせいで薄暗かった。こっちは椅い子すも机もあり、こまめに掃除をしているのか清潔に保たれている。

　中央には沙さ倉くらさんが座らされていた。意識がないのか、うつむいたままだ。

「沙倉さん！」

　今度こそ俺は駆け寄った。手はロープで縛られている。沙倉さん沙倉さん、あなたのナイトが助けに来ました。ぜひ惚ほれてください。男の方に。

　だが、その刹せつ那な。

　俺の眼前に、鎖つきの短剣が突き立てられた。

「おやおや。ケンプファーのくせに、なんて行儀の悪い」

　振り返ると、そこには雫しずくが立っていた。




　我知らず、俺はたじろいでいた。勝負は明日だってのに、どうして雫がここにいる？　それに今は授業中だぞ。

　彼女は無表情のまま、

「優等生が授業をさぼるなんて外聞が悪いから、具合が悪くなったことにしてるわ。それにね、下にいた女子生徒、生徒会の人間なの」

　連絡がいったってわけか。

「それにしても」

　会長様は眉まゆをひそめていた。

「勝負の日付は明日。前日にやってくるなんて、感心しないわ」

「なに綺き麗れい事いってやがる。勝ちゃいいんだ」

　紅あか音ねが罵ののしった。そこらへんは、俺おれも同感だったりする。

「人質とる方がよっぽど感心しねえよ。あたしの相棒は楓かえでにご執心だ。取り返すに決まってんだろ」

「そうね。楓もナツルさんのことを話していたわ。女のあなたを気に入ったみたい」

　やっぱり女の方か。嬉うれしさも十分の一くらいだ。

　雫しずくの指が動いた。短剣が床から抜け、彼女の手元に戻っていく。手品っつーか蛇つかいみたいだ。

「今日は帰りなさい。勝負はあくまで明日。見逃してあげる」

　とんでもない余裕だ。よほど勝つ自信があるとみえる。引き返すのもありか、と思ったが、隣の猛犬女は違っていた。

「敵の情けを受けちゃあいられねえよな」

「あら。じゃあここでやる？」

「当然！」

　紅音は拳けん銃じゆうを雫に向けた。

　一挙動作で引き金まで引く。轟ごう音おんがして銃口から鉛弾が吐き出された。入り口の生徒会長へと突き進んでいく。

　命中寸前、雫の姿は消えた。

「こっち」

　蛇以上にくねった鎖と、短剣の切っ先が俺と紅音に向く。

「どわわわわっ！」

　この悲鳴は俺だ。短剣が服の一部を切り裂いたのだ。

　雫はいつの間にか背後に回りこみ、机の上に直立していた。自在に剣シユヴエアトを操る姿は、驚くほど美しい。

「見とれてんな！　ずらかるぞ！」

「やるんじゃないのか」

「場所がよくねえ！」

　紅音が俺を蹴け飛とばした。

　転がるようにして、部屋から脱出。何度か短剣が、俺をかすめた。俺は不意に気づいた。

「沙さ倉くらさんを忘れた！」

「放ほうっとけあんな悪趣味女！　臓物アニマルなんざ集めるから、こんな目にあうんだ！」

　沙倉さんの悪口は許せないが、悪趣味というところはどうにも反論しづらい。レアアイテムコレクターだと思えばいいか。

　そんなこと考えてる場合じゃない。助けなければ。

「引き返そう！」

「あとにしろ、雫しずくを倒してからだ！」

　猪ちよ突とつ猛もう進しん狂犬女のくせに、意外と冷静だった。ちらちら後ろを確認している。

「追ってきてるか!?」

「来てな……」

　眼前で鎖と短剣がこんにちはをする。

「来てる！」

　四階から三階へ。さらに二階。

　紅あか音ねが立ち止まった。俺おれは彼女の背中に激突した。

「いてえな！　前見ろ！」

「いきなり止まるからだろうが！」

「塞ふさがれている！　どこか教室へ！」

　下への階段は、火災用非常扉で封鎖されていた。回れ右をするしかない。

　また三階の廊下を走った。今度は手前の教室に駆けこむ。

　視聴覚室になっていた。黒色の遮光カーテンが引かれており、真っ暗だ。

「うわ、なんにも見えねえ」

　猛犬女が呟つぶやく。俺も同じだ。目が慣れていないのだ。

「外に出よう。ここじゃ戦闘にならない」

　紅音をうながす。廊下に首を出して左右を見回した。よし。雫はいない。

　二人して足を踏み出した瞬間だった。

　コンクリートが破壊される、ものすごい音が響いた。短剣が廊下、天井問わずあちこちに刺さり、削りまくっているのだ。

　鎖の元を握っているのは生徒会長の雫。

「追いつかれた！」

「ナツル、てめえがぼやぼやしてっからだ！」

　俺のせいなのかよ。

　二人で床に伏せた。雫の短剣を操るスピードは激烈で、何本もあるように見えた。

　這はいつくばったまま、じりじりと後退する。

「さっさと起きやがれ！　ここは帝国ホテルじゃねえんだぞ！」

　いい感じの罵ば声せいに、俺は急いで跳ね起きた。

　土煙がひどい。いや、建物内だから煤ばい塵じんと言うべきか。コンクリートの粉が主だが、アスベストでも混ざっていた日には、将来が真っ黒だ。そういやセップククロウサギも似たようなこと言ってたな。

「しょうもねえ心配してねえで、どっかに隠れろ！　あんにゃろう、まだ狙ねらってやがるぞ！」

　しょうがないので、廊下の若干へこんだところに身を潜めた。消火器でも置いてあったのだろう。今は留め金だけが残っている。

　少し離れた後方には、さっきから怒鳴り散らしている紅あか音ねがいる。遠慮なしに撃ちまくって、煤ばい塵じんの原因の一つとなっていた。

「ナツルっ。そんなとこに隠れんな！　あのクサレ女の姿が見えねえ！」

　俺おれがブラインドになっているらしく、紅音がまた怒鳴る。こいつは声がガラガラのうえにデカい。それなりに離れているはずなのに、耳元で叫ばれているようだった。

「どけってんだどけっ！　背中に鍵かぎ穴あな空けられてえのか！」

「ぎゃーぎゃーわめくな！」

　たまらず俺は言い返した。

「隠れろって言ったのはお前だろう!?　飛び道具持ってんだから、煙の中に撃てばいいじゃないか！」

「弾道上におめえがいるから撃てねえんだよ！」

「じゃあここまで来いよ」

「そしたらあたしが狙ねらわれる！」

「俺が狙われるのはいいのかよ!?　あいつを逃がしたのはお前じゃないか！」

「ンだとこら！」

　隠れ場所から出るなり、紅音は走ってきた。煤塵の方角ではなく、俺のところへ滑りこんでくる。

　この女はよりによって、頭に銃を突きつけた。

「ふざけたことぬかしやがって。頭切り取って、ＤＨＬでグアムまで送ってやるぞ」

　ひるんでられるか。俺だって命を狙われているのだ。

「なに言いやがる。少女趣味の深夜アニメオタク。セップククロウサギが夜中にテレビにかじりついてるって言ってたぞ」

「本当にこの世とおさらばしてえのか？」

「お前と縁が切れるなら、おさらばしてもいい」

「……てめえ！」

　紅音が力をこめて、額ひたいに銃口を押しつけてくる。ごりごりという音が、頭蓋の内側に響いた。

「相棒パートナーにむかってなんて口の利き方だ。友達には優しくしましょうって、ジブリの映画も言ってるぞ」

「よく言うよ、いがらっぽい堀ほり江え由ゆ衣いみたいな声しやがって。まず俺に優しくしろよな」

「楓かえでみてえなクサレアマにイカれている奴に優しくしてたら地獄に堕ちる。閻えん魔まにゃ賄わい賂ろが必要なんだ。知ってるか」

「噓うそつけ！　それと沙さ倉くらさんの悪口を言うな！」

　シュッ。風切り音と共に、俺たちの間を短剣が通過した。頰ほおに鋭い痛みを感じ、手で確認する。

　血がついていた。

「やばいっ」

「ぼやぼやしてんなナツル！」

　紅あか音ねはとっくに場所を変えていた。半開きになった視聴覚室扉の後ろに身を潜めている。

「あいつの動きは素早い。二秒以内にそこから出ねえと、心臓が大喜びで動きをとめるぞ」

「早く言え！」

　それはごめんだ。俺おれは叫び返すと床を蹴けった。紅音の居場所だけ確認し、そこに向かって頭から飛びこむ。

「ナツル、雫しずくは見えたか」

「いや。俺、眼だけはいいんだけどな」

「くり抜いて銀紙でも貼はっとけ」

　扉の外に向けて、紅音が発砲した。轟ごう音おんと着弾音が切れ目なく続く。弾数をまるで気にしていない射撃だが、ケンプファーの武器は弾切れがないのだ。

　紅音が撃つのをやめた。あたりが静まりかえる。

「……いないか」

　彼女はつぶやく。

「そんなこたあねえな。あの人ひと斬きり侍、絶対にあたしたちを狙ねらっている」

「それよりどけよ」

　俺は言った。紅音は彼の上にのしかかって、射撃をしていた。

「あれが人斬り侍なら、お前は戦闘狂バトルマニアだ。頭の上で撃ちまくるから、うるさいうるさい」

「なにを。あたしみてえなか弱い女を、アメリカ海兵隊マリーンのゴリラと一緒にするのか」

「お前に比べれば海兵隊員だってガンジー主義者だ」

　悪口を言い合いながらも耳をすませる。物音がまるでしない。針が落ちても聞こえそうな静けさだった。

「どこに行ったんだ」

「きっと隠れんぼだ。中身が小学生なんだよ。ナツル、ちょっと扉から頭を出せ」

「なんで」

「あいつが斬きりかかってくるかもしれない」

「は!?　俺は囮おとりかよ！　死んだらどうするんだ！」

「墓に花を供えて泣いてやる。多分楓かえでも泣く。よかったな」

「よくねえ！」

　不意に頭上がかげる。音もなく、誰だれかが立っていた。

　姿を確認せず、俺たちは後ろに跳ねた。今までいたところを刃が通過。ぼさっとしていたら上半身と下半身が生き別れをしていたところだ。鋼鉄の匂においをかいだ気がする。

「ナツル、もっと後ろだ！」

「わかってるよ！」

　視聴覚室の中央へと移動する。

　よく見ると、さっさきまで授業をやっていたらしい。黒板になにやら授業内容が、延々書き連ねてある。俺おれはつい嘆いた。

「昼は勉強で戦闘中も勉強。休み時間はいつだ」

「気の利いたこと言ったつもりか」

　背中合わせになっていた。紅あか音ねが左右に銃口を振る。

「また見えなくなった」

「もしかしたら、追いつめられたんじゃないのか」

　この教室は、二つしか出入り口がない。万が一両方塞ふさがれたら逃げ場がなくなる。

「かもな。こいつぁ覚悟を決めた方がよさそうだ」

「最悪だ」

　俺はぼやいた。

「平凡な高校生だったのに、口の悪い女と一緒に殺されかけている。夢なら覚めてくれ。できるだけ早く」

「あたしみたいな美人と死んだら、無理心中だと思われるぞ。よかったな」

「冗談にもほどがある」

　暗くら闇やみが揺らめく。なにかが迫っていた。

「くっ！」

　紅音が飛びのきながら発砲。発砲炎が網膜に残像を残す。彼女は連射を続ける。

　俺もジャンプした。スカートがひるがえる。なるほど、こういうときにパンツが見えるのか。

　そんなことを考えたせいか、中途半端な跳躍になってしまい、机に頭から突っこんだ。

「いてて」

「情けねえ声出すな。てめえそれでも女か！」

「俺は女じゃ……」

　彼の言葉はかき消される。射撃音と剣けん戟げきの音で、教室内はロックコンサートの会場と化していた。

　ようやく雫しずくの姿がわかった。入り口近くにいる。逆光のため表情などはまったく不明。

「ナツル、魔法ツアウバーを使え！」

　猛犬女は、まったく俺を見ずに射撃を繰り返している。

「短剣はあたしが食い止める。あいつの頭にお見舞いしてやれ！」

「……俺、発動方法知らねえぞ」

　そうなのだ。紅音は自由に銃を出現させているが、俺はやり方を知らない。使えたのは一度だけ。しかもとっさの出来事。図書館のときもそれで悩んでいた。

「なんだとこの！　どうすんだ！」

　困ったとしか言い様がない。

「なにかの拍子にできるとは思っているんだけどなあ」

「こういうのは集中力だ、集中力！　おめえのトンマな手のひらで、犬のクソを摑つかむようにしてやってみろ！」

　どんなやり方だ。

　一方雫しずくは、俺おれの悩みを全く考慮せず、攻撃のスピードをあげてきた。紅あか音ねは必死になって防ぐ。

　俺は手のひらに、気力を集中させるようにした。犬のフンのことは考慮しない。余計な力を抜き、ただ精神だけに集中する。

　指先が赤く変色してきた。次の瞬間。

　火の球が出現し、一直線になって雫へ飛んでいった。

　生徒会長はすんでのところでかわした。背後の壁にこげ跡がつく。わお。

「やるじゃねえか！」

　紅音が俺の背中をばんばん叩たたいた。

「その調子だ。あのいけ好かねえ会長様を、割れたスイカみてえにしてやれ。あたしは生徒会ってやつがムカつくんだ。皆殺しにするぞ」

　猛犬女は嬉うれしそうだ。こいつの個人的な好き嫌いに引きずられる気はないが、攻撃方法がわかったのは大きい。これで互角、いや、二対一だから断然有利だ。だが雫が相変わらず大胆不敵なのは、どういうことだ。

「魔法ツアウバーのケンプファーに出会うのは久しぶりね。撃ってみたら？」

　なんだこの余裕は。

　俺はためらったが、雫は防御もせず、全身を晒さらしたままだ。いける。

　手のひらを正面に突き出す。灼しやく熱ねつの炎が球となり、生徒会長を捕らえた。

　雫は短剣を横に払った。

　たったそれだけの動作で、俺が放った火球は弾はじかれ、床に落ちた。

「たいしたことないのね。これじゃ私を倒すのは、一生無理」

　雫がにやりとする。まるで氷が笑ったよう。

　彼女の動きは、今までにもまして速くなった。二本の短剣は残像すら残した。まるでビデオの早回しだ。「６００万ドルの男」にも似たようなシーンがあったな。

「この役たたず！」

　紅音が一番言ってはいけないことを言った。

「へろへろ球撃ちやがって。ジジイのションベンの方がまだマシだ！」

「うるせえな！　俺は初心者なんだぞ！　もっと優しくしろ！」

「初心者もクソもあるか！　ビデオ屋で投げ売りされている××××××のＤＶＤより使えねえぞ！　××××しか売れなかったやつだ！」

「言いやがったな！」

　俺も頭に血がのぼった。深夜アニメに詳しくないが、馬ば鹿かにされていることはわかる。

　この女、具体的な本数まで口にしやがった。

「仲間割れはあとにしなさいね」

　短剣が飛んでくる。俺おれと紅あか音ねの間に割りこんできた。

「ずらかるぞ！」

　紅音は怒鳴ると、さっさと走りだした。俺も続き、視聴覚室をあとにする。

　廊下で俺は叫んだ。

「窓から下に飛びだそう」

「おめえ、見せ物になりたいのか。バレたらまずいだろうが」

「ここで戦ったら不利だろ」

「しょうがねえだろ。雫しずくもそれを計算してんだ」

　つまり俺たちは、生徒会長のたくらみに引っかかったってわけだ。頭のいい美人には惹ひかれるが、なんかやだ。

　廊下を駆ける。背後からはうねうねとした短剣。この先には下への階段があるはずだが、非常扉で塞ふさがれている。

「やった、開いてるぞ！」

　紅音が発砲しながら下へ。俺も下。

「おい紅音、外に出たらバレるんじゃないか!?」

「誰だれが外に出るっつった。一階は大教室になってるんだ。そこに行くぞ」

「それがどうしたんだ」

「大教室ってのは改装中で、机も椅い子すもなにもねえんだ。だだっ広いところなら、雫の剣シユヴエアトの軌道がわかる。遮るものがねえなら、あたしの銃ゲヴエアーが有利だ。そこでケリつけてやる」

　この女は、こんな状況でも笑っていた。戦えるのが嬉うれしくてしょうがないのだ。やっぱ頭がおかしい。

　二階は素通りして一階へ。階段に接するように作られている扉を開けて、大教室に入る。ここも暗い。

「なんにも見えねえ。ナツル、スイッチあるだろ」

　俺は手探りでスイッチを探した。大概、入ってすぐのところにあると相場が決まっている。

　あった、押す。

「……つかねーぞ」

「ちゃんと押してんのか!?」

「押してる。どっか配線切られてるんだ」

「ちっ、カーテン開けるか」

　紅音が窓際に行く。

「……おいっ、これカーテンじゃねえ。板が打ち付けられてるぞ！」

　俺は魔法ツアウバーを発動させた。炎が板を舐なめ、焦げた破片が床に落ちる。

　裂け目から日光が差しこんだ。

「げ……」

　俺おれと紅あか音ねは同時にうめいた。

　大教室の中に、荷物が積み上げられている。机とか椅い子すとかではない。ロッカーやら流し台やら野球用具（なんで？）やら、まるで倉庫だ。

「そうよ。倉庫なんだから」

　雫しずくの声がする。入り口に、半身が見えた。

「女子部は改築中。ここは倉庫代わりに使われている。今の私には、絶好の舞台ね」

　彼女の台詞せりふに噓うそはない。普通なら迷路ばりに入り組んだ部屋は、逃げる方に圧倒的に有利だ。だがどんなところにも侵入し、追跡する雫の短剣には、利点でしかない。逆に俺たちは自分の武器が思うように使えない。

「……陰険女が。追いこみやがったな！」

「勝手に逃げこんだのはそっち」

「おめえのその言い方が、前から気にいらねえんだ！」

「犬みたいに吠ほえる女性も、我が校にふさわしくない」

「ざけんな！」

「語ご彙いも少ないわね」

　生徒会長の身体からだが跳ねた。

　跳躍したその姿の格好いいこと。だがそんな感想が出たのは一瞬だけで、あとの俺はひたすら逃げまどった。

　雫の操る二本の短剣は、前後左右自在に攻撃してくる。俺の魔法ツアウバーと紅音の銃ゲヴエアーは、荷物が障害になっているせいで狙ねらうのも困難だ。

「くっ！」

　紅音のセーラー服が切り裂かれる。胸元までがあらわになった。おや、白のブラジャーだ。猛犬バージョンのはずだが、清純派だな。

「なに見てやがんだ！」

　銃声がする寸前、俺は急いで段ボールの陰に身を潜めた。愛え媛ひめみかんの文字に、ぼこぼこ穴が空く。この女、本当に撃ちやがった。心臓が閉店するじゃねえか。

　仲間割れしてる場合じゃない。短剣が、まるで幾本もあるかのように向かってくる。とんでもない素早さだ。しかも正確。どこに隠れていても、すぐに見つけ出してくる。魔法ツアウバーと銃ゲヴエアーで防いではいるが、時間の問題だった。

「いてて！」

　そんなことを考えていたら、俺の肩を刃がえぐっていった。ときどき紅音も喚わめいているが、あいつの場合は単に腹が立っているんだろう。

　しばらくじっとしていた。

　最悪だった。おまけに喉のどが渇いて腹が減った。ガムでもなかったかとポケットを探ったが、あるはずもない。

　代わりになにかが指に触れた。

「なあ紅あか音ね」

「なんだスケベ野郎。お前を殺すのは雫しずくの次だ」

「……会長の攻撃、かわせるか？」

「アホ、無理に決まってる。さっきまでならなんとかなったけどな。今は本気だ。そろそろ休み時間になるから、決着つける気なんだろ」

「なんかあの短剣、スピードが速いよな」

「ああ。だから雫は本気なんだ。目にもとまらぬなんとやらってやつだ」

「じゃあどうやって倒す？」

「知るかクソ。なめやがってあん畜生。とにかくぶっ殺さねえと気がすまねえ」

　こいつの目は充血していた。よっぽど頭に来てるんだろう。紅音じゃなくて赤目だ。

「だったら俺おれの案にのれよ」

「なんだ？」

「会長の動きと短剣のスピードを落とす。そのすきにやれ」

「どうやんだ」

　俺はさっき思いついた計画を話した。聞いた紅音は、神経質な万引き監視員みたいな表情をしていた。












「……うまくいくのか？」

「さあな。こいつはギャンブルだ。のるかのらないかしかねえよ」

「配当は？」

「負けたらお陀だ仏ぶつ。勝っても……あまりいいことはない」

「このろくでなし。競馬だってもっとましなオッズだぞ」

　それから彼女はにまりとして、

「ようし、のろうじゃねえか！」

　俺おれは火球をぶっ放し、突進してくる短剣を牽けん制せいした。紅あか音ねも引き金を引く。ただし穴を開ける場所は天井。

　彼女は錆さびついたロッカーの上に飛び乗った。

「ナツル、こい！」

　俺は床を蹴けった。段ボールを足場にし、ロッカーに乗ると紅音の肩に足をかける。

「落とすなよ！」

「てめえこそ落ちるな！」

　力一杯ジャンプ。大教室の天井は高いが、ロッカー＋女子生徒の高さがあれば十分届く。紅音が開けた穴に指を引っかける。

　懸垂なんか大嫌いだがここは耐える。ポケットにあったライターを点火して、火災報知器に近づけた。

　会長の短剣が二本とも、俺に迫ってくる。もう少し、もう少しだけ我慢すれば、これが──。

　鳴った。

　火災報知器が、金だらいを坂道に落としたみたいな音を発した。火事でもないのに火事ですよと騒ぎ立てる。スプリンクラーが破裂して、教室の隅から隅まで滝たきのような水を降らせる。

　これが狙ねらいだった。

「紅音！」

　俺のかけ声と共に、猛犬女は走り出す。目標は入り口付近に陣取る雫しずく。得意の短剣は放水のおかげでうまく動かない。それは鎖の長さに比例する。

　紅音は短剣の切っ先をかいくぐった。なおも鎖はうねるが、俺の火球が吹っ飛ばした。

　生徒会長のふところに猛犬が飛びこむ。怒りにまかせて押し倒す。額ひたいの真ん中に銃口を押し当てた。

「くたばれクソアマ！」

　発砲音。

　銃弾は、雫の頭のすぐ横、床に穴を開けた。

「ナツル……てめえ」

　怒りに言葉まで赤くしたのは紅音だった。

「なんで邪魔しやがった」

　俺おれの威力を抑えた火球が、銃口を弾はじいたのだった。

「寝覚めの悪いことすんじゃねえよ」

「てめえの寝覚めなんか知ったことか。言ったろうが、あたしはこいつを殺さなきゃ気がすまねえ」

　俺は二人に近づいた。組み伏せられている雫しずくの瞳は冷静だったが、同時に俺を軽けい蔑べつしていた。

「敵に情けをかけない方がいい」

「情けじゃない。取り引きだ」

　雫のそばにしゃがむ。指先がまだ熱かった。

「取り引き。ケンプファーは敵を倒すための存在よ」

「俺、こいつほど闘争心がないもんで」

「……ふん。私を助けてくれるの？」

「受けてくれれば」

「条件はなに」

「沙さ倉くらさんを解放して欲しい」

　俺は彼女を見据えて言った。

「沙倉さんを解放して、もう彼女に手出しをしないでくれ。これが条件だ」

「……っざけんな！」

　真っ先に異議を唱えたのは猛犬女だった。予想はしていたが、駆け引きもなにもあったもんじゃない。

「楓かえでの間抜けなんか放ほうっとけ。今こいつを始末しねえと、あたしたちがやばい」

「黙ってろ。会長、イエスかノーか」

「……意思の統一がされてないようね」

「そんなのはいい。どっち」

「私はイエスよ」

　俺は大きく息を吐いた。

「紅あか音ね、銃をどけろ」

「冗談じゃねえ」

「いいから！」

　我ながら驚くくらいの強い口調でにらむ。紅音は舌打ちしてから横を向き、銃を消失させた。

　雫はゆっくりと起きあがった。短剣はもう消えていた。

「……こんなことして、後悔するわよ」

「約束を守ってくれる人だと信じてますよ」

「私はイエスだって言ったのよ。私は」

　彼女は必要以上に強調していた。自分以外にも赤い腕輪をしたケンプファーがいる。そう匂におわせているのだろうか。

「甘いとは言わない。でも、取り引きはへたな方ね……安心して、約束は守る。楓かえでは解放するわ」

　雫しずくは続けて「早く戻れば。授業が終わるし、消防車が来るわよ」と言った。

「そうそう。ナツルさん、あなた私が撃たれるのを止めたけれど、そのままにしたらどうなっていたと思う？」

「そりゃ、死んで……」

「なにも知らないのね」

　俺おれの台詞せりふをさえぎった生徒会長は、口の端を曲げた。

「それはそれで、幸せなことだと思うわ」

　彼女はそのまま、大教室から姿を消した。

　しばらくの間、俺の網膜には、スタイルのいい後ろ姿が映っていた。

「……なあ紅あか音ね、最後に会長が言ってたこと、ありゃどういう……」

　最後まで言う前に、俺の頰ほおには拳こぶしがめりこんでいた。半回転して机の群れに倒れる。

「ざけてんじゃねえよ」

　紅音はぶん殴った手をなで回していた。

「いい子ぶって雫を逃がしやがって。そんなに取り引きしたけりゃ証券会社にでも入りやがれ」












　ふらふらする頭を押さえながら、俺おれは上半身を起こす。

「……ああしなきゃ、沙さ倉くらさんを救えなかっただろうが」

「楓かえでなんか無視すりゃよかったんだ」

「そうしたら後悔する……憧あこがれてるからだけじゃねえぞ。あそこで見捨てたら、なんかケンプファーとしての大事なものが、消えちまいそうな気がしたんだ」

　噓うそは言ってない。紅あか音ねが発砲する寸前に止めたのはそのためだ。心のどこだかが、赤信号を発したのだ。なんでかは知らない。そもそも「ケンプファーとして～」なんて大仰なものかも自信がない。交通信号になったつもりもないし。

「あたしはそんなもん感じねーぞ」

「俺だけかもな」

「……へっ、格好つけやがって」

　紅音は大きくあくびをして、ついでにスプリンクラーの水をすくって顔を洗った。飲めんのかこれ。

「その大事なもんとやらを、銀行の貸金庫にでもしまうんだな。あたしは帰る。楓のことはおめえがやんな。けどまあ──」

　彼女は出ていこうとした足を、ぴたりと止めた。

「スプリンクラーの案は、なかなかよかったぜ」

　紅音はにかっと笑った。

　こいつ、笑うとなかなか可愛いんだよな。





　　○






　戦闘の後始末は一苦労だった。いや俺がやったんじゃないけどね。

　俺は沙倉さんを助けに行ったが、すでに教室からは解放されていた。雫しずくがやったらしい。生徒会長はちゃんと約束を守っていた。

　専門校舎は大騒ぎだった。そりゃ火災報知器が鳴ってスプリンクラーが作動しましたからな。女子部は教師が避難誘導を試み、消防車が五台も駆けつけてきたそうな。発見されたのは校舎入り口で目を回していたますみ一人。俺と紅音は校外へ一時避難する生徒の群れに紛れこんで難を逃れた。雫はなんと生徒を誘導する側だったという。さすがだね。

　その後、沙倉さんは「記憶の定かではない」状態で保健室に運びこまれた。ここ数日のできごとはなにも覚えていないという。俺とのデートはどうなんだろう。健康にはまるで問題はない。

　どうでもいいが、東ひがし田だは美少女研究会の会報で、「口が悪いけど可愛い女」と「町で見かけた無愛想な美少女」の特集をしようと張り切っているらしい。へたをすると、こっちこそ始末する必要があるかもしれぬ。

　──なんてことを、俺おれはハラキリトラに説明した。化学繊維のぬいぐるみは、ほっほっほと水戸黄門みたいな声をあげた。

「それは大変でした」

「大変以上だ」

　自室で、俺はポテトチップをかじりながら言った。

「なんとか沙さ倉くらさんを助けられたからいいけれど、また会長と戦うことになったら、勝つ自信がねえぞ」

「しかしナツルさんがやめたと言っても、相手はやめてくれませんよ」

「……戦うしかねえってことか」

「ケンプファーの宿命です」

　ハラキリトラはいかにも軽く喋しやべるが、台詞せりふには様々な意味がある。なぜケンプファーは戦わなければならず、倒されたらどうなるのか。俺はなにも知らない。

「そんなにしけたツラすんなよ。ぱーっとやろうぜ、ぱーっと」

　セップククロウサギが陽気に騒ぐ。こいつはなにを気に入ったのか、三日とおかずに我が家にやってくるようになった。

「勝ったんだからいいじゃねえか。喜んどけよ」

「あんま勝った気がしねえ」

「馬ば鹿かだな。向こうが引き上げたんだ。勝ちなんだよ。古典にも載ってるだろ。『戦の勝ちは五割をもってよしとす』ってな」

　そうだっけ。

　セップククロウサギを連れてきたのは、もちろん紅あか音ねである。彼女はぬいぐるみを膝ひざに乗せ、クッキーを食べていた。

「でも、みなさん怪け我ががなくてよかったですね」

　彼女は心の底からほっとしているようだ。これがケンプファーになると「みんな死ね」になるんだから、女ってのはわからない。

「高校生の身分で、人殺しにはなりたくないよなあ」

「そうですね」

　紅音は変身能力を手に入れて半年になる。その間、敵を倒したことがあるのだろうか。

　引き分けはあったみたいだが。

「沙倉さんに返事はしたんでしたっけ」

「あん？」

「付き合って欲しいって、言われたんじゃ……」

「あー……そうだった。返事してない」

　イエスもノーもないまま、雫しずくがさらってしまったのである。棚上げのままだった。

　もちろん、というかなんというか、俺の気持ちは固まっていない。今は沙倉さんが忘れているのを願うのみだ。

　ハラキリトラとセップククロウサギは、なにやらお笑い芸人の物まねをしてはげらげら笑っていた。テレビとインターネットのおかげで、こいつらの文化知識は急速に上昇している。ここに雫しずくのカンデンヤマネコを放ほうり込んだら、どうなるんだろうな。

　紅あか音ねは安物のティーカップに口をつけながら、きょろきょろ見回していた。

「ナツルさん、一人暮らしなんですよね」

「まあね」

「ご兄妹はいないんですか？」

「いないよ。兄妹同然のやつはいたけど……今は外国かな」

「へえ。女の人ですか？」

「そう……おい、やめろ。ぬいぐるみが飲めるわけねえだろ！」

　俺おれはコーラを飲もうとしたハラキリトラから、ペットボトルを取り上げる。さらにポテトチップをくすねようとしたセップククロウサギをひっつかみ、「耳を引き抜くぞ」と脅した。

　セップククロウサギは「お、変身した紅音の真ま似ねか？　お前も口が悪くなったなあ」などと言いやがり、本気で耳を引き抜こうとした俺と揉もめはじめた。紅音が慌てて仲裁にはいる。

　ハラキリトラは楽しそうに跳ね回り、騒ぎはしばらく続くことになった。おかげで俺は自分の携帯電話が鳴っていたのを、最後まで気づかなかった。





　　○






「……まったく、何回鳴らしても出ないんだから」

　少女は憤慨し、待ち受け画面に戻った携帯電話に毒づいた。

「いーだ。かけ直してきたって、出てあげませんからね」

　たたむとポケットにしまう。そして軽い足取りで歩きはじめた。

　周囲の風景が懐かしい。なんの変哲もない住宅街だが、彼女にとっては生まれ育ったところだ。わけあって外国に行っていたが、やはり故郷はいいものだった。

　携帯電話が鳴った。あいつかな、と思ったら別人だった。

「はいもしもし……久しぶりー」

　声が自然と明るくなる。あいつではなかったが、友人からだった。

「……うん、復学手続きは済んだから。一緒のクラスだよ。また遊ぼうね」

　電話の向こうは、かなり明るい女の子だった。

「え？　素敵な人がいるって？　やだ、彼氏できたの？　……違うんだ。二年生の女の人。へー、そんな趣味あったっけ」

　そして、あははと笑う。

「やだなあ、冗談よ冗談。……そうなんだ。紹介してね」

　何度かうなずく。

「うん、分かった……学校で、またゆっくり話そ。じゃあね、ますみ」

　電話を切った。いきなり中学校からの友人からとは、嬉うれしい限り。帰国を知らせておいて良かった。

　これからは、またここに住む。あいつには勉強を教えてもらおう。いや、ひょっとしたらこっちが教えることになるのかも。その前に買い物につきあってもらわなきゃ。久しぶりにあうんだから、それくらいはいいよね。

　にやにやしていたら、中年のおばさんに声をかけられた。

「あら、水み琴ことちゃんじゃない。帰ってきたのね」

　彼女はぺこりと頭を下げる。

「ごぶさたしてます。昨日帰国しました」

「懐かしいわね。ご両親は？」

「まだ外国にいます。一足先になりました」

「そうなの……そういえば、瀬せ能のうさんのところの息子さん、知ってるわよね」

「ええ」

　彼女はなんとなく、携帯電話を入れたポケットを確認した。

「ご両親が転勤で九州に行っちゃったんですって。一人暮らしみたいよ」

「……そうなんですか？」

「男の子だから、色々大変みたい。面倒見てあげたら」

「はい。そうします」

　再び頭を下げる。なんだ、ナツルは一人ぼっちなのか。よし、ならばこのあたしがいきなり訪れて、驚かしてやろうじゃないか。どうせ女っ気はないに決まっている。きっとびっくりするぞ。

　そんなことを考えながら、近こん堂どう水琴は元気よく歩いていった。





あとがき







　築つき地じと申します。ＭＦ文庫Ｊ初登場です。よろしくお願いします。

　この作品はラブコメバトルものですが、実は女装癖のあるやつと二重人格と同性愛者と喋しやべるぬいぐるみが暴れる話です……なんて書くと「こいつはついにおかしくなったか」と思われそうですが、それほど間違いではありません。もちろん、登場キャラクターたちはまともなこともします。「も」は控えめすぎますね。全編に渡ってまともです。せんむさんのデザインした可愛いキャラが奇怪なことをするわけないのです。多分。

　こちらでも学園ものを書かせてもらうことになりました。このような「ある程度の大きさのあるコミュティ」の話は結構好きなのです。で、やっぱり変わった学校にしました。敷地を真ん中から真っ二つです。ついでに自由に行き来できないようにもしました。私のイメージでは冷戦時代のベルリンです。いずれ監視塔と鉄条網も出します。夜間はサーチライトで生徒共を監視だ！

　冗談はともかく、人生にとって、「学校生活」というのは非常に大きなウェイトを占めます。思春期の、一番感受性の強い時期に体験するのです。不登校の人ですら影響を受けずにはいられないものです。

　そしてこれは二度と繰り返せないものでもあります。過ぎ去ってから振り返るしかないもの。想い出の中でしか持つしかないもの。実際経験しているときは分かりませんが、卒業してから「重さ」が理解できるのです。

　ならば、思いっきり変なところに行ってみたかった……というのが、変わった学校を作り続ける動機でもあります。学校がおかしい、担任がおかしい、クラスメートがおかしい、自分自身がおかしい……実際にこんな人たちがいたら、ちょっと遠慮するかもしれませんが、フィクションの中ならいくら存在しても構いません。むしろいればいるほど歓迎です。

　私の高校時代は、ちょっと変わったクラスメートたちによってかなり充実していました。ただ、クラスメートどまりなのが惜しかった。学校も教師も普通なのです。これで全すべてか変だったらさぞかし面白いものに……なるかどうかは不明ですが、作品で主人公の周囲がおかしな人たちで満ちあふれるのは、こんなところにも理由があります。

　瀬せ能のうナツルの周囲もいずれそうなります。平穏無事な生涯は許されないのです。とりあえずはクラスメートからでしょうか。写真マニア一人じゃ寂しいよねえ。

　ではこれで。
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